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研究　東洋

　

当
研
究
所
は
、
本
年
、
創
立
十
周
年
の
佳
節
を
迎
え
た
。
研
究
所
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
淵
源
は
二
〇
〇
七
年
十
二
月
、
東

日
本
国
際
大
学
内
に
設
置
さ
れ
た
東
洋
思
想
研
究
会
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
儒
学
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
思
想
を
研
究
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。
自
文
化
を
再
確
認
し
つ
つ
他
文
化
を
理
解
し
、
国
際
的
な
対
話
の
世
界
を
構
築
し
、
今
日
の
諸
問
題
の
解
決

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
集
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
の
七
月
、
そ
の
東
洋
思
想
研
究
会
に
私
が
招
か
れ
、『
法
華
経
』
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、
同
研
究
会
は
発
展
的
に
解
消
さ
れ
、
新
た
に
東
洋
思
想
研
究
所
が
誕
生
し
た
。
初
代

所
長
に
は
、
現
い
わ
き
短
期
大
学
学
長
の
田
久
昌
次
郎
先
生
が
就
か
れ
た
。

　

当
初
は
場
所
や
人
も
定
ま
ら
ず
、
種
々
の
苦
労
が
絶
え
な
か
っ
た
が
、
翌
年
に
は
専
任
研
究
員
を
置
き
、
研
究
施
設
も
整
い
、
徐
々

に
研
究
所
の
体
裁
が
整
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
矢
先
に
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
学
は
福
島
第
一

原
発
か
ら
最
も
近
い
場
所
に
あ
る
大
学
で
あ
り
、
震
災
の
物
理
的
な
被
害
に
加
え
て
震
災
後
の
風
評
被
害
等
も
深
刻
で
あ
っ
た
。

　

幸
い
、
施
設
に
つ
い
て
は
、
緑
川
浩
司
現
理
事
長
を
中
心
に
一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
し
た
結
果
、
速
や
か
な
復
旧
が
な
さ
れ
た
。
新
一

号
館
が
落
成
さ
れ
る
な
ど
、
苦
難
を
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
戦
い
が
実
を
結
ん
だ
と
言
え
る
。
残
る
は
「
心
の
復
興
」
で
あ
る
。

震
災
後
の
困
難
に
直
面
す
る
地
域
社
会
に
精
神
の
光
を
届
け
る
べ
く
、
当
研
究
所
も
様
々
な
挑
戦
を
開
始
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
以
来
、
当
研
究
所
で
は
、
思
想
の
力
に
よ
る
復
興
を
目
指
し
、
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
学
者
や
有
識
者
を
招
い
た
講
演

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
数
多
く
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
は
、
市
民
に
も
開
放
し
た
全
学
共
通
授
業
の
「
人
間
力

の
育
成
」
講
座
を
開
講
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
政
財
界
や
芸
術
界
、
ス
ポ
ー
ツ
界
な
ど
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
方
々
を
講
師
に
招
聘
し
、

逆
境
に
打
ち
克
つ
「
人
間
力
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
開
講
か
ら
六
年
目
を
迎
え
、
エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会
議
、

立
教
大
学
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
多
様
な
外
部
機
関
と
も
連
携
し
、
年
々
社
会
的
な
広
が
り
を
増
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
間
力
の
育
成
は
、
建
学
の
理
念
で
あ
る
儒
学
を
普
及
す
る
活
動
に
よ
っ
て
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
当
研
究
所
の
研
究
員
が

発
刊
に
よ
せ
て
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東
日
本
国
際
大
学

東
洋
思
想
研
究
所
所
長

　
　
　
　
　
　

松　

岡　

幹　

夫

発刊によせて

担
当
す
る
、
い
わ
き
市
民
を
対
象
と
し
た
継
続
的
な
「
論
語
素
読
教
室
」
は
地
域
社
会
に
定
着
し
た
感
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
学
学
生

の
間
で
結
成
さ
れ
た
「
い
わ
き
論
語
塾
」
の
指
導
に
も
、
研
究
所
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
人
間
力
」
と
は
何
か
を
定
義
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
本
学
で
は
「
志
を
持
っ
て
や
り
抜
く
力
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
要
す

る
に
命
の
力
で
あ
る
。「
生
命
力
」
と
言
っ
て
も
よ
い
。
創
造
力
、
利
他
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
、
人
間
力
に
該
当
す
る

力
は
色
々
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
一
切
の
ベ
ー
ス
と
な
る
の
は
生
命
の
力
で
あ
る
。
学
生
が
本
物
の
人
間
の
生
命
力
に
触
れ
、

感
化
を
受
け
る
中
で
人
間
力
に
目
覚
め
る
。
そ
の
よ
う
な
機
会
を
、
今
後
も
提
供
し
続
け
た
い
と
思
う
。

　

一
般
に
、
研
究
所
は
学
術
活
動
の
場
と
さ
れ
て
い
る
。
当
研
究
所
も
、
学
術
紀
要
で
あ
る
本
誌
『
研
究
東
洋
』
を
毎
年
発
刊
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
教
育
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
研
究
・
教
育
・
地
域
に
ト
ー
タ
ル
に
か
か
わ
る
独
自
の
カ

ラ
ー
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

　

十
年
の
歩
み
を
経
て
、
研
究
所
の
基
盤
は
盤
石
に
整
え
ら
れ
た
。
今
後
は
、
よ
き
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
変
化
を
恐
れ
ず
、
所
員
一
同
、

新
た
な
挑
戦
を
始
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
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発
刊
の
辞松岡　

幹
夫
「
発
刊
に
よ
せ
て
」  

2

■
特
集
一　

第
三
〇
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
■　

当
日
日
程  

7

講
演
記
録　

成
均
館
大
学
校
儒
学
大
学
院
院
長　

辛　

正
根

　

「
21
世
紀
の
儒
学
を
総
体
的
に
定
義
す
る
」  

8

　

東
京
大
学
大
学
院
教
授　

小
島　

毅

　

「
孟
子
か
荀
子
か
―
人
間
観
の
二
類
型
―
」  

10

■
特
集
二　

成
均
館
大
学
校　

招
聘
講
演
■

　

緑　

川　

浩　

司
「
学
校
法
人
昌
平
黌
と
儒
学
教
育
の
取
り
組
み
」  

12

■
論
文
■

論
文
Ⅰ　

三
浦
健
一
「
仏
教
に
お
け
る
『
人
間
主
義
』
に
関
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

― 
法
華
経
に
見
ら
れ
る
人
間
観 

―
」  

19

論
文
Ⅱ　

荻
野
修
平
「
農
書
『
斉
民
要
術
』
の
経
学
的
視
点
に
お
け
る
考
察
」  

32

論
文
Ⅲ　

森
田
浩
之
「H

ow
 to build a Social W

orld

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―Rereading Raw

ls in an Eastern W
ay

」  

58

■
研
究
ノ
ー
ト
■

ノ
ー
ト
Ⅰ　

中
野
信
子
「
脳
内
表
現
に
お
け
る
美
と
倫
理
の
交
絡
に
関
す
る
考
察
」  

59

■
書
評
■

書
評
Ⅰ　

倉
田　

貢　
　

小
島　

毅
『
天
皇
と
儒
教
思
想
』  
65

書
評
Ⅱ　

山
岡
政
紀　
　

松
岡
幹
夫
『
新
版　

日
蓮
仏
法
と
池
田
大
作
の
思
想
』  

69

■
翻
訳
■田久

昌
次
郎　
中
国
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腔
医
学
発
展
史
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■
活
動
報
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全
体
と
し
て
の
活
動
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門
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活
動
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投
稿
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外
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要
旨
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稿
目
次
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■
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日
中
韓
国
際
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術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
論
文
■  

ⅲ

■
第
七
回
日
中
韓
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
論
文
目
次
■  

ⅰ

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所

研 

究
　 

東 

洋

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
紀
要
　
　
第
九
号
　
　
　
二
〇
一
九
年
二
月
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仏
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ⅰ
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所
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■
特
集
一　

第
三
〇
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
■

「
い
わ
き
か
ら
世
界
へ
」
を
掲
げ
る
東
日
本
国
際
大
学
（
以
下
本
学
）

は
、
二
〇
一
八
年
（
平
成
三
〇
年
）
六
月
二
二
日
、
第
三
〇
回
大
成

至
聖
先
師
孔
子
祭
を
学
内
で
執
り
行
い
、
祭
主
緑
川
浩
司
理
事
長
が

玉
串
を
捧
げ
た
。
今
回
で
三
〇
回
目
を
む
か
え
、『
論
語
』
の
「
三

十
に
し
て
立
つ
」
を
踏
ま
え
「
孔
子
の
精
神
を
確
立
し
、
五
〇
回
目

の
時
に
は
こ
の
孔
子
の
精
神
を
ア
ジ
ア
・
世
界
に
発
信
す
る
一
大
拠

点
と
な
る
天
命
を
果
た
し
た
い
」
と
祭
主
挨
拶
を
お
こ
な
っ
た
。

　

式
典
に
続
く
第
二
部
は
い
わ
き
芸
術
文
化
交
流
館
ア
リ
オ
ス
大

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
二
名
の
講
師
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

本
年
は
、
韓
国
成
均
館
大
学
校
儒
学
大
学
院
の
辛
正
根
院
長
と
東
京

大
学
大
学
院
の
小
島
毅
教
授
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
本
学
学
生
、

附
属
昌
平
中
学
・
高
校
を
合
わ
せ
約
一
〇
〇
〇
名
が
、
現
代
社
会
の

な
か
で
生
き
る
た
め
の
知
恵
を
儒
学
の
精
神
か
ら
学
ぶ
た
め
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

第
三
部
は
場
所
を
グ
ラ
ン
パ
ル
テ
ィ
い
わ
き
に
移
動
し
、
記
念
祝

賀
会
が
行
わ
れ
た
。

　

以
下
、
本
誌
特
集
で
は
記
念
講
演
の
概
要
を
掲
載
し
、
当
日
の
報

告
と
す
る
。

　
　

平
成
三
〇
年
六
月
二
二
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
一
〇
時
三
〇
分
～
午
前
一
一
時
三
〇
分　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
国
際
大
学　

一
号
館　

大
成
殿

二
階　

階
段
教
室

　
　
　
　
　
　

第
三
〇
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭

　
　
　
　
　

午
後
一
時
〇
〇
分
～
午
後
四
時
〇
〇
分

ア
リ
オ
ス
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

記
念
講
演　
　
　

　
　
　
　
　

演　

題　
「
二
一
世
紀
の
儒
学
を
総
体
的
に
定
義
す
る
」

　
　
　
　
　

講　

師　

成
均
館
大
学
校
儒
学
大
学
院
院
長　

辛
正
根

　
　
　
　
　

演　

題　
「
孟
子
か
荀
子
か
―
人
間
観
の
二
類
型
―
」

　
　
　
　
　

講　

師　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授

　
 

小
島　

毅
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■特集一　第三〇回大成至聖先師孔子祭

第
三
〇
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
及
び
記
念
式
典
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

時　間 場　　所 内　　容

10:30
～ 11:30

本　学
１号館大成殿

及び
２階階段教室

及び
１階教室

第１部 　　　　　　　　　　　　　　　司会：小山敏治（総務部長）

孔子祭 神　事
神　官

（参列者）・本学法人役員　・来賓
・教職員（実行委員）　・学生、生徒

〈次第〉
◇開式の辞 東日本国際大学　　学　長　吉村　作治　
◇神　　事
　修祓の儀
　齋主一拝
　献　　饌
　齋主祝詞奏上
　玉串を奉りて拝礼 ・理事長　・学長　・来賓各代表　・学生 等　
　撤　　饌
　齋主一拝
　直　　会
◇祭主挨拶 学校法人昌平黌　　理事長　緑川　浩司　
◇来賓挨拶 国立台湾大学教授　　　　　葉　　國良様
◇閉式の辞 いわき短期大学　　学　長　田久昌次郎

11:30
～ 11:40 大成殿前 ◇記念撮影

11:40
～ 12:00 本　学 昼　　食

12:20
～ 13:00 移　　動

13:00
～ 13:25

アリオス
大ホール

第２部
記念講演会

◆挨　　拶
◆来賓祝辞

　　　　　　　　　　司会：遠藤和秀（キャリアセンター長）

理事長　　四大学長　　短大学長　　中学・高校長
福島工業高等専門学校　校長　山下　治 様

◆来賓紹介 ・ 祝電披露
休　　憩（10 分）

13:35
～ 14:35

アリオス
大ホール

◆記念講演１ ＜講師紹介＞山田　紀浩教授
演題：「21 世紀の儒学を総体的に定義する」
講師：成均館大学校儒学大学院　院長　辛　正根先生

準　　備（２分）

14:37
～ 15:22

アリオス
大ホール

◆記念講演２ ＜講師紹介＞松岡　幹夫所長
演題：「孟子か荀子か ―人間観の二類型―」
講師：東京大学大学院人文社会系研究科　教授　小島　毅先生

休　　憩（10 分）

15:32
～ 15:52

アリオス
大ホール ◆演　　奏 昌平黌吹奏楽部

移　　動

17:00
～ 19:30

グランパルティ
いわき

第３部
　記念祝賀会
　開　　会
　挨　　拶
　

　来賓祝辞
　

　乾　　杯
　閉　　会

　　　　　　　　　　　　　司会：太田徳子（法人広報課長）

東日本国際大学　副学長　　　　　　　　　福迫　昌之
学校法人昌平黌　理事長　　　　　　　　　緑川　浩司
成均館大学校儒学大学院　院長　　　　　　辛　　正根様
山東大学　教授　　　　　　　　　　　　　傅　　永軍様
東日本国際大学福島復興創世研究所　所長　大西　康夫
復興大臣　　　　　　　　　　　　　　　　吉野　正芳様
いわき市長　　　　　　　　　　　　　　　清水　敏男様　
いわき商工会議所会頭　　　　　　　　　　小野　栄重様
学校法人昌平黌　理事　　　　　　　　　　小池啓三郎
東日本国際大学　副学長　　　　　　　　　宮本　文雄
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研究　東洋
　

た
し
か
に
儒
学
と
孔
子
は
切
り
離
せ
な
い
。
し
か
し
儒
学
の
特
徴

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
孔
子
と
い
っ
た
人
物
だ
け
を
見

て
い
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
儒
学
の
特

徴
が
十
分
に
明
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
儒
学
に
お
い
て
何
が
正
統

な
説
な
の
か
も
明
確
に
な
ら
な
い
。
儒
学
に
は
「
経
学
」
や
「
朱
子

学
」
な
ど
時
代
ご
と
に
違
っ
た
名
前
が
あ
り
、
実
体
は
一
つ
で
あ
る

の
に
名
前
が
多
く
あ
る
と
い
う
複
雑
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
儒
学
の
定
義
は
、
専
門
用
語
を
用
い
た

も
の
で
あ
り
、
一
般
の
人
に
と
っ
て
は
、
ま
る
で
暗
号
か
と
思
わ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
一
般
の
人
々
は
儒
学
の
理
解
よ

り
も
誤
解
を
し
、
儒
学
に
近
づ
く
よ
り
も
遠
ざ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て

き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
、こ
の
講
演
で
は
、ま
ず
、日
本
や
中
国
、韓
国
に
お
い
て
、

こ
れ
こ
れ
の
儒
学
こ
そ
が
正
統
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
代
表
的
な
例

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
辞
典
に
見
ら
れ
る
定
義
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に

儒
学
が
定
義
さ
れ
て
き
た
か
を
検
討
す
る
。
検
討
し
て
み
る
と
、
そ

う
し
た
定
義
に
お
い
て
は
、
過
度
に
特
定
の
人
物
や
専
門
用
語
に
依

拠
し
て
い
る
た
め
に
、
孔
子
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
人
物
や
、
専

門
用
語
を
理
解
し
な
い
と
、
正
統
な
儒
学
と
は
何
で
あ
る
か
が
理
解

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
定

義
で
は
、
儒
学
が
何
に
価
値
を
置
い
て
い
る
か
、
そ
の
核
心
が
不
明

瞭
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
孔
子
が
そ
れ
以
前
か
ら
継
承
し
た

も
の
と
彼
自
身
が
見
つ
け
出
し
た
も
の
の
関
係
も
適
切
に
示
せ
ず
に

終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
検
討
結
果
に
基
づ
い
て
、
専
門
用
語

や
特
定
の
人
物
に
依
拠
し
な
い
形
で
、
定
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
用

語
の
意
味
を
通
し
て
、
儒
学
に
お
け
る
正
統
を
形
作
る
個
々
の
要
素

を
明
ら
か
に
し
、
全
体
と
し
て
の
定
義
を
試
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
形
で
私
が
講
演
の
中
で
示
す
定
義
が
絶
対
的
に
正
し
い
と

言
う
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
か
つ
て
の
よ
う
に
専
門
的
知
識
を
前
提

と
す
る
の
で
は
な
い
よ
う
な
仕
方
で
、
儒
学
を
理
解
す
る
た
め
の
機

会
が
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
儒
学
を
知
る
の
に
、
も
は
や
必

講
演
記
録
１　
21
世
紀
の
儒
学
を
総
体
的
に
定
義
す
る成

均
館
大
学
校
儒
学
大
学
院
院
長
　
辛
　
　
正
　
根
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読
書
リ
ス
ト
を
片
手
に
学
ぶ
時
代
で
は
な
い
。

　

特
定
の
人
物
や
専
門
用
語
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
儒
学
に
対
す
る

多
様
な
定
義
が
試
み
ら
れ
、
や
が
て
単
純
で
あ
り
な
が
ら
優
雅
で
効

率
的
な「
儒
学
」が
誕
生
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
そ
う
し
て「
儒

学
」
が
「
ス
テ
キ
な
」
も
の
に
な
れ
ば
、「
儒
学
」
は
専
門
家
だ
け

で
は
な
く
、
多
く
の
人
の
関
心
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
魅
力

的
な
も
の
と
な
る
は
ず
だ
。
そ
の
と
き
儒
学
は
、
視
野
と
関
心
を
拡

げ
、
他
者
を
喜
び
迎
え
入
れ
る
こ
と
（「
他
者
の
歓
待
」）
の
研
究
へ

と
進
み
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
世
界
の
文
化

ま
た
は
世
界
の
哲
学
と
な
る
だ
ろ
う
。
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研究　東洋
　

儒
家
思
想
は
、
開
祖
孔
子
の
後
継
者
の
な
か
か
ら
二
人
の
対
照
的

な
思
想
家
が
現
れ
、
そ
の
二
つ
の
路
線
に
沿
っ
て
展
開
し
た
。
一
方

は
孟
子
が
唱
え
た
性
善
説
に
も
と
づ
い
て
仁
義
を
説
く
徳
治
主
義
、

他
方
は
荀
子
が
唱
え
た
性
悪
説
に
も
と
づ
い
て
礼
楽
を
説
く
礼
治
主

義
で
あ
る
。
通
説
で
は
孟
子
の
側
が
孔
子
の
正
統
な
後
継
者
で
、
の

ち
に
朱
子
学
・
陽
明
学
に
発
展
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の

路
線
の
間
に
は
人
間
観
を
め
ぐ
る
根
本
的
な
対
立
が
あ
り
、
そ
の
こ

と
が
理
想
的
な
社
会
を
実
現
す
る
方
策
に
つ
い
て
の
相
違
を
も
た
ら

し
た
。

　

孟
子
の
性
善
説
は
「
人
間
は
生
ま
れ
つ
き
善
良
だ
か
ら
、
優
れ
た

王
の
指
導
の
も
と
で
そ
れ
を
伸
ば
せ
ば
美
し
い
国
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
考
え
る
。
人
は
み
な
同
じ
理
想
を
共
有
し
て
い
る
の
で
清

く
正
し
い
社
会
が
実
現
で
き
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
自
分
の
意
見
が

正
義
だ
と
信
じ
る
の
で
違
う
意
見
を
排
除
す
る
し
、
自
分
た
ち
の
習

俗
が
美
し
い
と
信
じ
る
の
で
異
質
な
人
た
ち
を
批
判
す
る
。
ひ
と
こ

と
で
言
え
ば
独
善
的
で
あ
る
。

　

他
方
、
荀
子
の
性
悪
説
は
「
人
間
は
欲
望
に
負
け
や
す
い
か
ら
、

先
人
の
知
恵
を
活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
公
序
良
俗
・
安
寧
秩
序
を
守

る
し
か
な
い
」
と
考
え
る
。
昔
か
ら
の
決
ま
り
ご
と
を
重
ん
じ
て
平

和
な
社
会
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ
し
、
人
の
心
は
あ
て
に
な

ら
な
い
と
考
え
る
の
で
外
面
的
な
規
律
の
み
を
尊
重
し
、
事
な
か
れ

主
義
で
既
存
の
権
威
に
従
う
現
状
肯
定
の
志
向
が
強
い
。
ひ
と
こ
と

で
言
え
ば
守
旧
的
で
あ
る
。

　

朱
子
学
・
陽
明
学
は
良
心
を
信
じ
、
人
間
の
自
律
性
と
同
質
性
に

由
来
す
る
予
定
調
和
的
な
社
会
を
め
ざ
し
た
。
た
だ
、
朱
子
学
は
欲

望
の
危
険
性
（
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
へ
の
誘
惑
）
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

個
々
人
に
厳
し
い
修
養
を
課
し
て
い
る
点
で
、
荀
子
的
な
一
面
を
も

つ
。

　

本
性
が
善
で
あ
る
と
い
う
発
想
は
、
西
洋
の
啓
蒙
思
想
が
唱
え
る

人
間
観
と
も
共
通
す
る
。
理
想
主
義
の
精
神
は
近
代
社
会
を
生
み
出

す
原
理
だ
っ
た
。
し
か
し
、
過
度
な
理
想
主
義
は
、
他
者
を
排
除
す

る
自
己
中
心
主
義（
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
）に
つ
な
が
る
面
を
も
っ

講
演
記
録
２　
孟
子
か
荀
子
か 　
―
― 

人
間
観
の
二
類
型 

―
―

　
小
　
島
　
　
　
毅

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

次
世
代
人
文
学
開
発
セ
ン
タ
ー
教
授
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て
い
る
。

　

性
悪
説
は
、
人
間
は
弱
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
先
人
た

ち
の
知
恵
に
学
ぼ
う
と
す
る
謙
虚
な
態
度
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
人

間
は
集
団
に
な
る
と
暴
走
し
や
す
い
。
歴
史
を
鑑
と
す
る
こ
と
で
人

間
社
会
が
か
つ
て
犯
し
た
過
ち
を
真
摯
に
反
省
し
、
そ
れ
を
ふ
た
た

び
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。「
世

間
」
や
「
空
気
」
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
立
し
た
生
き
方
を
す
る

た
め
の
教
え
を
、
儒
家
思
想
か
ら
汲
み
取
っ
て
み
た
い
。
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目
次

　

は
じ
め
に　

成
均
館
大
学
校
と
学
校
法
人
昌
平
黌
の
友
好
の
歩
み

　

１
、
学
校
法
人
昌
平
黌
の
歴
史

　

２
、
渋
沢
栄
一
に
学
ぶ
儒
学
を
基
盤
と
し
た
経
営

　

３
、
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
て

　

４
、
儒
学
教
育
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　

５
、�「
人
間
力
」（
志
を
持
っ
て
や
り
抜
く
力
）
を
掲
げ
て
儒
学
を

現
代
に
展
開

は
じ
め
に　

成
均
館
大
学
校
と
学
校
法
人
昌
平
黌
の
友
好
の
歩
み

　

こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
場
に
ご
招
聘
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
初
め
に
、
本
年
六
月
二
三

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
第
七
回
日
中
韓
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

い
て
、
ご
登
壇
を
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
本
学
を
代
表
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
思
い
返
し
ま
す
と
、
貴
学
と
本
学
と
の
友

好
の
歴
史
は
今
か
ら
二
〇
年
以
上
も
前
、
尊
敬
す
る
徐
坰
遙
先
生
と

崔
一
凡
先
生
が
本
学
を
訪
問
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
二
〇
年
以
上
も
の
間
、
研
修
訪
問
や
教
員
の
交
換
交

流
、
共
同
研
究
な
ど
様
々
な
場
に
お
い
て
、
交
流
を
深
め
て
参
り
ま

し
た
。
今
も
本
学
経
済
経
営
学
部
三
年
生
仲
谷
優
人
君
が
五
月
か
ら

一
一
月
ま
で
貴
大
学
に
て
韓
国
語
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
本
学
は
、
韓
国
か

ら
の
留
学
生
を
一
九
八
二

年
（
昭
和
五
七
年
）
か
ら

受
け
入
れ
始
め
ま
し
た
。

近
年
の
代
表
的
な
韓
国
人

留
学
生
の
就
職
先
を
申
し

上
げ
ま
す
と
、
日
本
の
大

「
学
校
法
人
昌
平
黌
と
儒
学
教
育
の
取
り
組
み
」

学
校
法
人
昌
平
黌　

理
事
長
　
緑
　
川
　
浩
　
司

■
特
集
二　

成
均
館
大
学
校　

招
聘
講
演
■
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手
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
朝
日
テ
レ
ビ
系
列
の
福
島
放
送
局
、
観
光
関
係

で
は
星
野
リ
ゾ
ー
ト
、
ル
ー
ト
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
、
株
式
会

社
た
び
ご
こ
ち
、
そ
の
他
、
か
っ
ぱ
ク
リ
エ
イ
ト
株
式
会
社
、
エ
ム
・

デ
ー
・
ビ
ー
株
式
会
社
、
韓
国
の
物
流
会
社
か
ら
日
本
の
大
手
企
業

ま
で
、
数
百
名
に
も
及
ぶ
卒
業
生
が
世
界
各
地
で
活
躍
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
韓
国
か
ら
本
学
へ
の
最
初
の
留
学
生
の

一
人
で
あ
っ
た
全
福
男
氏
が
、
本
学
韓
国
総
合
事
務
所
所
長
を
務
め

て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
学
と
本
学
の
二
〇
年
以
上
に
も
及
ぶ
友
好
の
歴
史
に
想
い
を
馳

せ
る
時
、
懐
か
し
い
想
い
出
の
数
々
が
胸
に
去
来
し
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
改
め
て
、
貴
学
と
本
学
と
の
深
い
友
誼
を
万
代
ま
で
続
く
確

か
な
韓
日
友
好
の
基
盤
と
し
て
、
若
い
世
代
に
引
き
継
い
で
参
り
た

い
、
私
は
そ
う
深
く
決
意
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
よ
り
簡
単
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
学
の
行
っ
て
お
り
ま
す
儒
学
教
育
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
、
学
校
法
人
昌
平
黌
の
歴
史

　

昌
平
黌
の
淵
源
は
先
ほ
ど
の
映
像
ど
お
り
一
六
三
〇
年
、
儒
学
の

中
で
も
特
に
朱
子
学
を
重
ん
じ
た
林
羅
山
が
、
上
野
忍
ヶ
丘
に
私
塾

を
設
立
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。
林
羅
山
は
徳
川
幕
府
の
庇
護

を
受
け
、
私
塾
設
立
か
ら
二
年
後
に
は
孔
子
像
を
祀
る
先
師
殿
を
建

立
す
る
に
到
り
ま
す
。
そ
の
後
、
徳
川
家
第
五
代
将
軍
、
徳
川
吉
綱

の
時
代
に
は
神
田
湯
島
台
に
孔
子
像
を
移
転
し
、
聖
堂
と
名
乗
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
所
謂
、
日
本
の
歴
史
教
科
書
に
も
登
場

す
る
湯
島
聖
堂
に
当
た
り
ま
す
。
更
に
、
一
七
九
七
年
に
は
湯
島
聖

堂
や
そ
れ
に
付
随
す
る
学
舎
を
幕
府
直
轄
の
も
の
と
し
て
、
昌
平
坂

学
問
所
（
昌
平
黌
）
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昌

平
坂
学
問
所
は
昌
平
学
校
と
な
っ
て
明
治
政
府
に
も
受
け
継
が
れ
、

東
京
大
学
の
前
身
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
す
。

　

ま
た
昌
平
黌
は
東
京
大
学
の
前
身
に
な
っ
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
幕
末
に
お
け
る
昌
平
黌
塾
頭
で
あ
っ
た
儒
者
、
佐
藤
一

斎
の
弟
子
、
田
辺
新
之
助
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
現
在
の
開
成
学
園

は
、
一
九
〇
三
年
に
私
立
東
京
開
成
中
学
校
内
に
開
成
夜
学
校
を
併

設
し
ま
し
た
。
こ
の
開
成
夜
学
校
こ
そ
、
一
九
六
六
年
に
設
立
さ
れ

る
昌
平
黌
短
期
大
学
（
一
九
七
二
年
に
「
い
わ
き
短
期
大
学
」
に
改

称
）
の
直
接
の
淵
源
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
開
成
夜
学
校
に
流
れ
る

昌
平
黌
精
神
を
継
承
す
る
形
で
、
本
学
の
名
誉
学
長
で
あ
る
作
家
の

山
岡
荘
八
先
生
と
、
初
代
理
事
長
で
あ
る
田
久
孝
翁
先
生
の
師
弟
の

出
会
い
に
よ
っ
て
、
福
島
県
い
わ
き
市
に
設
立
さ
れ
た
の
が
現
在
の

学
校
法
人
昌
平
黌
で
す
。
本
学
は
論
語
の
一
節
で
あ
る
「
行
義
以
達

其
道
」（
義
を
行
い
以
て
其
の
道
に
達
す
）
を
建
学
の
精
神
と
し
て
、

一
九
九
五
年
に
は
東
日
本
国
際
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
東
日
本
国

際
大
学
附
属
昌
平
中
学
・
高
等
学
校
を
設
立
し
ま
し
た
。
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２
、
渋
沢
栄
一
に
学
ぶ
儒
学
を
基
盤
と
し
た
経
営

　

こ
の
度
、
六
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
7
回
日
中
韓
国
際
学
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
私
は
「
儒
教
倫
理
と
文
明
の
持
続
可
能

性
─
─
日
本
資
本
主
義
の
父
・
渋
沢
栄
一
の
視
座
か
ら
」
と
題
し
た

基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
渋
沢
栄
一
は〝
日
本
の
資
本
主
義
の
父
〟

と
う
た
わ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
も
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
の
あ

る
日
本
を
代
表
す
る
実
業
家
で
す
。
そ
ん
な
渋
沢
の
実
践
的
規
範
が

儒
学
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
現
代
に
お
い
て
大
変
に
重
要
な
意
義
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

渋
沢
の
代
表
的
な
著
作
に
「
論
語
と
算
盤
」
と
い
う
名
著
が
あ
り

ま
す
。「
論
語
と
算
盤
」
の
中
で
渋
沢
は
倫
理
的
規
範
と
経
済
的
規

範
の
合
一
を
旨
と
し
た
「
経
済
道
徳
合
一
説
」
を
訴
え
ま
し
た
。
渋

沢
の
経
済
人
と
し
て
の
信
念
は
、
商
業
は
私
利
私
欲
の
た
め
で
は
な

く
、
社
会
の
発
展
、
人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
こ
そ
あ
る
べ
き
だ
、
と

い
う
も
の
で
す
。
経
済
活
動
の
根
底
に
は
道
徳
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
企
業
の
社
会
的
責
任
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
渋
沢
の

先
見
性
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

儒
学
、
な
か
ん
ず
く
「
論
語
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
掲
げ
る
本

学
も
、
先
哲
で
あ
る
渋
沢
の
経
営
理
念
に
大
い
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る

と
い
う
の
が
私
の
考
え
方
で
す
。
市
場
原
理
や
競
争
原
理
に
の
み
基

づ
い
た
経
営
で
は
な
く
、
人
倫
に
基
づ
い
た
経
営
を
行
っ
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
、
激
動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め

の
王
道
の
兵
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
教
職
員
と
学

生
が
一
致
結
束
し
、
和
を
貴
ぶ
こ
と
が
何
に
も
増
し
て
重
要
で
あ
る

の
で
す
。
前
理
事
長
の
田
久
孝
翁
先
生
は
常
々
、「
大
義
」
と
「
大
和
」

を
掲
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
根
本
の
目
的
を
忘
れ
ず
、
団
結

を
し
て
進
ん
で
い
く
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
け

る
と
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。

３
、
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
て

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
る
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。そ
ん
な
折
、本
学
は
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
そ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。
そ
の
折
に
、
成
均
館
大
学
校
儒

学
大
学
院
院
長
も
勤
め
ら
れ
、
本
学
儒
学
文
化
研
究
所
の
所
長
も
勤

め
て
下
さ
っ
た
徐
坰
遙
先
生
よ
り
、「
天
生
徳
於
予
」（
天
、
徳
を
予わ

れ

に
生
ぜ
り
）
と
い
う
論
語
の
一
節
を
賜
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
論
語

の
一
節
に
冠
さ
れ
た
「
天
」
を
天
災
、
即
ち
、
東
日
本
大
震
災
で
あ

る
と
読
み
替
え
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
難
局
が
本
学
に
大
学
と
し

て
の
使
命
を
再
認
識
さ
せ
、
徳
を
生
じ
さ
せ
た
の
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
徳
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
困
難
を
も
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
出

来
る
、
こ
の
信
念
を
私
は
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
強
く
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
、
本
学
の
学
生
は
自
ら
も
被
災
を
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
地
域
住
民
の
た
め
に
川
で
の
水
く
み
を
積
極
的
に
手
伝
う
な
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ど
、地
域
に
貢
献
す
る
人
財
と
し
て
の
模
範
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
も
大
難
が
起
き
た
時
こ
そ
自
ら
の
使
命
と
本
領
が
試
さ
れ
る
の
だ

と
確
信
し
、
復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。
そ
し
て
二
〇
一
三
年

に
は
本
学
の
復
興
を
象
徴
す
る
建
物
と
し
て
新
1
号
館
が
完
成
し
、

現
在
で
は
笑
顔
溢
れ
る
学
び
舎
と
し
て
、
学
生
と
教
職
員
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
震
災
当
時
の
学
生
、
教
職
員
の
誠
実
な
振
る

舞
い
、
ま
た
本
学
の
目
覚
ま
し
い
復
興
の
原
動
力
こ
そ
、
日
頃
か
ら

培
わ
れ
て
い
た
儒
学
教
育
の
賜
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
震
災

後
、
本
学
で
は
建
学
の
精
神
を
「
人
間
力
」
と
い
う
平
易
な
言
葉
で

表
現
し
、
地
域
社
会
に
向
か
っ
て
積
極
的
に
発
信
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
本
学
名
誉
教
授
で
あ
り
ま
す
森
田
実
先
生
は
、
震
災
後
、
受

難
の
地
い
わ
き
か
ら
新
し
い
東
洋
思
想
を
発
信
し
て
貰
い
た
い
と
の

想
い
を
本
学
に
託
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
森
田
実
先
生
を
塾

長
と
し
て
、
東
洋
思
想
研
究
所
が
主
催
す
る
昌
平
塾
を
開
講
し
、
活

発
な
学
術
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
人
々
を
鼓
舞
す
る
本
物
の
思

想
、
哲
学
は
世
が
乱
れ
た
困
難
な
時
代
に
こ
そ
、
生
ま
れ
る
も
の
で

す
。
現
在
、
東
洋
思
想
研
究
所
で
は
震
災
を
乗
り
越
え
る
中
で
現
れ

た
本
学
の
昌
平
黌
精
神
を
未
来
に
留
め
る
た
め
、
私
の
夢
で
も
あ
る

「
昌
平
黌
論
語
」
の
作
成
を
所
員
一
同
が
結
束
し
て
進
め
て
く
れ
て

お
り
ま
す
。

４
、
儒
学
教
育
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　

学
校
法
人
昌
平
黌
と
い
う
名
前
は
、
孔
子
の
故
郷
と
さ
れ
る
昌
平

郷
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
本

学
は
孔
子
に
よ
る
儒
学
の
教
え
を
建
学
の
精
神
と
し
て
創
立
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
特
に
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
に
よ
る
師
弟
の
対
話
の
中

で
紡
が
れ
た
東
洋
の
古
典
、『
論
語
』
を
教
育
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
論
語
を
教
育
の
柱
と
す
る
と
言
っ
て
も
、
決
し
て
単
な
る

徳
目
と
し
て
学
生
に
論
語
を
暗
記
さ
せ
る
と
か
、
論
語
の
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
だ
け
を
教
育
の
実
践
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

学
は
、
論
語
の
中
に
見
ら
れ
る
「
師
弟
関
係
に
基
づ
く
人
間
教
育
」

を
模
範
と
し
、
論
語
を
現
代
に
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
法
人
と
し
て
、
幼
稚
園
か
ら
老
人
ホ
ー
ム
ま
で
、
幅
広
い
年
齢

を
対
象
と
し
た
施
設
を
有
し
て
お
り
、
孔
子
の
教
え
を
生
活
の
中
に

染
み
込
ま
せ
、
生
涯
に
渡
っ
て
親
し
む
こ
と
の
出
来
る
環
境
を
構
築

し
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
そ
う
し
た
儒
学
教
育
の
担
う
た
め
の
中
核
的
な
学
術
機
関

と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
四
月
に
発
足
し
た
東
洋
思
想
研
究
会
を
淵
源

と
し
て
、二
〇
〇
九
年
四
月
に
東
洋
思
想
研
究
所
を
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
は
紀
要
「
研
究
東
洋
」
の
発
刊
、「
い
わ
き
発
の
新
し

い
東
洋
思
想
」
の
確
立
を
目
指
し
た
昌
平
塾
の
開
講
な
ど
、
多
岐
に

渡
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
二
〇
一
七
年
か
ら
は
儒
学
文
化
研
究
所
と
合

併
し
、
現
代
儒
学
研
究
部
門
、
現
代
仏
教
研
究
部
門
、
西
洋
哲
学
研
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究
部
門
、
そ
し
て
新
た
に
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
が
加
わ
り
、
四
研

究
部
門
体
制
と
し
て
新
出
発
を
し
ま
し
た
。

　

東
洋
思
想
研
究
所
の
使
命
は
古
来
よ
り
受
け
継
が
れ
て
来
た
人
類

の
英
知
を
探
究
し
、
現
代
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
未
来
を
担
う
学
生
達
や
地
域
社
会
を
支
え
る
皆
様
へ
向
け

て
、
教
育
を
通
し
て
研
究
成
果
を
還
元
し
て
い
く
こ
と
が
、
研
究
所

が
設
立
さ
れ
た
目
的
で
す
。
本
学
は
東
洋
思
想
研
究
所
を
中
心
と
し

て
、
様
々
な
儒
学
教
育
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
例

え
ば
、「
論
語
を
学
ぶ
」
と
い

う
授
業
を
必
修
と
し
て
、
基
本

的
な
論
語
の
素
養
を
全
て
の
学

生
が
学
べ
る
環
境
を
整
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
「
論
語
素
読
」

な
ど
の
専
門
科
目
も
設
け
る
と

共
に
、
本
年
で
三
〇
回
目
の

節
目
を
迎
え
た
本
学
行
事
孔
子

祭
に
も
授
業
を
兼
ね
て
全
学
生

が
参
加
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
本
年
は
成
均
館
大

学
校
儒
学
大
学
院
院
長
の
辛
正

根
先
生
、
東
京
大
学
人
文
社

会
系
研
究
科
教
授
の
小
島
毅
先
生
に
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
他
、
教
職
員
の
交
流
と
学
び
の
場
で
あ
る
交
誼
会
に
お

い
て
も
、
東
洋
思
想
研
究
所
特
別
講
座
と
し
て
有
識
者
の
皆
様
に
ご

講
演
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
学
生
や
教
職
員
が
自
然
と

論
語
や
儒
学
に
親
し
め
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
他
、
論
語
素
読
教
室
と
し
て
地
域
の
皆
様
に
無
料
で
論
語
を

学
ぶ
こ
と
の
出
来
る
機
会
を
創
出
し
、
近
年
で
は
学
生
同
士
で
論
語

を
学
び
合
う
サ
ー
ク
ル
「
い
わ
き
論
語
塾
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
サ
ー
ク
ル
の
活
動
成
果
を
「
知
新
」
と
題
さ
れ
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版

小
冊
子
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
展
示
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
教
育
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

昌
平
黌
論
語
の
作
成
を
目
指
し
、
二
〇
二
三
年
の
本
学
創
立
一
二
〇

周
年
の
佳
節
を
目
指
し
て
儒
学
教
育
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

５
、�「
人
間
力
」（
志
を
持
っ
て
や
り
抜
く
力
）
を
掲
げ
て
儒
学
を
現

代
に
展
開

　

震
災
後
、
東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
と
の
対
話
を
通
し
て
、
本
学

に
お
け
る
教
育
理
念
の
根
幹
に
「
人
間
力
」
と
い
う
言
葉
を
据
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
学
が
掲
げ
る
人
間
力
と
は
、
古
来
よ
り
儒
教

で
は
仁
、
仏
教
で
は
慈
悲
、
西
洋
世
界
で
は
愛
と
し
て
、
古
今
東
西
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を
超
え
て
最
上
の
徳
目
と
さ
れ
て
来
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
私
は
、

人
間
力
を
「
志
を
持
っ
て
や
り
抜
く
力
」
の
こ
と
で
あ
る
と
定
義
し

て
い
ま
す
。
本
学
の
教
育
理
念
は
、
決
し
て
単
な
る
観
念
論
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
る
中
で
、
教
職
員
一
人
一

人
が
肌
身
で
実
感
し
た
教
育
の
原
点
で
も
あ
り
ま
す
。
人
間
力
、
つ

ま
り
、「
志
を
持
っ
て
や
り
抜
く
力
」
は
本
学
に
お
け
る
建
学
の
精

神
に
も
通
じ
て
い
る
の
で
す
。

　

本
学
で
は
震
災
後
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
偏
重
の
教
育
の
在
り
方
を

見
直
し
、
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
建
学
の
精
神
た
る
「
義
を
行

い
以
て
其
の
道
に
達
す
」
と
い
う
、
学
生
一
人
一
人
の
高
い
志
の
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
〇
一
三
年
か
ら
は
全
学
共
通
授

業
「
人
間
力
の
育
成
」
を
開
講
し
、
そ
の
一
部
を
公
開
授
業
「
人
間

力
育
成
講
座
」
と
し
て
広
く
地
域
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
全
学
共
通

授
業
「
人
間
力
の
育
成
」
は
人
格
の
基
盤
と
な
る
人
間
力
を
育
み
、

福
島
、
東
北
地
域
の
心
の
復
興
を
リ
ー
ド
し
て
い
け
る
人
財
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
学
共
通
授
業
「
人
間
力
の
育
成
」

は
社
会
人
や
地
域
の
受
講
者
も
受
け
入
れ
て
お
り
、
年
齢
、
国
籍
、

教
師
と
学
生
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
垣
根
を
超
え
て
、
毎
年
の
授
業
が

つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

二
〇
二
三
年
、
本
学
は
前
身
で
あ
る
開
成
夜
学
校
か
ら
含
め
る
と

創
立
一
二
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
二
〇
二
三
年
の
未
来
に
は
、
更
な
る

外
部
環
境
の
劇
的
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
人
類
が
受
け
継
い
で
来
た
悠
久
の
慈
悲
と
智

慧
を
根
幹
に
据
え
た
、
儒
学
教
育
の
学
び
舎
が
必
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
儒
学
教
育
の
根
幹
と
な
る
教
師
と
学
生
と
の

師
弟
関
係
と
は
、
言
う
な
れ
ば
「
志
の
継
承
」
で
あ
り
、
一
人
の
可

能
性
を
ど
こ
ま
で
も
信
じ
抜
く
「
思
い
や
り
」
に
眼
目
が
あ
り
ま
す
。

総
じ
て
、
師
弟
関
係
に
基
づ
く
儒
学
教
育
に
は
、
人
格
的
感
化
の
力

が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。
時
代
を
動
か
す
力
は
い
つ
の
世
も
大
い
な

る
志
で
あ
り
、
一
人
を
徹
し
て
励
ま
し
抜
く
思
い
や
り
で
あ
る
と
私

は
信
じ
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
、
要
求
さ
れ
る
能
力
も
変
わ
り
、
こ
れ
か

ら
先
、
人
間
に
要
求
さ
れ
る
能
力
は
、
急
速
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

ど
ん
な
に
沢
山
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
こ
う

し
た
変
化
の
時
代
を
生
き
残
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
身
に
つ
け
た

知
識
を
活
用
し
な
が
ら
、
新
た
な
知
識
を
獲
得
し
発
展
さ
せ
て
い
く

能
力
、
他
者
と
協
力
し
な
が
ら
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
能
力
な
ど

が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

実
践
的
に
問
題
を
解
決
に
導
く
力
と
、
周
囲
の
環
境
と
良
い
関
係

を
築
く
力（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）の
二
つ
の
観
点
で
汎
用
能
力（
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
）
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
特
に
、
対
人
基
礎
力
・
対
自
己
基
礎
力
・
対
課
題
基

礎
力
か
ら
な
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
、
全
国
平
均
を
遥
か
に

上
回
る
結
果
が
出
ま
し
た
。
採
用
の
際
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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能
力
」
を
重
視
す
る
と
い
う
企
業
は
九
割
近
く
に
上
り
ま
す
。
全
国

の
多
く
の
大
学
と
比
較
し
て
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

結
果
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
儒
学
に
基
づ
く
人
間
教
育
が
学
生
に

浸
み
渡
り
、〈
成
長
力
〉〈
人
間
力
〉
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る
事
実

を
客
観
的
に
裏
付
け
る
デ
ー
タ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、 

実
際
的
に
、
孔
子
の
教
え
を
基
に
し
た
学

校
法
人
運
営
の
方
針
と
共
に
、
思
想
・
哲
学
の
あ
る
人
間
教
育
が
学

生
の
限
り
な
い
可
能
性
を
引
き
出
し
て
い
る
結
果
と
な
り
教
育
界
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
時
代
が
要
求
す
る
新
し
い
能
力
を
備
え
た

人
材
を
育
成
し
、
地
域
社
会
に
お
い
て
本
学
の
卒
業
生
が
非
常
に
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
評
価
と
は
高
い
志
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
愛
さ
れ
て
い
る
教
育
機
関
と
し
て
全
力
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

  　

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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仏
教
に
お
け
る
「
人
間
主
義
」
に
関
す
る
研
究　
― 

法
華
経
に
見
ら
れ
る
人
間
観 

―

■
論
文
Ⅰ
■

　
　
〈
要
旨
〉

　
　

 　

本
論
の
目
的
は
仏
教
に
お
け
る
「
人
間
主
義
」
を
法
華
経
に

見
ら
れ
る
人
間
観
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ

る
。
大
乗
仏
教
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
関
係
し
合
っ
て
世
界

が
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
縁
起
の
世
界
観
を
空
の
思
想
と

し
て
体
系
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
縁
起
の
法
に
外
れ
た
単
立

の
個
性
を
否
定
し
、
無
自
性
と
い
う
人
間
観
を
確
立
す
る
に

至
っ
た
。
法
華
経
は
大
乗
仏
教
に
見
ら
れ
る
人
間
観
を
発
展
さ

せ
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
仏
性
を
見
出
す
一
仏
乗
の
思
想
を
明
ら

か
に
し
、
法
華
経
を
流
布
す
る
使
命
を
帯
び
た
地
涌
の
菩
薩
と

い
う
人
間
観
を
確
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
法
華
経
の
実
践
は
現

実
生
活
の
中
で
悟
り
を
目
指
し
、
他
者
の
救
済
を
重
要
視
す
る

従
来
の
大
乗
仏
教
運
動
か
ら
、
現
実
生
活
の
中
で
悟
り
を
享
受

し
、
他
者
を
救
済
す
る
の
と
同
時
に
世
界
全
体
の
救
済
を
も
目

指
す
法
華
運
動
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

人
間
主
義
、
法
華
経
、
一
仏
乗
、
地
涌
の
菩
薩

１
．
法
華
経
の
歴
史
と
概
略

　

筆
者
は
こ
の
論
文
の
前
章
と
な
る
『
原
始
仏
教
に
見
ら
れ
る
人
間

観
』『
大
乗
仏
教
に
見
ら
れ
る
人
間
観
』
の
研
究
を
総
括
し
、
仏
教

に
お
け
る
人
間
主
義
を
「
人
間
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
相
互
の
関
係

性
そ
れ
自
体
で
あ
る
と
覚
悟
し
、
今
、
こ
こ
に
お
い
て
自
己
が
変
容

し
続
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
他
者
や
世
界
を
も
同
時
に
変
容
さ
せ
て

い
く
向
上
の
実
践
」
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
原
始
仏
典
に
お
い
て
は

縁
起
の
世
界
観
に
基
づ
き
、
積
極
的
な
自
己
変
容
と
自
己
同
一
性
の

曖
昧
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
原
始
仏
典
で
は
自
己
の

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
准
教
授　

三
　
浦
　
健
　
一
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向
上
を
目
指
す
実
践
的
主
体
と
し
て
の
人
間
観
が
確
立
さ
れ
、
悟
り

を
目
指
し
た
飽
く
な
き
仏
道
修
行
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
っ
た
。
更

に
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
滅
後
、
師
匠
の
説
い
た
縁
起
の
世
界
観
は
龍

樹
に
代
表
さ
れ
る
弟
子
達
の
尽
力
に
よ
っ
て
空
の
思
想
と
し
て
体
系

化
さ
れ
、
縁
起
の
法
に
外
れ
た
単
立
の
個
性
を
否
定
す
る
無
自
性
と

い
う
人
間
観
が
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
空
の
思
想
は
出
家
と
在

家
と
い
う
区
別
を
曖
昧
に
し
、
無
自
性
と
い
う
人
間
観
は
自
己
と
他

者
の
救
済
を
一
致
さ
せ
、
在
家
仏
教
と
し
て
の
大
乗
仏
教
運
動
が
興

隆
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

仏
教
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
上
座
部
仏
教
と
大
乗
仏
教
、
イ
ン
ド

仏
教
と
中
国
仏
教
な
ど
、
時
代
に
よ
り
、
地
域
に
よ
り
、
仏
教
は
現

在
に
お
い
て
も
大
き
く
変
化
し
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
仏
教
の
持

つ
圧
倒
的
な
多
様
性
を
眼
前
に
す
る
時
、「
仏
教
と
は
何
か
」
と
い

う
問
い
が
否
応
な
し
に
想
起
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
仏
教
の
本
質
を

見
失
っ
て
し
ま
え
ば
、
大
乗
非
仏
説

1
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
仏

教
の
一
貫
性
は
儚
く
崩
れ
去
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
本
研
究
は
無

数
に
あ
る
経
典
や
弟
子
達
の
論
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る「
人
間
観
」

に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
思
想
性
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、
仏
教
の
中
に

人
間
主
義
と
い
う
一
筋
の
系
譜
を
見
出
す
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
。

法
華
経
に
関
す
る
研
究
は
古
来
よ
り
膨
大
な
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
全

て
を
網
羅
し
て
論
じ
る
こ
と
は
不
可
能
に
等
し
い
だ
ろ
う
。
本
論
は

あ
く
ま
で
も
、
法
華
経
の
人
間
観
を
先
行
研
究
も
参
照
し
つ
つ
明
ら

か
に
し
、
仏
教
の
人
間
主
義
を
紐
解
く
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

研
究
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
本
論
の
研
究
目
的
を
冒
頭
に
お

い
て
表
明
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
本
題
で
あ
る
法
華
経
の
人
間
観
に
つ
い
て
論
じ
て
い
こ

う
と
思
う
が
、ま
ず
初
め
に『
諸
経
の
王
』と
も
呼
ば
れ
る
大
乗
経
典
、

法
華
経
の
成
立
過
程
と
概
略
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
法

華
経
は
大
乗
仏
教
に
お
い
て
、
空
の
思
想
の
体
系
化
に
多
大
な
貢
献

を
果
た
し
た
龍
樹
や
世
親
な
ど
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り

2
、
日

本
に
お
い
て
も
古
く
は
聖
徳
太
子
が
『
法
華
義
疏
』
を
記
し
て
い
る

こ
と
な
ど

3
、
ア
ジ
ア
の
思
想
や
文
化
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
。
法
華
経
が
『
緒
経
の
王
』
と
呼
ば
れ
る
所
以
も
ま
た
、
こ
う

し
た
地
域
や
時
代
を
越
え
て
読
み
継
が
れ
る
普
遍
性
に
見
出
す
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

法
華
経
は
全
部
で
二
十
八
の
章
（
品
）
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
中

国
天
台
宗
の
祖
で
あ
る
智
顗
は
前
半
十
四
品
を
迹
門
、
後
半
十
四
品

を
本
門
と
立
て
分
け
て
法
華
経
を
注
釈
し
て
い
る
。
ま
た
法
華
経
の

成
立
年
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
紀
元
前
一
世
紀
頃
か
ら
百
五
十

年
前
後
に
段
階
的
に
成
立
し
た
と
す
る
段
階
的
成
立
説
、
提
婆
達
多

品
第
十
二
を
除
い
た
二
十
七
品
が
同
時
に
成
立
し
た
と
す
る
同
時
成

立
説
を
唱
え
る
学
者
な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
。
ど
の
説
を
採
用
す
る

に
し
て
も
、
法
華
経
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
滅
後
五
百
年
前
後
の
時

間
を
か
け
て
成
立
し
た
大
乗
経
典
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
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う
4
。
加
え
て
、
法
華
経
が
成
立
し
た
社
会
的
背
景
と
し
て
、
都
市

化
と
国
際
化
の
影
響
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
法
華
経
は
現
在
の

北
イ
ン
ド
に
位
置
し
て
い
た
ク
シ
ャ
ー
ナ
王
朝
に
お
い
て
そ
の
基
礎

が
成
立
し
た
と
さ
れ
、
仏
教
学
者
の
中
村
元
は
貨
幣
経
済
の
発
達
と

ロ
ー
マ
と
の
盛
ん
な
交
易
の
中
で
、
国
際
都
市
に
生
き
る
熱
烈
な
仏

法
者
達
が
法
華
経
を
ま
と
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て

い
る

5
。 

　

更
に
、
ア
ジ
ア
の
中
で
も
法
華
経
が
特
に
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
に

お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
背
景
と
し
て
、
法
華
経
の
優

れ
た
漢
訳
仏
典
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
完
本
と
し
て
は
竺じ

く

法ほ
う

護ご

に
よ
る
『
正
法
華
経
』（
十
巻
）、鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
う

6
に
よ
る
『
妙
法
蓮
華
経
』

（
七
巻
あ
る
い
は
八
巻
）、
更
に
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
の

補
訂
版
と
し
て
の
闍じ

ゃ

那な

崛く
っ

多た

と
達だ
つ

摩ま

岌ぎ
ゅ
う

多た

の
共
訳
に
よ
る
『
添
品
妙

法
蓮
華
経
』（
七
巻
）
の
三
部
が
あ
る
。
成
立
時
期
と
し
て
は
竺
法

護
訳
の
『
正
法
華
経
』
が
二
八
六
年
と
最
も
古
い
が
、
四
○
六
年
に

成
立
し
た
と
さ
れ
る
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
翻
訳
の
わ

か
り
や
す
さ
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
最
も
広
く
世
界
に
流
布
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
で
は
法
華
経
の
漢
訳
仏
典
が
成
立
し
て
い
く

過
程
で
、
法
華
経
を
中
心
と
す
る
独
自
の
教
相
判
釈
が
発
展
し
、
法

華
経
に
関
す
る
多
数
の
注
釈
書
が
記
さ
れ
て
い
っ
た

7
。
代
表
的
な

注
釈
書
と
し
て
は
道
生
の『
妙
法
蓮
花
経
疏
』、法
雲
の『
法
華
義
記
』、

そ
し
て
智
顗
に
よ
る
『
法
華
玄
義
』、『
法
華
文
句
』
な
ど
が
あ
る

8
。

こ
う
し
て
イ
ン
ド
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
へ
と
伝
わ
っ
た

法
華
経
は
、
古
来
よ
り
日
本
の
国
家
形
成
や
庶
民
文
化
に
ま
で
多
大

な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
聖
徳
太
子
や
日
本
天
台
宗
の
祖
で
あ

る
最
澄
、
そ
し
て
、
鎌
倉
仏
教
を
牽
引
し
た
日
蓮
ら
は
、
中
国
で
編

纂
さ
れ
た
漢
訳
仏
典
や
法
華
経
の
注
釈
書
を
土
台
と
し
て
、
法
華
経

の
思
想
や
実
践
に
新
た
な
光
を
当
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
漢
訳
仏
典
を
中
心
に
し
た
法

華
経
研
究
に
新
た
な
展
開
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
見

つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
よ
る
法
華
経
の
原
典

が
発
見
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
一
八
三
七
年
に
ネ
パ
ー
ル
で
多
数

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
仏
典
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
十
一
世
紀

以
降
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
よ
る
法
華
経
も

含
ま
れ
て
い
た
。更
に
、中
央
ア
ジ
ア
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
や
フ
ァ
ル
ハ
ー

ド
・
ベ
ー
ク
、
一
九
三
一
年
に
は
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
ギ
ル
ギ
ッ
ト
で

六
、七
世
紀
頃
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
法
華
経
写
本
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
日
本
で
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
よ
る
法
華
経
原
典
の
発

見
を
受
け
、
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ン
ド
学
仏
教
学
者
の
Ｈ
・
ケ
ル
ン
と
南

条
文
雄
が
ネ
パ
ー
ル
系
の
写
本
を
土
台
と
し
て
、
所
謂
『
ケ
ル
ン
・

南
条
本
』
と
呼
ば
れ
る
法
華
経
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
法
華
経
写
本
か
ら
の
翻
訳
本
や
現
代
語
訳
も
幾
つ

か
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

9
。

　

法
華
経
の
歴
史
と
概
略
を
紐
解
い
て
い
く
中
で
見
え
て
来
た
こ
と
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は
、
法
華
経
が
都
市
化
と
国
際
化
の
荒
波
の
中
で
育
ま
れ
、
各
時
代

の
息
吹
と
各
地
域
の
文
化
を
吸
収
し
な
が
ら
、
現
在
も
な
お
縦
横
無

尽
に
展
開
さ
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
法
華
経
は
貨
幣

経
済
が
発
展
し
、
欲
望
に
満
ち
溢
れ
た
都
市
に
生
き
る
人
々
に
と
っ

て
、
社
会
の
只
中
で
仏
法
を
実
践
す
る
在
家
仏
教
の
道
を
指
し
示
し

た
。
更
に
、
法
華
経
は
ロ
ー
マ
と
の
交
易
に
代
表
さ
れ
る
国
際
化
の

進
展
の
中
で
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差

異
を
越
え
て
、
人
々
を
包
摂
す
る
一
仏
乗
の
思
想
を
全
面
に
打
ち
出

し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
法
華
経
は
、
現
代
を
生
き
る
我
々
の
た
め

の
「
生
き
た
経
典
」
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
法
華
経
の
行
者
は
日
本
の
法
華
系
新
宗
教
の
世
界
的
な
展
開

に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
を
越
え
て
西
欧
諸
国
や
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
ま
で

広
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
法
華
経
は
世
界
中
で
読
み

継
が
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
一
方
で
、
法
華
経
は
自
ら
を
「
諸
経
の
王
」
と
呼
び
、
法

華
経
の
流
布
を
後
世
の
弟
子
達
に
お
け
る
最
大
の
使
命
で
あ
る
と
宣

言
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
法
華
経
の
内
容
が
あ
ま
り
に
も
自
画

自
賛
で
あ
り
、
肝
心
の
具
体
的
な
実
践
内
容
が
伴
っ
て
い
な
い
と
し

て
、
学
者
ら
に
よ
っ
て
大
い
に
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
来
た
経
緯
が

あ
る
。
額
面
通
り
こ
の
批
判
を
受
け
入
れ
れ
ば
、
法
華
経
は
諸
経
典

に
対
す
る
自
ら
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
ば
か
り

か
、
具
体
的
な
実
践
内
容
を
指
し
示
す
程
の
思
想
性
が
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
私
見
で
は
あ
る
が
、
こ

う
し
た
法
華
経
に
対
す
る
批
判
に
筆
者
な
り
の
応
答
を
試
み
た
い
と

思
う
。

　

ま
ず
考
え
て
お
き
た
い
の
は
、
法
華
経
は
自
ら
を
最
大
限
に
自
画

自
賛
す
る
こ
と
で
、
法
華
経
の
行
者
の
地
位
を
仏
に
ま
で
高
め
て
い

る
と
い
う
点
だ
。
法
華
経
が
「
諸
経
の
王
」
な
ら
ば
、
そ
の
法
華
経

を
実
践
す
る
者
は
「
庶
民
の
王
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

法
華
経
は
自
ら
を
讃
嘆
し
、
一
方
で
、
法
華
経
の
中
で
権
威
化
し
た

僧
侶
や
権
力
者
を
徹
底
的
に
批
判
す
る
こ
と
で
、
現
実
社
会
の
只
中

に
生
き
る
法
華
経
の
行
者
に
希
望
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
法
華
経
の
実
践
は
移
ろ
い
ゆ
く
現

実
社
会
の
中
で
展
開
さ
れ
る
実
践
で
あ
り
、
具
体
的
な
規
定
を
あ
え

て
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後

世
の
弟
子
達
に
法
華
経
の
流
布
が
全
面
的
に
託
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
具
体
的
な
実
践
内
容
が
伴
っ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
と
は
裏
腹

に
、
時
代
と
地
域
を
つ
な
ぐ
法
華
経
の
行
者
達
の
尽
力
に
よ
っ
て
、

法
華
経
の
実
践
は
常
に
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
高
め
ら
れ
て
来
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
法
華
経
は
世
界
で
最
も
流
布
さ
れ
て
い
る
仏
教

経
典
の
地
位
を
得
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
一
体
、
時
代
と
地
域
を
越
え
て
人
々
を
魅
了
し
、
鼓
舞

す
る
と
こ
ろ
の
法
華
経
に
秘
め
ら
れ
た
活
力
の
源
と
は
何
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
、
法
華
経
が
も
た
ら
す
圧
倒
的
な
自
由
と
圧
倒
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的
な
使
命
感
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
法
華
経
に
は
活

力
に
溢
れ
、使
命
を
覚
悟
し
た
無
数
の
仏
菩
薩
達
が
登
場
し
て
お
り
、

法
華
経
で
は
そ
う
し
た
無
数
の
仏
菩
薩
達
の
生
き
方
そ
の
も
の
を
最

大
に
讃
嘆
し
て
い
る
。
ま
た
法
華
経
で
は
、
師
匠
滅
後
に
お
け
る
弘

通
の
一
切
が
後
世
の
弟
子
達
に
付
属
さ
れ
て
お
り
、
法
華
経
の
行
者

は
師
匠
か
ら
託
さ
れ
た
法
華
経
を
流
布
す
る
と
い
う
使
命
に
よ
っ

て
、
地
域
や
時
代
を
超
越
す
る
創
造
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
華
経
は
帰
依
す
る
者
に
圧
倒
的
な
自

由
と
圧
倒
的
な
使
命
感
を
与
え
る
経
典
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
う

し
た
法
華
経
の
人
間
観
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
整
理
し
つ
つ
更
に

そ
の
内
実
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

２
．
法
華
経
に
見
ら
れ
る
人
間
観

　

仏
教
学
者
で
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
現
代
語
訳　

法
華
経
』
を

出
版
し
て
い
る
植
木
雅
俊
は
、
法
華
経
の
中
心
思
想
を
１
）
だ
れ
人

も
差
別
な
く
成
仏
出
来
る
と
す
る
一
仏
乗
の
思
想
、
２
）
久
遠
実
成

の
思
想
、
３
）
止
揚
さ
れ
た
菩
薩
思
想
の
三
つ
に
立
て
分
け
て
明
ら

か
に
し
て
い
る

10

。
法
華
経
に
お
け
る
一
仏
乗
の
思
想
に
つ
い
て
植

木
は
、
二
乗

11

の
修
行
者
と
の
対
立
や
男
女
差
別
の
超
克
、
空
の
思

想
と
の
関
連
か
ら
、
法
華
経
が
成
立
し
た
当
時
の
社
会
背
景
を
踏
ま

え
て
以
下
の
よ
う
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

 　

仏
教
教
団
内
外
の
イ
ン
ド
古
来
の
女
性
差
別
の
思
想
と
真
っ

向
か
ら
向
き
合
っ
て
、
い
か
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
か
と
い
う

試
練
に
立
た
さ
れ
た
。
そ
の
運
動
を
担
っ
た
の
が
大
乗
仏
教
で

あ
り
、
彼
ら
は
、
そ
の
た
め
に
「
空
」
の
思
想
を
論
じ
、「
変

成
男
子
」 

と
い
う
考
え
を
導
入
し
、
さ
ら
に
は
二
乗
と
菩
薩
の

対
立
を
超
越
し
て
普
遍
的
な
平
等
観
の
根
拠
と
し
て「
一
仏
乗
」

の
思
想
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
場
合
の
「
二
乗
」
と
い
う
言
葉

は
、小
乗
、あ
る
い
は
男
性
出
家
者
と
言
い
換
え
ら
れ
る
し
、「
菩

薩
」
と
い
う
言
葉
は
、
大
乗
を
信
奉
す
る
在
家
と
出
家
の
男
女

と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
仏
乗
は
、
そ
れ
ら
の
対
立

を
超
え
て
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
平
等
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た

13

。

　

法
華
経
が
成
立
し
た
当
時
に
お
い
て
、
二
乗
の
修
行
者
に
よ
る
在

家
の
菩
薩
に
対
す
る
迫
害
、
男
性
出
家
者
に
よ
る
女
性
へ
の
不
当
な

差
別
は
看
過
し
が
た
い
深
刻
な
社
会
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
出

来
る
。
法
華
経
の
提
婆
達
多
品
第
十
二
や
勧
持
品
第
十
三
の
記
述
か

ら
は
、
女
性
と
い
う
だ
け
で
成
仏
が
認
め
ら
れ
ず
、
大
衆
に
手
を
差

し
伸
べ
る
こ
と
で
冷
笑
を
浴
び
せ
ら
れ
る
法
華
経
の
行
者
の
姿
が
克

明
に
描
か
れ
て
い
る
。
法
華
経
の
行
者
は
二
乗
の
修
行
者
や
男
性
出

家
者
と
の
対
立
を
乗
り
越
え
、
同
じ
土
俵
の
上
で
仏
道
修
行
に
励
む

道
を
真
剣
に
模
索
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
悪
戦
苦
闘
の
中
で

空
の
思
想
を
一
歩
前
進
さ
せ
、
一
仏
乗
と
い
う
思
想
を
展
開
す
る
に
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至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

14

。

 　

更
に
法
華
経
で
は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
今
世
で
初
め
て
成

仏
し
た
と
い
う
始
成
正
覚
の
立
場
を
破
り
、
久
遠
実
成
の
思
想
を
打

ち
立
て
て
い
る
。
如
来
寿
量
品
第
十
六
で
は
仏
は
此
の
場
所
で
常
住

し
て
説
法
を
続
け
て
お
り
、
人
々
を
導
く
方
便
と
し
て
涅
槃
を
現
じ

る
こ
と
が
良
医
病
子
の
譬
え

15

を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

植
木
は
法
華
経
に
説
か
れ
る
久
遠
実
成
の
思
想
、
つ
ま
り
、
永
遠
の

仏
が
娑
婆
世
界
に
留
ま
っ
て
法
を
説
き
続
け
る
と
い
う
思
想
に
関
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
　

 　

法
華
経
の
思
想
は
、
こ
う
で
す
。
法
こ
そ
ブ
ッ
ダ
を
生
み
出

し
た
根
源
で
あ
り
、
法
は
、
法
華
経
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

お
釈
迦
さ
ま
は
亡
く
な
る
け
れ
ど
も
、
法
華
経
に
は
、
ブ
ッ
ダ

を
生
み
出
し
た
法
の
根
源
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
教
え
に
触

れ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
に
も
ブ
ッ
ダ
が
現
れ
て
く
る
。
わ
れ
わ
れ

は
法
華
経
に
よ
っ
て
、
ブ
ッ
ダ
に
出
会
う
の
だ
。（
中
略
）
さ

ま
ざ
ま
な
ブ
ッ
ダ
が
出
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を
統
一
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
久
遠
に

お
け
る
成
道
の
時
点
を
、
過
去
仏
た
ち
の
出
現
し
た
過
去
の
領

域
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
さ
か
の
ぼ
り
、
成
道
後
に
さ
ま
ざ
ま

な
ブ
ッ
ダ
と
し
て
応
現
し
た
と
し
た
。
釈
尊
は
涅
槃
を
現
じ
て

も
、法
の
集
ま
り
（dharm

a-kāya

）
の
法
華
経
と
し
て
あ
る
。

そ
の
法
華
経
を
受
持
し
解
説
す
る
人
が
、
如
来
の
な
す
べ
き
こ

と
を
な
す
人
で
あ
り
、
如
来
〔
の
使
い
〕
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
法
華
経
を
実
践
す
る
人
が
い
る
限
り
、
ブ
ッ
ダ
は
永
遠
で

あ
る

16

。

　　

法
華
経
に
記
さ
れ
て
い
る
仏
を
生
み
出
し
た
法
の
根
源
に
触
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
師
匠
滅
後
の
衆
生
も
仏
に
出
会
い
、
仏
が
現
れ
、
仏

と
成
っ
て
法
を
説
き
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
、
師
匠
で
あ

る
仏
は
無
数
の
弟
子
達
が
法
華
経
を
説
き
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
娑
婆
世
界
に
常
住
し
続
け
る
と
植
木
は
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た

見
解
に
基
づ
け
ば
、
法
華
経
の
行
者
と
し
て
生
き
る
師
匠
と
弟
子
は

生
き
て
い
る
時
代
や
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
が
享
受
す
る
因
縁
は
異
な
る

と
し
て
も
、
最
も
根
本
の
使
命
に
お
い
て
は
不
二
の
立
場
で
法
を
説

き
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
法
華
経
で
は
こ
の

よ
う
に
、
師
匠
と
し
て
の
仏
と
弟
子
と
し
て
の
菩
薩
の
関
係
は
コ
イ

ン
の
裏
表
の
よ
う
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
だ
。
ま
さ
に
法
華
経
は

師
弟
不
二
の
経
典
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
華
経
で
は
仏
と
菩
薩
の
区
別
が
止
揚
さ
れ
、
悟

り
を
目
指
す
修
行
者
と
し
て
の
菩
薩
か
ら
、
悟
り
に
導
く
法
師
と
し

て
の
菩
薩
と
い
う
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
。
こ
う
し
た
菩
薩
と

仏
の
役
割
が
融
合
し
た
菩
薩
仏
と
も
表
現
す
べ
き
止
揚
さ
れ
た
菩
薩

思
想
こ
そ
、
法
華
経
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
三
つ
目
の
中
心
思
想
で
あ
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る
。
法
華
経
で
は
四
菩
薩

17

や
日
月
灯
明
仏
な
ど
、
各
品
を
彩
る
無

数
の
仏
菩
薩
達
が
登
場
し
て
い
る
が
、
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
、
薬

王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
、
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
、
観
世
音
菩
薩

普
門
品
第
二
十
五
、
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
の
五
品
に
お
い
て

は
、
特
定
の
菩
薩
名
が
品
の
名
前
と
し
て
冠
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
、
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
に
登
場
す
る
不
軽
菩
薩
は
法
華
経
に

登
場
す
る
代
表
的
な
菩
薩
の
一
人
で
あ
り
、
迫
害
に
も
屈
せ
ず
全
て

の
人
に
差
別
な
く
礼
拝
行
を
続
け
た
と
さ
れ
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ

の
過
去
世
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
不
軽
菩
薩
は
礼
拝
行
の
際
に

所
謂
「
二
十
四
文
字
の
法
華
経
」
と
呼
ば
れ
る
言
葉
を
読
誦
し
、
飽

く
な
き
礼
拝
行
の
功
徳
に
よ
っ
て
仏
果
を
成
就
し
た
。
不
軽
菩
薩
は

以
下
の
よ
う
な
言
葉
を
人
々
に
述
べ
伝
え
て
い
た
と
い
う
。

　
　

 　
『
わ
れ
深
く
汝
等
を
敬う
や
もう

。
敢
え
て
軽か
ろ
しめ

慢あ
な
どら

ず
。
所ゆ

以え

は

何い
か

ん
。
汝
等
は
皆
菩
薩
の
道ど
う

を
行ぎ
ょ
うじ

て
、
当
に
仏
と
作
る
こ
と

を
得
べ
け
れ
ば
な
り
』

18

　

不
軽
菩
薩
は
竺
法
護
訳
に
よ
る
『
正
法
華
経
』
で
は
「
軽
ん
じ
ら

れ
る
菩
薩
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
妙
法
蓮
華

経
』
で
は
「
軽
ん
じ
な
い
菩
薩
」
と
異
な
っ
た
翻
訳
が
行
わ
れ
て
い

る
。
ど
ち
ら
の
意
味
を
取
っ
た
と
し
て
も
、
他
者
か
ら
軽
ん
じ
ら
れ

て
も
礼
拝
行
を
続
け
た
菩
薩
、
他
者
を
決
し
て
軽
ん
じ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
菩
薩
と
し
て
、
不
軽
菩
薩
の
生
き
方
を
違
っ
た
角
度
か
ら
論

じ
た
内
容
で
あ
る
と
理
解
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
不
軽
菩

薩
の
振
舞
い
は
法
華
経
の
行
者
の
手
本
と
さ
れ
て
お
り
、
法
華
経
に

明
か
さ
れ
て
い
る
一
仏
乗
と
い
う
絶
対
的
平
等
の
思
想
が
実
践
の
中

に
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
植
木
は
法
華
経
の
人
間
観
を
不
軽
菩

薩
の
振
舞
い
に
な
ぞ
ら
え
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
　

 　

何
を
も
っ
て
人
間
を
尊
し
と
す
る
の
か
。
こ
こ
で
は
「
す
べ

て
の
人
に
仏
性
が
あ
る
。
そ
の
人
を
軽
ん
じ
る
こ
と
は
仏
を
軽

ん
じ
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
意
味
で
、
人
間
、
あ
る
い
は
生

命
を
最
大
限
に
尊
重
し
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
こ
に
お
い
て
は
、

男
女
の
別
も
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。こ
れ
が
、『
法
華
経
』

の
人
間
観
で
あ
る

19

。

　

更
に
植
木
は
不
軽
菩
薩
の
振
舞
い
に
象
徴
さ
れ
る
法
華
経
の
人
間

観
を
「『
一
切
衆
生
に
仏
性
あ
り
』
と
い
う
人
間
観
（
不
軽
の
解
）」 

20

と
も
端
的
に
表
現
し
て
お
り
、
そ
の
前
提
に
空
の
思
想
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

 　

自
我
に
固
執
す
る
こ
と
（
我
執
）
に
よ
っ
て
、
自じ

他た

・
有う

無む

・
彼ひ

此し

と
い
っ
た
二
元
相
対
の
差
別
相
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま

い
、
そ
れ
を
不
変
の
実
態
と
と
ら
え
て
し
ま
っ
て
、
真
実
が
見
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え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
我
執
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に
二
元

相
対
を
超
え
た
「
空
」
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

21

。

　

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
在
世
に
お
い
て
、
儀
礼
と
階
級
に
縛
ら
れ

た
バ
ラ
モ
ン
教
と
対
峙
し
つ
つ
、
自
ら
の
教
え
と
教
団
を
確
立
さ
せ

て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
滅
後
に
お
い
て
も
、
大

乗
仏
教
は
そ
の
成
立
過
程
で
当
時
の
因
習
で
あ
っ
た
男
女
差
別
と
対

峙
し
、
上
座
部
仏
教
の
僧
侶
達
と
の
権
力
闘
争
に
向
き
合
わ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
女
性
の
成
仏
を
認
め
ず
、
在
家
で
の
修
行
を
否
定
す

る
人
々
に
対
し
、
法
華
経
は
空
の
思
想
を
止
揚
し
て
一
仏
乗
の
思
想

を
前
面
に
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。不
軽
菩
薩
の
振
舞
い
に
お
い
て
、

法
華
経
の
一
仏
乗
の
思
想
は
人
々
を
悟
り
へ
と
導
く
菩
薩
行
の
実
践

へ
と
落
と
し
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
飽
く
な
き
菩
薩

行
の
実
践
を
下
支
え
し
て
い
る
根
源
の
力
こ
そ
、
師
匠
滅
後
に
お
い

て
も
滅
び
る
こ
と
の
な
い
久
遠
実
成
の
法
華
経
か
ら
与
え
ら
れ
る
感

化
の
力
な
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
不
軽
菩
薩
の
振
舞
い
に
お
い
て
、
一

仏
乗
の
思
想
、
久
遠
実
成
の
思
想
、
止
揚
さ
れ
た
菩
薩
思
想
と
い
う

植
木
の
指
摘
す
る
法
華
経
の
中
心
思
想
は
見
事
に
統
合
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
法
華
経
の
中
国
に
お
け
る
注
釈
書
の
研
究
を
専
門
と
し

て
い
る
菅
野
博
史
も
、
植
木
と
同
じ
く
法
華
経
の
中
心
思
想
を
１
）

一
仏
乗
の
思
想
、
２
）
久
遠
の
釈
尊
の
思
想
、
３
）
地
涌
の
菩
薩
の

思
想 

と
い
う
三
つ
に
立
て
分
け
て
い
る
。
菅
野
は
法
華
経
に
明
か

さ
れ
た
一
仏
乗
の
思
想
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　

 　
『
法
華
経
』
は
複
雑
多
岐
に
分
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
思

想
の
な
か
で
、
釈
尊
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
根
本

の
問
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一

仏
乗
の
思
想
、
つ
ま
り
す
べ
て
の
衆
生
が
平
等
に
成
仏
で
き
る

と
い
う
思
想
な
の
で
あ
る

23

。

　

法
華
経
に
お
い
て
は
不
軽
菩
薩
や
威
音
王
仏
な
ど
、
過
去
、
現
在
、

未
来
の
三
世
に
渡
り
、
あ
ら
ゆ
る
国
土
に
お
い
て
、
無
数
の
仏
菩
薩

達
が
同
じ
法
華
経
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

更
に
は
、
竜
女
は
無
垢
証
如
来
、
提
婆
達
多
は
天
王
如
来
と
い
う
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
は
成
仏
が
叶
わ
な
い
と
さ
れ
て
来
た
女
性
や
悪
人

ま
で
も
が
仏
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
し
か
も
、
法
華
経

に
登
場
す
る
仏
菩
薩
達
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
あ
る
時
の
師
匠
で

あ
り
、
弟
子
で
あ
り
、
過
去
世
で
あ
り
、
ま
た
善
知
識
で
あ
っ
た
と

い
う
よ
う
に
、久
遠
の
釈
尊
の
人
格
と
し
て
一
体
性
を
保
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
華
経
に
お
い
て
法
は
一
仏
乗
の
法
華
経
に
、
仏
は

久
遠
の
釈
尊
に
統
合
さ
れ
つ
つ
、
全
て
の
衆
生
が
仏
で
あ
る
こ
と
を

約
束
さ
れ
、
師
匠
か
ら
授
記
を
受
け
た
使
命
あ
る
存
在
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
菅
野
は
法
華
経
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
諸
菩
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薩
、
諸
仏
の
統
合
に
注
目
し
、
開
会
の
立
場
か
ら
法
華
経
に
お
け
る

多
様
性
の
蘇
生
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

 　
『
法
華
経
』
は
、
諸
仏
を
時
間
的
・
空
間
的
に
統
合
し
釈
尊

一
仏
に
帰
着
さ
せ
、
ま
た
釈
尊
の
あ
ら
ゆ
る
教
え
を
一
仏
乗
に

帰
着
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
言
う
と
、「
統
合
」
の
側
面
の
み

が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、「
開
会
」
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
統
合
」
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
多
様

性
」
が
蘇
生
す
る
の
で
あ
る

24

。
 　

統
合
し
な
が
ら
も
多
様
性
が
蘇
生
す
る
法
華
経
の
思
想
に
は
、
包

括
主
義
と
多
元
主
義
の
ど
ち
ら
で
も
な
く
、
ま
た
ど
ち
ら
を
も
包
摂

す
る
一
仏
乗
と
い
う
原
理
が
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
更
に
菅
野
は
、

法
華
経
の
思
想
は
不
軽
菩
薩
の
振
舞
い
の
中
に
全
て
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
と
し
て
、
礼
拝
行
を
専
ら
の
修
行
と
し
て
い
た
人
々
に
よ
っ
て

法
華
経
が
編
纂
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
も
示
し
て

い
る
。
不
軽
菩
薩
は
全
て
の
人
々
の
未
来
に
お
け
る
成
仏
を
確
信

し
、
礼
拝
行
に
よ
っ
て
授
記
を
与
え
て
い
た
。
授
記
は
本
来
、
師
匠

が
弟
子
に
授
け
る
も
の
で
あ
り
、仏
の
特
権
事
項
で
あ
る
。
し
か
も
、

不
軽
菩
薩
に
よ
っ
て
授
記
が
与
え
ら
れ
る
衆
生
は
逆
縁
の
衆
生
で
あ

り
、
不
軽
菩
薩
に
対
し
て
悪
口
や
暴
力
を
加
え
る
者
が
大
半
を
占
め

て
い
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
不
軽
菩
薩
は
決
し
て
礼
拝
行
を
や
め
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
不
軽
菩
薩
を
突
き
動
か
し
て
い
た
原
動

力
こ
そ
、
久
遠
の
釈
尊
と
の
一
体
感
に
支
え
ら
れ
た
一
仏
乗
の
思
想

で
あ
っ
た
の
だ
。
菅
野
は
法
華
経
と
不
軽
菩
薩
の
関
係
性
を
こ
う
結

論
付
け
て
い
る
。

　
　

 　

な
ぜ
衆
生
は
成
仏
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
永
遠
の
生
命
を

持
つ
釈
尊
が
我
々
衆
生
を
教
え
、
救
い
続
け
る
か
ら
で
あ
る
。

八
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
釈
尊
は
仮
の
姿
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
質

は
永
遠
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
如に

ょ

来ら
い

寿じ
ゅ

量り
ょ
う

品ほ
ん

は
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
こ
の
永
遠
の
釈
尊
の
大
い
な
る
力
に
支
え
ら
れ
、
菩
薩

道
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
菩
薩
道
の
内
容
は
、
永
遠
の
釈

尊
の
存
在
と
そ
の
力
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
我
々
が
平
等
に

成
仏
で
き
る
こ
と
を
自
ら
も
堅か

た

く
信
じ
、
そ
し
て
そ
の
宗
教
的

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
す
べ
て
の
衆
生
に
伝
え
て
い
く
生
き
方
、
言
い

換
え
れ
ば
、
相
手
の
成
仏
を
堅
く
信
ず
る
ゆ
え
に
、
人
々
を
徹

底
的
に
尊
敬
す
る
生
き
方
を
内
容
と
し
て
お
り
、
こ
の
生
き
方

を
選
び
取
っ
た
者
が
常
不
軽
菩
薩
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
釈
尊
死

後
の
世
に
お
い
て
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
地じ

涌ゆ

の
菩
薩
に
ほ
か

な
ら
な
い

25
。

 　

法
華
経
に
示
さ
れ
た
不
軽
菩
薩
に
代
表
さ
れ
る
人
々
を
悟
り
に
導
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く
菩
薩
の
姿
は
、
従
来
の
悟
り
を
目
指
す
菩
薩
の
姿
と
は
違
い
、
自

ら
の
置
か
れ
た
境
遇
を
業
の
結
果
と
し
て
甘
受
し
て
は
い
な
い
。
菅

野
は
法
華
経
に
示
さ
れ
た
菩
薩
像
を
従
来
の
業
生
の
菩
薩
（
業
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
）
と
対
比
し
、
願
生
の
菩
薩
（
誓
願
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
菩
薩
）
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
願
生
の
菩
薩
は
大

乗
仏
教
で
発
展
し
た
願
力
所
生
説

26

を
背
景
と
し
て
お
り
、
業
の
報

い
と
し
て
の
六
道
輪
廻
か
ら
の
解
脱
を
目
指
す
旧
来
の
仏
教
思
想
に

対
し
て
、
革
命
的
な
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
法
華
経
で

示
さ
れ
た
自
ら
欲
す
る
所
に
生
を
受
け
た
願
生
の
菩
薩
と
い
う
菩
薩

像
は
、
師
匠
へ
の
誓
願
に
生
き
る
と
い
う
使
命
感
に
満
ち
溢
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
法
華
経
に
登
場
す
る
無
数
の
仏
菩
薩
達
の
中
で
、
こ

の
娑
婆
世
界
に
お
け
る
末
法
万
年
の
救
済
を
託
さ
れ
て
い
る
菩
薩
こ

そ
、
大
地
よ
り
涌
き
出
で
た
無
数
の
地
涌
の
菩
薩
達
な
の
だ
。
つ
ま

り
、
今
、
こ
こ
に
お
い
て
、
法
華
経
を
行
ず
る
者
は
皆
、
誓
願
に
生

き
る
地
涌
の
菩
薩
と
い
う
本
地
の
使
命
を
帯
び
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
涌
の
菩
薩
が
登
場
す
る
従
地
涌
出
品
第
十
五
で
は
、
地
涌
の
菩
薩

の
偉
大
さ
が
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　

こ
の
諸
々
の
菩
薩
は
、
身み

、
皆
、
金こ
ん

色じ
き

に
し
て
、
三
十
二
相

と
無
量
の
光
明
と
あ
り
。
先
き
よ
り
、
尽
く
娑
婆
世
界
の
下し

た

、

こ
の
界
の
虚こ

空く
う

の
中
に
在
っ
て
住
せ
し
な
り
。
こ
の
諸
々
の
菩

薩
は
、
釈し

ゃ

迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ

の
所
説
の
音お
ん

声じ
ょ
う

を
聞
き
て
、
下
よ
り
発あ
ら
わ

れ

来
れ
り
。
一
一
の
菩
薩
は
、
皆
、
こ
れ
大
衆
の
唱し
ょ
う

導ど
う

の
首は
じ
め

に

し
て
、
各

お
の
お
の

六
万
の
恒
河
沙
等
の
眷
属
を
将ひ
き

い
た
り
。
況い
わ

ん
や
、

五
万
・
四
万
・
三
万
・
二
万
・
一
万
の
恒
河
の
沙
に
等
し
き
眷
属
を

将ひ
き

い
た
る
も
の
を
や

27

。 

　

法
華
経
に
お
い
て
地
涌
の
菩
薩
は
そ
れ
ぞ
れ
に
無
数
の
眷
属
を
率

い
る
唱
導
者
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
他
者
を
救
済
す
る
菩
薩
で
あ

り
な
が
ら
、
他
者
を
救
済
す
る
菩
薩
を
率
い
る
菩
薩
と
い
う
側
面
を

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
更
に
、
地
涌
の
菩
薩
は
た
っ
た
一
人
で
末

法
万
年
に
亘
る
救
済
を
誓
願
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
無
数
の
地
涌

の
菩
薩
達
が
和
合
僧
団
を
形
成
し
、
虚
空
会
の
儀
式
に
お
い
て
娑
婆

世
界
の
救
済
を
共
に
誓
願
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
地
涌
の

菩
薩
は
法
華
経
に
お
い
て
眷
属
を
引
き
連
れ
た
指
導
者
と
し
て
、
ま

た
、
無
数
の
地
涌
の
菩
薩
達
に
よ
る
和
合
僧
団
の
一
員
と
し
て
描
写

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
涌
の
菩
薩
に
象
徴
さ
れ
る
法
華
経
の
力

強
い
人
間
観
を
通
し
て
、
現
実
社
会
の
只
中
で
仏
教
を
実
践
す
る
活

力
に
溢
れ
た
民
衆
の
姿
が
想
起
さ
れ
よ
う
。

　

大
乗
仏
教
運
動
の
進
展
の
中
で
、
法
華
経
の
思
想
を
基
盤
と
し
た

法
華
運
動
は
特
に
近
代
以
降
に
お
い
て
、
日
本
の
法
華
系
新
宗
教
の

世
界
的
な
展
開
に
よ
っ
て
全
世
界
で
圧
倒
的
な
影
響
力
を
持
つ
に

至
っ
て
い
る
。法
華
運
動
が
時
代
や
地
域
を
越
え
て
人
々
を
魅
了
し
、

社
会
変
革
の
息
吹
を
伴
っ
て
人
心
を
糾
合
し
て
来
た
背
景
に
は
、
地
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涌
の
菩
薩
に
象
徴
さ
れ
る
民
衆
に
圧
倒
的
な
自
由
と
使
命
感
を
与
え

る
法
華
経
の
人
間
観
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
改
め
て
、
法
華
経
に
見
ら
れ
る
人
間
観
を
整
理
し
て
お
こ

う
。
法
華
経
で
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
仏
性
を
見
出
す
一
仏
乗
の
思
想

と
し
て
、
一
切
の
絶
対
的
平
等
を
提
示
し
て
い
る
。
一
切
の
絶
対
的

平
等
を
説
き
明
か
し
た
一
仏
乗
の
思
想
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
社
会

的
差
別
や
劣
等
感
か
ら
解
放
し
、
人
々
に
圧
倒
的
な
自
由
を
与
え
る

根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
法
華
経
で
は
圧
倒
的
な
使
命
感
を
帯

び
た
人
間
を
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
虚
空
会
の
儀
式
に
呼
び
出
し
、
滅

後
の
弘
通
の
一
切
を
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
由
と
使

命
感
に
満
ち
た
力
強
い
法
華
経
の
人
間
観
に
後
押
し
を
さ
れ
る
よ
う

に
、
法
華
経
の
実
践
は
現
実
生
活
の
中
で
悟
り
を
目
指
し
、
他
者
の

救
済
を
重
要
視
す
る
従
来
の
大
乗
仏
教
運
動
か
ら
、
現
実
生
活
の
中

で
悟
り
を
享
受
し
、
他
者
と
共
に
世
界
全
体
の
救
済
を
も
目
指
す
法

華
運
動
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
今
も
、
法
華
運
動
は
時

代
と
地
域
を
超
越
す
る
創
造
性
を
如
何
な
く
発
揮
し
な
が
ら
、
永
遠

の
菩
薩
道
を
歩
み
続
け
て
い
る
の
だ
。

〈
注
〉

1  

大
乗
仏
教
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
教
え
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
。

大
乗
仏
典
も
後
世
の
弟
子
達
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
教
え
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
日
本
で
は
儒

学
者
の
富
永
仲
基
が
著
書
『
出
定
後
語
』
の
中
で
、
加
上
説
と
い
う

形
で
大
乗
仏
教
を
批
判
し
て
い
る
。

2  

龍
樹
は
著
書
『
大
智
度
論
』、
世
親
は
『
法
華
論
』
の
中
で
法
華
経
を

宣
揚
し
て
い
る
。

3  『
法
華
義
疏
』
が
聖
徳
太
子
の
真
筆
で
あ
る
か
ど
う
か
に
は
異
論
が
あ

る
。

4  

段
階
的
成
立
説
で
有
名
な
の
が
布
施
浩
岳
の
説
で
あ
り
、
布
施
は
法

華
経
全
体
を
三
類
、
四
期
に
分
類
し
て
い
る
。
同
時
成
立
説
で
は
勝

呂
信
静
が
提
婆
達
多
品
を
除
く
二
十
七
品
同
時
成
立
説
を
提
唱
し
て

い
る
。
ま
た
法
華
経
の
中
で
も
提
婆
達
多
品
に
限
っ
て
は
、
初
期
の

訳
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
の

中
国
に
法
華
経
が
伝
わ
る
過
程
で
最
も
後
代
に
お
い
て
加
筆
さ
れ
た

と
い
う
見
方
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。
加
え
て
、
提
婆
達
多
教
団
の

信
奉
者
達
が
提
婆
達
多
の
名
誉
回
復
と
し
て
提
婆
達
多
品
を
創
作
し

た
と
す
る
見
方
も
あ
る
。

5  

詳
し
く
は
中
村
元
『
現
代
語
訳 

大
乗
経
典
２　

法
華
経
』
東
京
書
籍
、

二
〇
〇
三
年
を
参
照
。

6  

現
在
の
イ
ン
ド
と
中
国
の
中
間
に
位
置
し
て
い
た
亀
茲
国
に
生
を
受

け
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
精
通
し
た
希
な
る
語
学
力
を
生
か
し
、

生
涯
に
亘
っ
て
漢
訳
仏
典
の
翻
訳
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
。
四
○

一
年
に
長
安
に
移
転
し
て
い
る
。

7  

中
国
で
は
イ
ン
ド
か
ら
仏
教
に
関
す
る
多
様
な
思
想
や
経
典
が
伝
播
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さ
れ
た
こ
と
で
、
仏
教
思
想
の
統
一
や
仏
教
経
典
の
整
理
が
希
求
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
独
自
の
教
相
判
釈
が
発
展
す
る
と
共
に
、

老
荘
思
想
の
概
念
や
言
葉
を
通
じ
て
仏
教
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
格

義
仏
教
の
考
え
方
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。
詳
し
く
は
菅
野
博
史
『
法

華
経
思
想
史
か
ら
学
ぶ
仏
教
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
三
年
を
参
照
。

8  『
法
華
玄
義
』
と
『
法
華
文
句
』
は
ど
ち
ら
も
智
顗
（
天
台
大
師
）
に

よ
る
講
義
を
弟
子
の
灌
頂
（
章
安
大
師
）
が
筆
録
し
、
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

9  

詳
し
く
は
植
木
雅
俊
『
思
想
と
し
て
の
法
華
経
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
二
年
を
参
照
。

10  

植
木
雅
俊
『
思
想
と
し
て
の
法
華
経
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
、

一
三
一
頁
。

11  

声
聞
乗
と
縁
覚
乗
（
独
覚
乗
）
を
指
し
、
他
者
の
救
済
を
行
わ
な
い

点
が
菩
薩
乗
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

12  

提
婆
達
多
品
に
お
い
て
竜
女
が
男
性
に
変
じ
て
成
仏
を
証
明
し
た
こ

と
に
由
来
す
る
。

13  

植
木
雅
俊
『
差
別
の
超
克
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
八
年
、

四
一
六
頁
。

14  

中
村
元
は
法
華
経
に
現
れ
た
一
仏
乗
の
思
想
を
「
一
致
宥
和
の
思
想
」

と
表
現
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
中
村
元
『
現
代
語
訳 

大
乗
経
典
２　

法
華
経
』
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
三
年
を
参
照
。

15  

法
華
七
喩
と
呼
ば
れ
る
三
車
火
宅
の
譬
え
（
譬
喩
品
第
三
）、
長
者
窮

子
の
譬
え
（
信
解
品
第
四
）、
三
草
二
木
の
譬
え
（
薬
草
喩
品
第
五
）、

化
城
宝
処
の
譬
え
（
化
城
喩
品
第
七
）、
衣
裏
繋
珠
の
譬
え
（
五
百
弟

子
授
記
品
第
八
）、
髻
中
明
珠
の
譬
え
（
安
楽
行
品
第
十
四
）、
良
医

病
子
の
譬
え
（
如
来
寿
量
品
第
十
六
）
の
一
つ
で
あ
り
、
良
医
で
あ

る
父
親
が
毒
に
苦
し
む
子
供
達
に
良
薬
を
飲
ま
せ
る
た
め
に
、
あ
え

て
自
ら
が
死
ん
だ
こ
と
を
告
げ
、
子
供
達
に
本
心
を
目
覚
め
さ
せ
て

良
薬
を
飲
ま
せ
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
良
医
は
仏

で
あ
り
、
子
供
達
は
衆
生
に
相
当
す
る
。

16  

橋
爪
大
三
郎
／
植
木
雅
俊
『
ほ
ん
と
う
の
法
華
経
』
ち
く
ま
新
書
、

二
〇
一
五
年
、
三
二
四
―
三
二
五
頁
。

17  

上
行
菩
薩
、
無
辺
行
菩
薩
、
浄
行
菩
薩
、
安
立
行
菩
薩
を
指
す
。

18  

坂
本
幸
男　

岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
（
下
）』
岩
波
文
庫
、一
九
六
七
年
、

一
三
二
頁
。 

19  

植
木
雅
俊
『
差
別
の
超
克
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
八
年
、

三
〇
四
頁
。

20  

同
書
、
三
一
〇
頁
。

21  

同
書
、
二
二
一
頁
。

22  

詳
し
く
は
菅
野
博
史
『
法
華
経
入
門
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
一
年
を

参
照
。

23  
菅
野
博
史
『
法
華
経
入
門
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
一
年
、
七
六
頁
。

24  

菅
野
博
史
『
現
代
に
生
き
る
法
華
経
』
第
三
文
明
社
、
二
〇
〇
九
年
、

九
〇
頁
。
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25  
菅
野
博
史
『
法
華
経
思
想
史
か
ら
学
ぶ
仏
教
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
三

年
、
六
四
頁
。

26  

業
の
力
で
は
な
く
誓
願
の
力
の
助
け
に
よ
っ
て
輪
廻
す
る
と
考
え
る

思
想
。

27  

坂
本
幸
男　

岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
（
中
）』
岩
波
文
庫
、一
九
六
七
年
、

二
八
六
頁
。

参
考
文
献

大 

角
修
訳
・
解
説
『
全
品
現
代
語
訳 
法
華
経
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、

二
〇
一
八
年
。

植
木
雅
俊
『
差
別
の
超
克
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
八
年
。

植 

木
雅
俊
訳
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
現
代
語
訳 
法
華
経 

上
、
下
』
岩

波
書
店
、
二
〇
一
五
年
。

植
木
雅
俊
『
思
想
と
し
て
の
法
華
経
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
。

坂 

本
幸
男　

岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
（
上
、
中
、
下
）』
岩
波
文
庫
、

一
九
六
七
年
。

菅
野
博
史
『
現
代
に
生
き
る
法
華
経
』
第
三
文
明
社
、
二
〇
〇
九
年
。

菅
野
博
史
『
増
補
新
装
版 

法
華
経 

永
遠
の
菩
薩
道
』

菅
野
博
史
『
法
華
経
思
想
史
か
ら
学
ぶ
仏
教
』
大
蔵
出
版
、二
〇
〇
三
年
。

菅
野
博
史
『
法
華
経
入
門
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
一
年
。

菅
野
博
史
『
法
華
経
の
七
つ
の
譬
喩
』
第
三
文
明
社
、
一
九
九
三
年
。

菅
野
博
史
『
法
華
経
の
出
現
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
七
年
。

中
村
元
『
現
代
語
訳 

大
乗
経
典
２　

法
華
経
』
東
京
書
籍
、二
〇
〇
三
年
。

橋 

爪
大
三
郎
／
植
木
雅
俊
『
ほ
ん
と
う
の
法
華
経
』
ち
く
ま
新
書
、

二
〇
一
五
年
。
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農
書
『
斉
民
要
術
』
の
経
学
的
視
点
に
お
け
る
考
察

■
論
文
Ⅱ
■

�

１
．
序
章

『
斉
民
要
術
』
は
六
世
紀
、
中
国
北
魏
時
代
に
書
か
れ
た
農
業
技
術

書
で
あ
る
。⑴

　

す
で
に
農
書
と
し
て
の
具
体
的
な
技
術
分
析
や
古
代
農
業
経
済
、

文
化
生
活
史
に
お
い
て
多
く
の
研
究
検
証
が
な
さ
れ
今
に
至
る
。
ゆ

え
に
こ
こ
で
の
目
的
は
、『
斉
民
要
術
』
の
経
学
と
の
関
係
性
と
必

然
性
に
及
び
、
ま
た
北
魏
末
に
お
け
る
学
究
環
境
の
検
証
に
置
い

た
。
撰
者
や
当
時
の
教
養
人
が
ど
の
よ
う
な
思
想
変
遷
を
経
て
著
作

に
至
っ
た
か
、
地
域
特
性
や
漢
族
教
養
人
の
い
く
つ
か
の
経
験
を
比

較
し
考
察
す
る
。⑵

　

内
容
は
、
北
魏
史
や
漢
魏
晋
時
代
の
思
想
の
変
遷
に
及
ぶ
。
さ
ら

に
礼
楽
の
経
典
と
な
る
六
経
の
中
で
も
『
三
礼
』
お
よ
び
『
春
秋
』、

『
論
語
』
に
『
斉
民
要
術
』
と
の
端
緒
を
見
出
す
。
か
つ
て
『
斉
民

要
術
』
で
は
中
村
璋
八
氏
が
「『
斉
民
要
術
』
成
立
当
時
の
思
想
と

風
俗
」
と
い
う
論
文

⑶
で
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

礼
の
習
得
は
食
習
慣
を
媒
介
と
し
て
暦
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
無

意
識
の
う
ち
に
世
家
の
日
常
へ
規
律
と
し
て
身
体
化
さ
れ
る
。
撰
者

は
理
想
的
な
農
村
共
同
体
を
夢
想
し
、
礼
の
規
範
と
経
済
及
び
市
場

原
理
を
書
に
し
た
た
め
た
。
そ
の
経
済
思
想
は
、『
黄
帝
四
経
』
の

発
見
以
降
注
目
さ
れ
る
、
稷
下
の
学
に
起
因
す
る
黄
老
思
想
に
通
底

す
る
所
と
考
え
、
古
代
経
済
学
の
端
緒
を
示
唆
す
る
も
の
、
と
結
論

付
け
る
。　

２
．『
斉
民
要
術
』
の
概
要

　

も
と
よ
り
経
学
と
は
孔
子
学
派
の
儒
教
経
典
を
研
究
す
る
学
問
で

あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
中
国
古
代
社
会
に
お
け
る
秩
序
形
成
に
係

る
思
想
変
遷
の
研
究
で
あ
る
。
当
然
、
現
代
の
中
国
社
会
に
も
底
流

す
る
思
想
体
系
で
あ
っ
て
、
現
代
中
国
社
会
を
理
解
す
る
上
で
も
参

東
日
本
国
際
大
学　

東
洋
思
想
研
究
所　

客
員
研
究
員　

荻
　
野
　
修
　
平
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考
と
な
ろ
う
。

　

賈
思
勰
は
、
山
東
省
濰
坊
市
付
近
に
居
を
構
え
る
賈
一
族
の
出
身

の
よ
う
だ
が
確
定
は
し
て
い
な
い
。『
魏
書
』
な
ど
か
ら
当
時
の
儒

者
賈
思
伯
思
同
兄
弟
と
の
姻
戚
関
係
が
伺
え
る
。⑷
ま
た
、
漢
代
の

儒
者
賈
誼
の
末
裔
を
言
う
書
籍
も
あ
る

⑸
が
、
証
明
は
困
難
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
賈
氏
は
漢
代
に
洛
陽
よ
り
移
住
し
た
よ
う
で
あ

る
が
、
賈
思
勰
本
人
は
、
下
級
役
人
で
あ
り
、
清
代
の
『
欽
定
四
庫

全
書
薈
要
』
の
『
斉
民
要
術
』
に
「
後
魏
高
平
太
守
賈
思
勰
」
と
出

自
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
み
が
手
が
か
り
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
先
達

と
私
の
推
測
と
な
る
た
め
、
当
時
の
政
治
背
景
や
教
育
環
境
、
著
作

に
登
場
す
る
文
献
や
人
物
か
ら
平
均
的
な
像
を
割
り
出
し
て
考
察
す

る
し
か
な
い
。お
そ
ら
く
一
族
に
は
教
育
の
環
境
が
整
っ
て
い
た
か
、

教
育
に
熱
心
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
す
る
。
彼
の
教
育
環
境

に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
全
く
で
き
な
い
。
賈
思
勰
が
生
き
た
時
代
を

遡
及
す
る
こ
と
約
五
〇
年
前
の
四
五
〇
年
以
前
、
儒
家
崔
浩
の
残
さ

れ
た
資
料
か
ら
類
推
す
る
の
だ
が
、
一
族
の
女
の
貢
献
、
躾
や
食
事

作
法
を
中
心
に
家
督
の
秩
序
を
伝
え
る
一
説
が
『
魏
書
』
崔
浩
伝
に

残
さ
れ
て
い
て

⑹
、
賈
思
勰
が
崔
浩
の
執
筆
し
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ

る
『
崔
氏
食
経
』
を
全
面
的
に
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の

価
値
観
を
共
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
さ
に
礼
を
実
践
す
る
一
つ
の
例
で
あ
る
。
家
庭
習
慣
の
中
に
人
格

を
形
成
す
る
礼
儀
が
施
さ
れ
、
脈
々
と
継
承
さ
れ
た
と
す
る
一
つ
の

端
緒
で
あ
る
。
ま
た
、
学
問
を
尊
ぶ
環
境
に
つ
い
て
は
、
当
時
北
魏

の
将
軍
慕
容
白
曜
の
南
進（
四
六
八
年
）に
伴
う
こ
の
地
区
住
民（
斉
、

青
、
兗
州
の
三
斉
地
区
と
呼
ば
れ
た
、
現
山
東
省
維
坊
市
付
近
）
の

現
大
同
市
へ
の
強
制
移
動
が
行
わ
れ
た
経
緯

⑺
が
あ
る
。
賈
氏
一
族

も
平
城
（
現
大
同
市
）
へ
徙
民
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
祖
先
は
苦

渋
の
経
験
を
強
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
黄
河
両
岸
斉
州
域
及
び

東
に
位
置
す
る
青
州
、
兗
州
な
ど
の
豪
族
有
力
者
は
魏
晋
五
胡
十
六

国
時
代
に
は
多
く
が
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
一
族
に
お
い
て
は
家

学
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。⑻
魏
平
定
後
の
三
斉
地

区
の
管
理
に
、
再
び
「
民
望
」
と
呼
ば
れ
る
大
夫
経
験
の
漢
人
一
族

が
登
用
さ
れ
た
。⑼
再
登
用
に
向
け
て
学
問
に
励
ん
で
い
た
事
実
も

存
在
す
る
。
こ
の
風
潮
は
北
朝
教
養
人
の
特
徴
さ
れ
る
「
家
学
」
伝

承
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

賈
思
勰
が
学
問
を
好
ん
だ
だ
ろ
う
背
景
は
、
そ
の
著
作
の
引
用
に

よ
っ
て
推
測
す
る
。
一
六
二
の
引
用
文
献
と
八
七
四
条（
引
用
条
数
）

に
及
び
、
そ
の
思
想
の
傾
向
が
読
み
取
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。⑽
全

体
を
通
し
て
み
る
と
、
四
部
の
分
類
に
渡
り
万
遍
な
く
引
用
さ
れ
、

特
に
経
部
に
お
い
て
は
経
書
の
み
な
ら
ず
緯
書
か
ら
も
引
か
れ
、
当

時
の
讖
緯
の
風
潮
を
感
じ
る
。
技
術
書
で
あ
り
な
が
ら
経
書
で
あ
る

『
爾
雅
』、『
説
文
解
字
』、『
尚
書
』、『
易
』、『
詩
』、『
三
礼
』、『
杜

預
春
秋
』、『
孝
経
』、『
論
語
』
を
適
宜
引
い
て
お
り
、
賈
思
勰
の
教

養
の
幅
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
南
北
朝
で
は
語
彙
の
解
釈
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に
こ
だ
わ
る
北
学
と
広
く
老
荘
思
想
を
抱
擁
し
た
南
学
の
学
術
傾
向

⑾

の
あ
る
中
で
、
南
北
境
界
（
山
東
省
旧
三
斉
地
区
）
に
居
住
し
た
彼

ら
の
柔
軟
な
学
問
動
向
を
も
推
測
で
き
る
。

　

史
部
に
お
い
て
は
、『
史
記
』、『
漢
書
』
は
も
ち
ろ
ん
、
現
存
し

な
い
佚
書
が
引
用
文
と
し
て
登
場
す
る
。
地
理
志
、
植
物
志
、
異
物

志
な
ど
は
技
術
書
に
は
欠
か
せ
な
い
。
魏
晋
時
代
の
科
学
と
思
想

の
混
沌
と
し
た
時
代
を
経
て
も
な
お
、『
神
仙
伝
』
や
『
捜
神
記
』、

『
山
海
経
』
な
ど
の
理
解
不
能
な
事
象
へ
の
興
味
は
旺
盛
で
あ
っ
た

と
わ
か
る
。
農
書
と
し
て
の
分
類
は
子
部
、
い
わ
ゆ
る
諸
子
の
分
類

に
あ
る
。
子
部
は
、
諸
子
百
家
、
天
文
学
、
暦
、
経
済
、
医
学
、
薬

学
、
物
理
、
博
物
学
、
農
学
に
及
ん
で
お
り
、
五
経
の
学
と
は
範
疇

を
異
に
す
る
。
こ
れ
は
、
後
漢
三
国
時
代
に
今
古
文
経
学
論
争
の
果

て
に
起
こ
る
経
学
懐
疑
の
姿
勢
が
影
響
し
た
結
果
、
科
学
へ
の
暗
示

や
仏
教
道
教
の
敷
衍
と
混
淆
が
柔
軟
な
思
考
を
涵
養
し
た
も
の
と
考

え
る
。
し
か
し
結
局
科
学
へ
の
濫
觴
へ
は
元
朝
に
至
っ
て
も
チ
ャ
ン

ス
を
逃
し
て
お
り
、
清
代
の
訓
詁
を
以
っ
て
も
非
常
に
困
難
を
極
め

た
。
こ
の
魏
晋
時
の
経
験
は
、
彼
ら
が
事
象
へ
の
懐
疑
、
思
考
転
換

チ
ャ
ン
ス
へ
の
接
近
を
肌
で
感
じ
た
、
と
言
う
し
か
な
い
。

　

本
稿
は
教
養
の
実
習
実
践
で
あ
る
「
礼
の
執
」
と
主
に
四
季
に
お

け
る
儀
礼
、
す
な
わ
ち
暦
儀
礼
が
記
さ
れ
て
い
る
農
事
歳
時
を
中
心

と
し
た
農
書
構
成
の
中
で
、こ
れ
ら
が
礼
の
儀
式
に
則
っ
て
行
わ
れ
、

さ
ら
に
暦
に
配
置
さ
れ
た
自
然
現
象
の
受
容
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
。『
斉
民
要
術
』

に
お
け
る
暦
と
所
作
の
関
係
は
、
こ
の
書
を
構
成
す
る
思
想
の
中
心

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
淵
源
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
態

は
陰
陽
五
行
説
か
ら
派
生
す
る
も
の
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　

戦
国
時
代
末
、
斉
国
稷
下
の
学
に
お
け
る
鄒
衍
の
陰
陽
五
行
説

は
、
今
思
え
ば
牽
強
附
会
な
理
屈
で
は
あ
る
も
の
の
、
時
代
や
そ
れ

ま
で
の
思
想
観
を
考
慮
す
れ
ば
そ
れ
な
り
に
寛
容
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
統
計
や
膨
大
な
経
験
値
に
よ
る
哲
学
的
な
解
釈

を
以
っ
て
論
の
構
築
に
至
っ
て
い
る
か
ら
だ
。（
鄒
衍
は
戦
国
時
代

の
ひ
と
。
彼
の
ほ
か
稷
門
に
は
儒
家
の
孟
子
、
墨
家
の
尹
文
、
兵
法

家
の
孫
臏
、
少
し
遅
れ
て
儒
家
の
荀
子
な
ど
が
斉
の
地
で
学
ん
で
い

る
。）

　

鄒
衍
は
、
孔
子
の
尚
徳
と
施
与
の
思
想
を
受
け
て
、
五
行
の
徳
を

そ
の
循
環
と
陰
陽
の
消
長
を
以
っ
て
方
位
と
季
節
に
結
合
し
た
。
い

わ
ゆ
る
「
陰
陽
主
運
説
」
を
主
張
し
た
。『
漢
書
』
芸
文
志
は
儒
家

に
つ
い
て
「
人
君
を
助
け
、
陰
陽
に
順
い
、
教
化
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
」
と
あ
り
、
日
原
利
国
氏
に
よ
る
と
、「
陰
陽
説
が
儒
家
思
想

に
溶
け
込
ん
だ
後
漢
中
期
に
書
か
れ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
。
戦
国
の
頃

お
そ
ら
く
漢
初
か
ら
儒
教
と
結
び
つ
い
た
陰
陽
説
は
、
時
代
の
進
む

に
つ
れ
て
儒
家
思
想
の
深
部
に
く
い
入
り
、
そ
の
内
容
を
豊
か
に
し
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た
だ
け
で
な
く
本
質
に
か
か
わ
る
ほ
ど
広
く
強
く
融
合
す
る
。」

⑿

と
い
う
。
要
す
る
に
陰
陽
説
の
概
念
が
経
典
と
融
合
し
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
魏
晋
南
北
時
代
に
向
か
っ
て
「
老
荘
に
易

経
を
加
え
た
玄
学
、
―
こ
の
教
養
が
知
識
人
の
必
須
の
資
格
と
し
て

公
認
さ
れ
た
」
老
荘
思
想
の
存
在
が
こ
れ
ら
を
大
き
く
包
み
込
ん
で

い
っ
た
現
象
も
見
逃
せ
な
い
。⒀
社
稷
で
あ
る
経
済
基
盤
の
農
業
振

興
が
富
国
を
導
き
、そ
れ
が
尚
徳
と
施
与
の
実
践
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

ま
さ
に
「
礼
の
執
」
で
あ
り
、
お
の
ず
と
経
典
に
取
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
が
『
礼
記
』
月
令
の
源
泉
と
な
っ
た
と
す
る
所
の

も
の
で
あ
る
。『
斉
民
要
術
』と
経
学
と
の
接
点
は
こ
こ
に
存
在
す
る
。

尚
徳
と
施
与
を
中
心
と
し
た
徳
の
実
施
を
経
典
と
の
接
点
と
し
て
、

ま
た
、
社
稷
安
定
の
源
で
あ
る
経
済
を
支
え
る
た
め
の
農
業
技
術
書

も
ま
た
王
朝
経
営
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
組
み
込
む
必
要
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

『
斉
民
要
術
』
と
歳
時
記
の
関
係
は
、『
礼
記
』
月
令
が
そ
の
中
心

を
貫
き
、
季
節
ご
と
に
行
う
所
作
と
風
土
に
根
ざ
し
た
管
理
を
教
え

諭
す
。
土
地
、
動
植
物
、
道
具
の
管
理
、
加
工
、
保
存
、
作
物
の
市

場
取
引
等
一
連
の
循
環
を
農
事
歳
時
記
に
沿
わ
せ
て
い
る
。
む
し

ろ
、春
秋
戦
国
か
ら
秦
漢
を
へ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
生
活
の
技
術
が
、

先
秦
の
試
行
錯
誤
を
経
て
漢
代
経
学
の
議
論
に
よ
っ
て
意
見
集
約
さ

れ
、
混
沌
の
中
、
さ
ら
に
新
し
い
仏
教
や
道
教
を
抱
擁
し
て
出
来
上

が
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
学
問
の
集
大
成
と
し
て
、『
斉
民
要
術
』
は

南
北
朝
時
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
農
書
経
済
書
と
言
え
る
。

　

農
書
と
し
て
の
『
斉
民
要
術
』
に
は
、
秦
代
の
『
呂
氏
春
秋
』、

前
漢
の
『
淮
南
子
』、後
漢
の
『
氾
勝
之
書
』、『
四
民
月
令
』、『
周
官
』

及
び
『
礼
記
』
月
令
に
そ
の
出
典
を
見
る
。
こ
れ
ら
は
経
験
的
に
確

立
し
た
具
体
的
な
技
術
と
季
節
と
の
相
関
を
う
た
い
、
そ
こ
に
礼
の

秩
序
を
以
っ
て
全
体
を
整
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
引
用
条
数

を
見
る
と
上
記
の
六
書
だ
け
で
一
一
二
条
（
12
・
８
％
）
の
引
用
が

あ
り
、
こ
れ
ら
が
骨
格
の
中
心
と
な
り
、
言
葉
の
解
釈
や
格
言
、
具

体
的
な
博
物
知
識
を
網
羅
し
、
全
体
を
捕
捉
す
る
構
成
と
な
っ
て
い

る
。

　

そ
れ
で
は
『
斉
民
要
術
』
の
構
成
と
内
容
を
述
べ
る
。

『
斉
民
要
術
』
は
、
全
十
巻
の
農
書
で
あ
る
が
、
大
き
く
見
る
と
巻

一
か
ら
巻
六
ま
で
の
「
生
産
に
関
す
る
篇
」
と
巻
七
か
ら
巻
九
ま
で

の
「
応
用
に
関
す
る
篇
」、
巻
十
の
「
南
方
の
植
物
篇
」
の
三
つ
に

分
類
で
き
る
。
南
方
植
物
を
紹
介
す
る
巻
十
を
除
け
ば
、「
生
産
篇
」

に
つ
い
て
は
四
時
の
推
移
を
察
知
し
、
適
切
な
作
業
を
行
う
こ
と
で

あ
り
、「
応
用
篇
」
は
無
駄
な
く
農
生
産
物
を
利
用
し
、
或
い
は
商

品
化
し
流
通
を
考
慮
し
て
拡
大
再
生
産
を
奨
励
す
る
。
そ
れ
ら
は
全

篇
を
通
し
て
『
孟
子
』
梁
恵
王
の
「
五
畝
の
宅
地
で
桑
を
植
え
さ
せ

れ
ば
、
五
十
過
ぎ
の
老
人
に
は
絹
を
着
せ
て
や
る
こ
と
が
で
き
、
適

切
に
家
畜
の
飼
育
を
行
え
ば
、
七
十
過
ぎ
の
老
人
に
は
肉
を
食
べ
さ

せ
ら
れ
る
。
繁
忙
期
に
徴
用
し
な
け
れ
ば
、
八
家
の
家
族
は
飢
え
る
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こ
と
も
な
い
。
教
育
を
重
視
し
、
孝
悌
の
徳
を
広
め
れ
ば
、
白
髪
の

老
人
に
労
働
を
科
す
こ
と
も
な
い
。
老
人
は
絹
を
着
て
、肉
を
食
べ
、

民
が
飢
え
も
寒
さ
に
震
え
る
こ
と
も
な
い
。（
五
畝
之
宅
、
樹
之
以

桑
、
五
十
者
、
可
以
衣
帛
矣
。
鶏
豚
狗
彘
之
畜
、
無
失
其
時
、
七
十

者
、
可
以
食
肉
矣
。
百
畝
之
田
、
勿
奪
其
時
、
八
口
之
家
、
可
以
無

飢
矣
。
謹
庠
序
之
教
、
申
之
以
孝
悌
之
義
、
頒
白
者
、
不
負
戴
於
道

路
矣
。
老
者
衣
帛
食
肉
、
黎
民
不
飢
不
寒
。）」
の
思
想
が
反
映
し
て

お
り
、『
斉
民
要
術
』
巻
一
第
三
種
穀
に
引
用
し
、
そ
の
精
神
は
全

篇
を
通
し
て
貫
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
政
治
の
在
り
方
を
『
孟

子
』
は
説
く
。『
斉
民
要
術
』
で
は
、
入
村
の
際
、「
必
ず
そ
の
軽
重

そ
の
分
に
応
じ
て
薪
を
持
っ
て
来
さ
せ
、
白
髪
の
老
人
に
は
携
行
さ

せ
な
い
」
と
引
用
加
筆
し
て
、
い
た
わ
り
の
気
持
ち
が
現
わ
れ
、
ま

た
冬
季
に
お
け
る
婦
人
の
労
働
の
必
務
奨
励
を
説
い
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、
順
調
な
農
事
の
履
行
に
よ
っ
て
一
家
が
繁
栄
し
、
そ

う
な
れ
ば
先
輩
を
ね
ぎ
ら
う
事
も
児
童
青
年
に
教
育
を
施
す
こ
と
が

で
き
る
。
勧
農
の
意
義
を
説
き
、
粛
々
と
労
働
に
勤
し
む
こ
と
を
、

民
の
義
務
と
し
、
こ
れ
が
全
篇
を
通
貫
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。

さ
ら
に
序
の
『
管
子
』
の
引
用
は
そ
の
本
体
を
説
い
て
い
る
。「
一

人
の
農
夫
が
耕
作
を
怠
れ
ば
民
に
中
に
そ
れ
だ
け
飢
え
る
も
の
が
あ

り
、
一
人
の
婦
人
が
織
る
こ
と
を
怠
れ
ば
民
の
中
に
そ
れ
だ
け
凍
え

る
も
の
が
あ
る
。
倉
廩
満
ち
て
礼
節
を
知
り
、
衣
食
足
り
て
栄
辱
を

知
る
。」⒁
こ
こ
に
勤
労
の
意
義
が
凝
縮
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
斉
民

要
術
』
に
於
い
て
も
何
よ
り
孝
の
精
神
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
察

知
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

漢
魏
に
お
け
る
経
典
解
釈
議
論
、
後
漢
末
に
お
け
る
経
学
絶
対
主

義
に
対
す
る
懐
疑
、
つ
ま
り
批
判
の
哲
学
思
考
を
経
て
、
南
北
朝
時

代
へ
と
突
入
す
る
。
そ
こ
で
は
現
実
的
な
思
考
と
科
学
的
論
理
へ
の

接
近
も
あ
っ
た
。
そ
う
と
は
言
え
経
学
的
思
考
を
軸
に
置
い
た
幅
広

い
教
養
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
老
荘
や
仏
教
、
さ
ら
に
客
観
的
立
場

で
な
お
讖
緯
思
想
を
も
受
容
し
、
ど
う
し
て
も
理
解
不
可
能
な
事
象

に
つ
い
て
も
真
摯
に
対
応
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
南
朝
に
お
け
る

文
学
の
時
代
、
北
朝
に
お
け
る
訓
詁
の
姿
勢
。
交
流
は
あ
っ
た
に
せ

よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
王
朝
の
特
性
が
反
映
さ
れ
た
学
問
体
系
が
展
開
さ

れ
て
い
た
。
五
三
四
年
前
後
に
書
か
れ
た
と
す
る
『
斉
民
要
術
』⒂

の
舞
台
は
当
時
北
朝
に
所
属
し
て
い
た
。
執
筆
は
北
魏
滅
亡
後
高
歓

に
よ
る
東
魏
時
代
ま
で
至
る
可
能
性
は
あ
る
。⒃
北
魏
王
朝
に
お
い

て
は
、
北
朝
経
学
の
影
響
を
受
け
、
訓
詁
と
家
学
継
承
の
伝
統
が
あ

る
。
北
学
は
、
細
部
に
深
く
思
慮
す
る
も
の
の
広
く
俯
瞰
で
き
な
い

と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。
遡
る
こ
と
南
朝
劉
宋
の
滅
亡
（
四
七
九

年
）
に
よ
り
現
山
東
省
の
境
界
が
南
下
し
た
。
そ
し
て
北
魏
の
滅
亡

（
五
三
四
年
）
と
な
る
。
つ
ま
り
、
撰
者
賈
思
勰
の
舞
台
が
劉
宋
か

ら
北
魏
王
朝
の
領
域
に
取
り
込
ま
れ
た
後
、
文
化
が
混
在
混
沌
、
更

に
繁
栄
と
滅
亡
の
約
五
〇
年
間
を
経
験
す
る
地
域
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
劉
宋
滅
亡
当
時
、
士
大
夫
が
北
朝
へ
投
降
し
た
り
、
南
朝
へ
逃
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避
す
る
大
夫
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
南
北
戦
い
の
停
滞
期
も
あ
り
、
民

間
で
の
商
業
活
動
や
何
ら
か
の
交
流
は
あ
っ
た
、
と
考
え
る
。
一
部

の
豪
族
や
そ
れ
に
伴
う
書
籍
の
移
動
な
ど
『
斉
民
要
術
』
に
お
け
る

引
用
文
献
を
見
る
と
あ
る
程
度
の
推
測
が
付
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

３
．『
斉
民
要
術
』
と
『
礼
記
』
月
令
（
が
つ
り
ょ
う
）

　

月
ご
と
の
歳
時
を
示
す
内
容
は
、『
礼
記
』
月
令
を
中
心
に
後
漢

の
『
四
民
月
令
』
な
ど
の
具
体
的
な
所
作
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
。『
礼

記
』
月
令
の
始
ま
り
は
秦
代
の
『
呂
氏
春
秋
』
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で

の
習
慣
や
慣
例
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
戦
国
期
末
、
稷
門
の
鄒

衍
に
始
ま
る
陰
陽
五
行
説
は
、
現
在
『
管
子
』
四
時
篇
に
現
存
し
て

お
り
、秦
の
宰
相
呂
不
韋
が
『
呂
氏
春
秋
』
を
編
纂
す
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ら
を
採
り
、『
淮
南
子
』
の
『
時
則
十
二
紀
』
と
な
っ
た
。
漢

の
武
帝
が
汶
上
に
明
堂
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
、
四
時
家
が
諸
子
と

し
て
認
め
ら
れ
、
天
子
の
治
に
相
ふ
さ
わ
し
い
月
令
が
意
図
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。「『
時
則
十
二
紀
』
に
基
づ
き
諸
篇
を
採
っ
て
天
子

諸
侯
卿
大
夫
の
制
度
を
増
益
し
た
も
の
が
『
明
堂
月
例
』
で
あ
り
、

後
漢
末
に
馬
融
が
こ
れ
を
表
彰
し
『
礼
記
』
と
題
し
た
」。⒄
こ
れ
が

『
礼
記
』月
令
の
由
来
で
あ
る
。
鄒
衍
の
尚
徳
と
施
与
の
考
え
が『
礼

記
』
月
令
と
し
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

経
典
の
研
究
は
す
な
わ
ち
、
古
代
に
於
け
る
王
朝
経
営
バ
イ
ブ
ル

の
解
釈
で
あ
り
、
政
治
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
研
究
で
も
あ
る
。
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
徹
底
し
た
階
級
社
会
の
構
築
と
そ
の
絶
対
性
を
担
保

す
る
た
め
の
聖
典
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
漢
代
は
孔
子
の
絶

対
性
を
構
築
す
る
こ
と
で
法
で
は
な
い
仁
徳
の
思
想
に
よ
る
統
制
機

構
を
作
り
上
げ
よ
う
試
み
て
い
た
。
解
釈
は
恣
意
的
に
行
わ
れ
て
、

時
の
要
求
に
あ
っ
た
解
釈
、
い
わ
ば
「
春
秋
の
義
」
に
よ
っ
て
「
属

事
比
事
」⒅
が
な
さ
れ
、
主
張
の
根
拠
と
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
、

『
春
秋
』
に
語
ら
せ
た
と
も
考
え
る
。
そ
の
目
的
は
周
か
ら
始
ま
り

孔
子
を
経
由
し
、
振
り
子
の
よ
う
に
思
想
が
混
沌
と
し
て
も
な
お
そ

こ
に
底
流
す
る
中
華
の
本
質
、「
一
統
を
大
（
と
う
と
）
ぶ
」、
つ
ま

り
天
と
天
子
を
中
心
に
置
い
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
、
集
権
体
制
の

確
立
が
漢
代
に
お
い
て
連
綿
と
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

経
学
は
孔
子
学
派
の
編
纂
し
た
経
典
を
研
究
す
る
学
問
で
、
五
経

と
言
わ
れ
る
経
典
が
そ
れ
で
あ
る
。『
易
』：
宇
宙
論
、
処
世
哲
学
、

思
想
の
書
。『
書
』：
古
代
帝
王
の
演
説
を
筆
録
し
た
も
の
。『
詩
』：

諸
国
の
民
謡
を
集
め
た
詩
集
。『
礼
』：
家
庭
の
礼
儀
作
法
か
ら
国
家

の
制
度
に
至
る
礼
儀
の
書
。『
春
秋
』：
魯
国
君
主
隠
公
元
年
（
前

七
二
二
）
か
ら
哀
公
一
四
年
（
前
四
八
一
）
の
魯
国
の
歴
史
で
あ
る
。

後
世
に
『
論
語
』『
孟
子
』、『
礼
記
』
の
中
の
『
大
学
』
編
と
『
中
庸
』

編
を
取
り
出
し
た
も
の
宋
代
以
降
の
四
書
五
経
と
な
る
。
こ
の
中
の

『
礼
』
す
な
わ
ち
『
三
礼
』（『
周
礼
』『
礼
記
』『
儀
礼
』）
の
『
礼
記
』

月
令
編
が
暦
に
関
す
る
編
で
、「
が
つ
り
ょ
う
」
と
読
む
。
語
義
は
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「
月
づ
き
の
政
令
」
で
あ
り
、
一
二
か
月
に
わ
た
る
天
文
や
歴
術
に

関
す
る
記
事
、
季
節
の
推
移
に
応
ず
る
自
然
界
の
変
化
に
関
す
る
記

事
、
種
々
の
年
中
行
事
、
禁
止
事
項
、
そ
の
際
の
災
害
に
つ
い
て
ま

で
記
述
が
あ
る
。⒆

　

で
は
『
斉
民
要
術
』
が
引
用
す
る
『
礼
記
』
月
令
の
例
を
挙
げ
る
。

　
「
四
民
月
令
に
言
う
、
孟
春
の
月
、
天
子
そ
の
元
日
に
、
そ
の
年

の
穀
の
豊
熟
を
上
帝
に
祈
る
。【
鄭
玄
註
に
い
う
、「
上
辛
の
日
に
郊

に
天
を
祭
る
。
春
秋
の
伝
に
、
春
の
郊
祭
は
后
稷
を
祭
り
農
事
を
祈

る
、
と
あ
る
ご
と
し
。
故
に
啓
蟄
に
郊
祭
し
、
郊
祭
が
終
わ
っ
て
か

ら
耕
を
始
め
る
。
上
帝
と
は
太
微
の
帝
を
言
う
。」】」　

太
微
の
帝
＝

星
座
、
星
官

　

月
令
を
引
用
し
、
さ
ら
に
後
漢
の
大
儒
鄭
玄
の
註
を
添
え
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
政
令
で
あ
る
旨
を
示
す
天
子
の
詔
勅
政
令
と
し
て

の
月
令
は
、
こ
の
『
礼
記
』
月
令
が
最
後
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
歳

時
記
と
な
っ
て
、
後
漢
崔
寔
の
『
四
民
月
令
』、『
斉
民
要
術
』、
南

朝
梁
宗
懍
に
よ
る
『
荊
楚
歳
時
記
』、武
帝
蕭
衍
の
長
子
蕭
統
の
『
錦

帯
書
』、隋
に
は『
玉
燭
宝
典
』が
杜
台
卿
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
っ

た
。
唐
に
お
い
て
は
韓
鄂
の『
歳
華
紀
麗
』及
び
農
書『
四
時
纂
要
』、

ま
た
は
孫
思
邈
の
『
千
金
月
令
』
な
ど
で
あ
る
。
唐
代
の
医
学
者
で

あ
る
孫
思
邈
は
主
著
に
『
備
急
千
金
要
方
』
が
あ
る
。
宋
代
に
な
る

と『
乾
淳
歳
時
記
』、『
歳
時
廣
記
』な
ど
が
出
版
さ
れ
、明
代
に
は『
日

渉
編
』、『
一
歳
芳
華
』、
清
代
に
な
る
と
『
水
月
令
』、『
新
増
月
日

紀
古
』、敦
崇
の
『
燕
京
歳
時
記
』
な
ど
が
そ
の
系
統
を
伝
え
て
い
る
。

『
礼
記
』
月
令
の
の
ち
勅
令
と
し
て
の
月
令
は
、
実
社
会
に
即
し
た

歳
時
記
に
そ
の
内
容
を
委
ね
て
、
農
業
を
基
盤
と
し
た
経
済
の
循
環

に
規
律
を
示
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

『
礼
記
』
月
令
は
、
基
本
的
に
時
節
に
沿
っ
て
や
る
べ
き
こ
と
、
お

よ
び
禁
止
事
項
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
再
び
『
斉
民
要
術
』
が
引
用

す
る
『
礼
記
』
月
令
の
例
を
挙
げ
る
。「
孟
夏
の
月
、農
を
い
た
わ
り
、

民
を
励
ま
し
て
農
の
適
期
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。
農
に
命
じ
て

勉
励
せ
し
め
、
都
に
残
っ
て
休
ん
で
い
る
よ
う
な
こ
と
無
か
ら
し
め

る
。」、「
中
冬
の
月
、
土
功
を
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
。
蓋
蔵
せ
る

も
の
を
開
か
な
い
よ
う
、
ま
た
室
屋
の
封
じ
て
あ
る
も
の
を
開
か
な

い
よ
う
用
心
せ
よ
。地
気
が
漏
れ
出
る
か
ら
で
あ
る
。」、「
季
冬
の
月
、

…
年
が
将
に
改
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
而
（
な
ん
じ
）
の
農
民

を
し
て
農
事
に
専
心
せ
し
め
、
他
の
こ
と
に
使
役
し
な
い
よ
う
に
せ

よ
。」
等
。

　

法
と
し
て
の
政
令
の
対
象
は
、
農
民
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
農
民
を
管
理
指
導
す
る
下
級
役
人
で
あ
る
農
官
に
対
す
る
も
の

で「
農
に
命
じ
て
」の
農
と
は
農
官
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
斉

民
要
術
』
編
纂
の
目
的
は
下
級
役
人
で
あ
る
農
官
の
た
め
の
指
南
書

と
し
て
作
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。⒇
ま
た
、
前
漢

末
、
敦
煌
懸
泉
置
出
土
の
壁
書
『
指
示
月
令
詔
条
』
で
は
、
時
令
の

観
念
だ
け
で
は
な
く
、
政
事
の
規
範
と
し
て
月
ご
と
の
明
確
な
規
定
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が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
経
緯
と
し
て

は
詔
勅
と
し
て
、
ま
た
天
子
興
徳
の
象
徴
行
為
と
し
て
時
令
の
意
味

も
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
漢
書
』
宣
帝
紀
に
お
け
る
「
春
夏

を
も
っ
て
巣
を
摘
し
卵
を
探
し
、
飛
鳥
を
弾
射
す
を
う
る
こ
と
な
か

れ
。
具
し
て
令
と
為
せ
。」
で
は
「「
令
」
を
尊
守
す
べ
き
法
令
と
し

て
位
置
付
け
る
役
割
を
果
た
し
、
皇
帝
の
詔
に
令
と
し
て
の
性
格
を

付
与
す
る
法
律
用
語
で
あ
り
、
立
法
化
を
意
味
す
る
文
言
で
あ
る
と

さ
れ
る
。」�
と
の
意
見
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
背
後
に
は
勧

農
を
推
進
し
、
富
国
強
兵
を
目
的
と
し
た
国
力
の
増
強
が
考
え
ら
れ

る
。

４
．
南
北
朝
時
代
に
至
る
思
想
の
変
遷
と
『
斉
民
要
術
』

　

春
秋
時
代
よ
り
南
北
朝
時
代
に
至
る
ま
で
の
古
代
思
想
形
成
の
変

遷
は
、
太
古
の
思
想
を
孔
子
や
孔
子
に
仮
託
し
た
儒
者
が
一
つ
の
方

向
性
を
付
け
た
。
始
ま
り
は
弟
子
が
そ
の
思
想
を
伝
え
つ
つ
戦
国
期

の
諸
子
百
家
が
思
索
を
重
ね
、
戦
国
末
期
斉
国
稷
門
に
お
け
る
一
つ

の
具
体
的
な
方
向
性
が
確
立
し
て
い
っ
た
。
秦
に
お
け
る
法
家
の
極

端
な
政
策
の
末
、
漢
の
時
代
に
突
入
し
た
。
孔
子
の
言
葉
を
集
め
た

書
物
に
『
論
語
』
二
十
編
が
あ
る
が
、「
述
べ
て
作
ら
ず
」
の
ご
と
く
、

そ
の
思
い
は
没
後
年
月
を
経
過
し
多
く
の
手
を
経
て
編
纂
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
孔
子
は
「
人
間
道
徳
の
根
源
を
天
命
に
帰
す
る
こ
と
は

中
国
古
代
の
民
俗
信
仰
で
あ
っ
て
、
孔
子
は
我
々
人
間
の
心
の
内
に

先
天
的
に
具
備
し
て
い
る
親
愛
の
情
が
即
ち
天
か
ら
賦
命
さ
れ
た
道

徳
性
、
こ
れ
を
拡
充
す
る
こ
と
が
即
ち
仁
道
で
あ
る
と
意
識
さ
れ

た
。」�
と
の
思
い
が
あ
る
。「
子
四
つ
を
以
っ
て
教
う
、
文
・
行
・
忠
・

信
。（
文
は
詩
書
、行
は
孝
悌
或
い
は
礼
、忠
と
信
は
義
の
意
味
）」（『
論

語
』
述
而
）
と
あ
り
、当
時
ま
だ
儒
家
の
経
典
は
詩
、書
の
み
で
あ
り
、

孝
悌
は
礼
に
順
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
本
格
的
に
経
典
が

研
究
さ
れ
編
纂
さ
れ
た
の
は
ほ
ぼ
漢
代
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

孔
子
没
後
に
門
人
に
よ
っ
て
そ
の
教
え
は
曾
子
・
子
思
の
本
質
論
派

と
子
遊
・
子
夏
の
形
式
論
派
の
二
つ
に
分
派
し
、
ま
た
戦
国
時
代
に

入
っ
て
儒
家
を
含
む
諸
子
百
家
に
よ
っ
て
お
お
い
に
思
索
の
段
階
に

入
っ
た
。
戦
国
後
期
稷
門
で
学
ん
だ
孟
子
や
稷
門
の
系
統
を
踏
む
荀

子
な
ど
も
思
想
を
以
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
系
統
対
立
し
て
い
る
。
孔
子

門
下
の
子
遊
を
重
視
す
る
荀
子
は
礼
至
上
主
義
を
以
っ
て
子
思
・
孟

子
に
対
抗
し
た
。
孟
子
は
即
ち
「
恕
を
強
め
て
行
う
仁
を
求
む
る
よ

り
近
き
な
し
」（『
孟
子
』）、
孔
子
の
忠
恕
の
道
徳
性
に
よ
っ
て
善
悪

を
判
断
す
る
立
場
を
示
し
た
。
両
者
は
孔
子
を
重
ん
ず
る
儒
家
の
系

統
で
あ
り
、
多
義
性
を
抱
擁
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
ま
だ
鷹
揚

な
学
問
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
漢
代
に
展
開
す
る
王

朝
や
五
経
博
士
に
よ
る
学
官
擁
立
が
、
そ
の
後
の
学
問
の
主
流
と
な

る
。『
孟
子
』
が
漢
代
に
重
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
革
命
思

想
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
が
、『
春
秋
』
と
『
孟
子
』
は
深
い

関
係
が
あ
り

�

、
特
に
『
公
羊
春
秋
』
の
教
義
に
お
い
て
は
『
孟
子
』
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的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

秦
の
焚
書
坑
儒
に
よ
っ
て
儒
家
が
排
斥
さ
れ
た
た
め
、
前
後
漢
を

通
し
て
今
文
古
文
経
学
の
論
争
が
起
こ
っ
た
。
経
典
の
伝
承
方
法
に

お
い
て
時
の
権
力
が
ど
の
よ
う
に
介
在
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
漢
の
武
帝
は
董
仲
舒
を
用
い
て
儒
教
一
尊
政
策
に
よ
り

諸
子
を
排
除
す
る
政
策
を
施
行
し
た
。
前
後
漢
時
代
を
通
じ
て
今
文

経
学
が
主
流
と
な
る
の
は
、
全
体
と
し
て
の
風
潮
が
あ
っ
た
も
の

の
、
儒
教
の
国
教
化
を
図
っ
た
董
仲
舒
の
進
言
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
前
漢
初
の
儒
学
魯
学
派
の
系
統
は
荀
子
の
礼
を
中
心
と
し
た

思
想
で
あ
り
、
儒
学
斉
学
派
に
位
置
す
る
董
仲
舒
は
子
思
・
孟
子
派

の
流
れ
を
く
み
、
そ
の
根
拠
を
『
公
羊
春
秋
』
に
置
い
た
。
董
仲
舒

以
降
を
斉
学
派
と
も
い
う
。�
『
孟
子
』
と
の
接
点
を
こ
こ
に
見
る
。

董
仲
舒
は
①
天
命
に
順
い
政
を
行
い
、
②
教
化
に
よ
っ
て
民
性
を
高

め
、
③
法
度
を
制
し
て
民
の
欲
を
節
す
る
と
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ま
ず
①
、「
天
人
相
与
の
関
係
（
国
家
政
治
の
善
悪
は

天
が
災
異
を
示
し
て
人
主
に
警
告
す
る
」�
に
よ
っ
て
天
子
の
暴
走

を
防
ぐ
こ
と
を
示
し
た
。
②
教
化
と
は
、「
南
面
し
て
天
下
を
治
む

る
や
強
化
を
以
っ
て
大
務
と
な
さ
ざ
る
な
し
。
大
学
を
以
っ
て
国
を

教
え
、
痒
序
（
学
校
）
を
設
け
て
以
っ
て
道
を
化
し
、
民
を
漸
（
う

る
お
）
す
に
仁
を
以
っ
て
民
を
摩
（
つ
と
）
む
る
に
誼
（
義
）
を
以
っ

て
し
、
民
を
節
す
る
に
礼
を
以
っ
て
す
、
故
に
其
刑
罪
甚
だ
軽
く
し

て
禁
犯
さ
れ
ざ
る
も
の
は
教
化
行
わ
れ
て
習
俗
美
し
け
れ
ば
な
り
。」

（『
漢
書
』
本
伝
）
つ
ま
り
教
育
の
重
要
性
を
説
く
。
③
法
度
を
正

す
と
は
、『
漢
書
』
本
伝
に
よ
る
と
「
諸
六
芸
の
科
に
あ
ら
ず
孔
子

の
術
に
あ
ら
ざ
る
も
の
は
皆
そ
の
道
を
絶
ち
て
並
進
す
る
勿
ら
し
め

む
。
邪
僻
の
説
滅
息
し
て
然
し
て
後
統
紀
一
に
す
べ
く
し
て
法
度
明

ら
か
に
す
べ
く
民
従
う
所
を
知
ら
ん
。」
異
端
の
説
を
避
け
て
儒
家

の
道
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
公
羊
春
秋
に

お
け
る
「
一
統
を
大
（
と
う
と
）
ぶ
」
を
標
榜
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

「
王
権
に
よ
る
国
家
統
一
の
重
視
を
施
し
、
強
大
な
君
主
権
は
こ
の

目
的
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
べ
き
も
の
」（
日
原
）、
と
す
る
。
ま
さ

に
中
華
思
想
を
進
め
る
根
拠
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日

原
に
よ
る
と
、
こ
の
「
君
主
権
は
天
命
に
よ
る
も
の
で
、
天
は
な
ぜ

君
主
を
命
じ
た
の
か
、
民
は
い
ま
だ
善
な
る
能
わ
ざ
る
性
を
天
よ
り

受
け
、
し
こ
う
し
て
性
を
成
す
の
教
え
を
王
よ
り
受
け
る
。
王
は
天

意
を
受
け
て
民
の
性
を
成
す
を
も
っ
て
任
と
為
す
者
」
教
化
は
王
権

を
以
っ
て
王
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に「
人

間
を
統
治
に
対
象
に
お
き
、
性
を
王
教
の
客
体
と
し
て
把
握
す
る
、

政
治
学
的
な
性
論
を
構
成
し
た
」と
日
原
は
言
う
。�
さ
ら
に
、性（
仁

徳
の
気
）
と
情
（
貪
欲
の
気
）
は
陰
と
陽
の
関
係
で
、
放
置
す
れ
ば

争
乱
を
生
じ
秩
序
が
破
ら
れ
る
。
行
為
の
準
則
を
定
め
て
制
御
す
る

も
の
が
礼
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
春
秋
』
の
解
釈
に
基
づ
く
思
想

は
王
権
に
制
約
を
持
た
せ
、
儒
家
主
義
に
よ
る
漢
代
政
治
の
一
つ
の

方
向
を
示
し
た
。
董
仲
舒
の
災
異
思
想
、「
天
人
相
与
の
際
を
見
る
」
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は
、
君
主
の
暴
走
を
抑
え
る
根
拠
と
な
っ
た
が
、
王
権
の
絶
対
性
を

確
立
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
董
仲
舒
の
思
想
背
景
は

斉
学
派
に
あ
り
、
斉
稷
門
の
鄒
衍
の
陰
陽
五
行
説
を
大
々
的
に
取
り

入
れ
た
始
ま
り
で
も
あ
る
。�

　

陰
陽
五
行
説
の
経
学
と
し
て
の
根
拠
は
尚
徳
と
施
与
で
あ
る
、
と

前
段
に
示
し
た
。
尚
徳
に
つ
い
て
、『
論
語
』
為
政
に
は
「
政
を
為

す
に
徳
を
以
っ
て
せ
ば
、
た
と
え
ば
北
辰
そ
の
所
に
居
り
て
衆
星
こ

れ
に
響
く
が
ご
と
し
」
と
あ
り
、
施
与
に
つ
い
て
は
「
子
貢
曰
く
、

も
し
博
く
民
に
施
し
て
能
く
衆
を
済
は
ば
い
か
ん
、
仁
と
謂
ふ
べ
き

か
と
、
子
曰
く
、
何
ぞ
仁
を
事
と
せ
ん
、
必
ず
や
聖
か
、
堯
舜
も
そ

れ
な
ほ
こ
れ
を
病
め
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
五
行
を
民
生
必
須
の
五

材
（
水
＝
潤
下
、
火
＝
炎
上
、
木
＝
曲
直
、
金
＝
従
革
、
土
＝
稼
穡
）

の
実
現
を
言
い
、
鄒
衍
は
君
徳
と
し
て
王
道
実
現
を
実
施
す
べ
き
と

し
た
。
さ
ら
に
方
位
や
四
季
と
結
合
し
、
四
季
の
徳
を
内
包
す
る
も

の
と
し
て
る
木
徳
＝
喜
嬴
（
よ
ろ
こ
び
が
あ
つ
ま
る
）、
火
徳
＝
施

舎
（
住
居
を
施
す
）、
土
徳
＝
実
、
金
徳
＝
憂
哀
（
悲
し
み
憂
う
）、

水
＝
淳
越
（
人
情
が
す
こ
ぶ
る
篤
い
）
の
徳
を
実
現
す
べ
き
も
の
と

し
て

�

、
四
季
の
時
令
（
勅
令
）
に
よ
っ
て
施
与
の
治
政
を
説
い
た
。

こ
の
思
想
と
並
行
し
て
陰
陽
の
循
環
を
受
容
す
る
必
要
が
あ
る
。
即

ち
自
然
災
害
に
な
ど
の
異
常
現
象
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
で
あ
っ

た
。
董
仲
舒
は
こ
の
変
調
を
小
な
る
災（
災
害
）と
大
な
る
異（
怪
異
）

と
呼
び
、
君
主
の
暴
走
を
制
約
す
る
、
い
わ
ゆ
る
災
異
思
想
（
君
主

の
天
意
に
背
く
行
為
に
よ
る
警
告
）
を
展
開
し
た
。
日
原
は
、
こ
れ

は
『
春
秋
経
』
に
も
『
公
羊
伝
』
に
も
な
く
、
董
仲
舒
の
功
績
で
あ

る
、
と
い
う
。
ま
さ
に
発
明
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
段
階
に
お
い
て

は
過
去
の
事
象
に
つ
い
て
参
考
と
す
る
立
場
で
あ
っ
た
も
の
が
、
や

が
て
災
異
の
予
言
、
未
来
記
的
理
説
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。
非

合
理
非
科
学
的
な
説
は
や
が
て
孔
子
を
超
人
化
・
神
格
化
し
、
理
性

の
対
象
か
ら
宗
教
的
信
仰
の
対
象
へ
と
転
じ
た
。�

　

こ
の
よ
う
な
、
今
文
経
学
の
暴
走
と
も
い
え
る
精
神
論
中
心
主
義

は
、
結
果
的
に
讖
緯
思
想
と
と
も
に
王
朝
の
絶
対
的
存
在
価
値
を
担

保
す
る
よ
う
な
宗
教
性
の
導
入
に
よ
っ
て
、
や
が
て
そ
の
空
虚
な
観

念
世
界
へ
と
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
後
漢
に
起
こ
る
訓
詁

学
を
中
心
と
し
た
古
文
経
学
の
流
行
で
あ
る
。『
斉
民
要
術
』
の
古

文
解
釈
に
は
後
漢
末
の
鄭
玄
や
許
慎
『
説
文
解
字
』
が
利
用
さ
れ
て

お
り
、
魏
晋
を
経
た
南
北
朝
時
代
に
お
い
て
は
人
文
自
然
科
学
に
お

い
て
客
観
的
な
観
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。古
漢
籍
の
解
釈
注
釈
に
は
、

鄭
玄
、
許
慎
、
服
虔
、
鄭
衆
、
賈
逵
ら
の
名
前
が
散
見
で
き
、
経
学

を
客
観
的
に
捉
え
て
お
り
、
さ
ら
に
経
典
で
あ
る
緯
書
が
多
く
引
用

さ
れ
て
い
る
。
客
観
的
観
察
と
不
可
思
議
な
事
象
へ
の
止
揚
（
棚
上

げ
）
と
も
と
れ
る
弁
証
法
的
引
用
方
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
漢
代
の

経
典
研
究
に
お
け
る
そ
の
趨
勢
を
経
過
す
る
こ
と
で
、
経
学
的
、
批

判
的
哲
学
議
論
が
起
こ
り
、
結
果
、
実
利
的
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

に
接
近
、
経
験
し
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
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う
に
し
て
南
北
朝
時
代
に
お
い
て
す
で
に
経
学
の
勢
い
は
す
た
れ
て

し
ま
い
、
回
復
に
は
宋
代
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
漢
人
に
と
っ

て
征
服
王
朝
で
あ
る
北
魏
は
、
あ
え
て
経
典
に
沿
っ
た
政
策
を
実
行

す
る
の
も
、
漢
化
政
策
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
在
野
の
学
問
に

お
い
て
、
混
沌
と
客
観
に
よ
っ
て
広
く
論
を
交
わ
し
て
い
る
『
斉
民

要
術
』
か
ら
そ
ん
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
『
斉
民
要
術
』
引
用
の
「
批
判
の
哲
学
」�
に
関

連
す
る
の
も
、
反
対
の
も
の
、
純
粋
な
自
然
科
学
に
関
す
る
も
の
を

列
挙
す
る
。
黄
老
思
想
を
背
景
と
す
る
も
の
な
ど
広
く
学
問
を
引
用

す
る
。
ま
ず
、
こ
の
書
に
お
い
て
は
、
三
国
時
代
の
「
批
判
の
哲
学
」

が
い
く
つ
か
現
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
讖
緯
と
神
仙
を
排
斥
し
、

広
く
老
荘
の
自
然
哲
学
を
受
容
し
、
合
理
的
な
思
考
に
基
づ
い
て
思

惟
さ
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
は
、
道
家
の
集
大
成
で
あ

る
『
淮
南
子
』
末
の
神
仙
家
説
を
避
け
、
老
子
の
長
所
、
す
な
わ
ち

自
然
哲
学
に
係
る
部
分
を
採
っ
て
、
更
に
儒
家
と
法
家
を
折
衷
し
た

感
が
あ
り
、
な
に
か
落
と
し
ど
こ
ろ
を
求
め
よ
う
と
す
る
動
き
に
感

じ
る
。
揚
雄
、桓
譚
、王
充
『
論
衡
』、王
府
『
僭
夫
論
』、仲
長
統
ら
、

ま
た
自
然
科
学
の
張
衡
ら
が
い
る
。
た
だ
し
、
何
か
強
い
哲
学
を
示

唆
す
る
に
至
ら
な
い
。�
仲
長
統
の
『
昌
言
』
か
ら
は
四
条
、
張
衡

集
か
ら
一
条
の
引
用
は
、
儒
教
一
尊
及
び
神
格
化
宗
教
化
に
対
す
る

反
作
用
で
あ
る
の
と
同
時
に
、『
淮
南
子
』
な
ど
の
道
家
を
組
み
入

れ
て
い
る
。
劉
向
『
列
仙
伝
』
一
条
、
葛
洪
『
神
仙
伝
』
六
条
、
干

宝
『
捜
神
記
』
二
条
、
郭
璞
『
山
海
経
』
九
条
、『
抱
朴
子
』
二
条

な
ど
も
散
見
で
き
、
幅
広
く
日
々
の
農
事
に
対
し
て
客
観
的
に
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
網
羅
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
漢
魏
思
想
期
が
老
荘
の
抽
象
性
を
儒
家
に

包
摂
す
る
、
い
わ
ゆ
る
黄
老
思
想
へ
の
変
換
か
ら
く
る
柔
軟
性
に
支

え
ら
れ
て
お
り
、老
荘
を
標
榜
す
る
『
譙
子
』
一
条
、『
列
子
』
一
条
、

『
文
子
』
一
条
な
ど
の
引
用
も
含
め
、
撰
者
賈
思
勰
は
「
人
為
と
自

然
と
の
相
対
差
別
を
越
え
て
自
然
こ
そ
、よ
り
高
次
の
自
然
で
あ
り
、

真
の
自
然
で
あ
る
」�
と
い
っ
た
自
然
を
科
学
や
思
想
を
越
え
て
受

け
入
れ
る
立
場
を
と
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
荊
州
土

地
記
』、『
鄴
中
記
』、『
南
越
志
』、『
湘
州
記
』、『
広
州
記
』
な
ど
の

地
理
志
、『
南
洲
植
物
状
』、『
臨
海
異
物
志
』、『
魏
王
花
木
志
』、『
竹

譜
』
な
ど
の
植
物
関
連
、『
本
草
経
』、『
呉
氏
本
草
』、『
陶
隠
居
本
草
』、

『
神
仙
服
食
経
』、『
葛
洪
方
』、『
養
生
論
一
条
』、『
食
経
』、『
食
饌

次
第
法
』、『
家
政
法
』
な
ど
医
薬
、
料
理
、
養
生
法
、
家
政
学
に
関

す
る
も
の
な
ど
、
貪
欲
に
収
集
し
、
固
定
的
な
思
想
に
拘
泥
さ
れ
な

い
柔
軟
な
発
想
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
。
農
業
類
書
的
な
部

分
を
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
捕
足
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

数
々
の
引
用
書
籍
を
列
記
し
た
が
、
引
用
内
容
を
分
析
す
る
と
思

い
の
ほ
か
思
想
を
反
映
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
農
事
に
関
す
る

こ
と
、
季
節
に
関
す
る
こ
と
、
動
植
物
知
識
、
慣
例
的
に
す
べ
き
こ

と
と
禁
止
事
項
そ
れ
ら
を
過
去
文
献
よ
り
選
択
抽
出
し
た
、
と
い
う
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感
じ
さ
え
す
る
。
た
と
え
ば
、『
斉
民
要
術
』　

第
四
十
五
桑
、
柘
で

は
、『
礼
記
』
月
令
に
言
う
、「
季
春
は
桑
柘
を
伐
な
か
れ
。」『
周
礼
』

に
言
う
、「
馬
質
（
官
職
名
）、
原
蚕
を
禁
ず
。」『
孟
子
』
に
言
う
、

「
五
畝
の
宅
地
に
桑
を
植
ゆ
れ
ば
、
老
人
は
絹
が
着
ら
れ
る
。」『
尚

書
』
大
伝
に
言
う
、「
天
子
と
諸
侯
と
に
は
、
必
ず
公
の
蚕
桑
室
あ

り
。
川
沿
い
に
こ
れ
を
作
る
。・・・
」『
春
秋
考
異
郵
』
に
言
う
、「
蚕

は
陽
物
、
甚
だ
水
を
嫌
う
。
ゆ
え
に
蚕
は
食
え
ど
も
飲
ま
ず
。・・・
」

『
淮
南
子
』
に
言
う
、「
原
蚕
と
は
一
歳
の
う
ち
に
再
登
す
る
も
の
。

も
と
よ
り
益
な
し
と
せ
ず
。・
・
・
。」『
氾
勝
之
書
』
に
言
う
、「
桑

の
種
法
。
五
月
に
椹
（
桑
の
実
）
を
と
り
、
水
に
つ
け
て
手
で
こ
れ

を
潰
し
、・
・
・
。」『
兪
益
期
牋
』
に
言
う
、「
日
南
で
は
蚕
が
八
回

繭
を
作
る
。
し
か
し
繭
は
軟
ら
か
で
薄
い
。」『
永
嘉
記
』
に
言
う
、

「
永
嘉
に
は
八
輩
の
蚕
が
あ
る
。」
雑
五
行
書
に
言
う
、「
二
月
上
旬

壬
の
日
に
土
を
と
っ
て
蚕
室
の
四
隅
を
塗
り
こ
め
る
と
、
蚕
に
宜
し

く
、
吉
。」
等

�

、
経
書
、
緯
書
、
諸
子
、
歴
史
、
文
集
な
ど
あ
ま

ね
く
網
羅
し
て
農
事
に
関
す
る
こ
と
の
み
を
引
用
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
思
想
や
政
治
と
距
離
を
置
く
こ
と
で
純
粋
な
農
書
技
術
書
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
深
め
、
現
在
に
至
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ

ろ
う
と
推
測
す
る
。
南
北
朝
時
期
の
思
想
は
、
南
朝
に
お
け
る
貴
族

文
学
は
さ
て
お
き
、
北
朝
に
お
け
る
征
服
王
朝
の
過
酷
な
現
実
主
義

の
前
で
は
、
合
理
的
な
判
断
が
迫
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
と

も
に
、現
実
的
な
結
果
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
で
あ
っ
た
。「
北

人
の
学
は
淵
綜
広
博
」�
と
は
、「
北
学
の
学
者
は
博
覧
で
は
あ
る
が

肝
要
な
点
を
落
と
し
て
い
る
」
か
ら
、
少
な
い
資
料
か
ら
解
釈
を
繰

り
返
し
、
大
局
を
見
据
え
ら
れ
な
い
余
裕
の
な
い
切
迫
感
す
ら
感
じ

る
が
、
真
摯
な
姿
勢
を
認
め
る
所
で
あ
る
。
同
時
期
に
生
き
た
賈
思

勰
は
同
様
の
環
境
で
執
筆
を
執
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
、
本
文
の
過
半
を
占
め
る
文
献
引
用
に

よ
っ
て
、
論
証
に
根
拠
を
重
ね
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
撰
者
賈
思
勰
の
役
人
と
し
て
の
務
め
の
ほ
か
に
、
文
面

に
は
現
れ
な
い
個
人
と
し
て
の
思
想
を
考
え
て
み
る
。
本
文
自
序
に

は
過
去
の
著
名
な
言
葉
や
言
い
伝
え
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
管
子
』、

『
淮
南
子
』、
越
王
勾
践
宰
相
で
商
理
論
家
淘
朱
公
（
范
蠡
）、
農
法

の
趙
過
、『
九
章
算
術
』
等
数
学
天
文
の
耿
寿
昌
（
こ
う
じ
ゅ
し
ょ

う
）
の
常
平
倉
、
桑
弘
羊
の
均
輸
法

�

、
桂
陽
の
令
茨
充
や
渤
海
州

龔
遂
の
植
林
養
蚕
、
潁
川
黄
覇
の
弱
者
救
済
と
殖
産
及
び
埋
葬
の
指

導
、
南
陽
郡
召
信
臣
の
利
殖
勧
農
と
灌
漑
促
進
、
僮
種
の
畜
産
奨
励
、

京
兆
顔
裴
の
農
田
区
画
整
理
、
河
東
の
杜
畿
の
牛
馬
飼
育
の
義
務
、

孫
権
に
仕
え
た
荘
園
経
営
者
李
衡
、
納
粟
受
爵
制
度

�

の
晁
錯
の
な

ど
の
記
録
で
あ
る
。
要
点
は
二
つ
。
一
つ
は
経
済
政
策
と
救
済
及
び

農
業
政
策
、
指
導
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。
も
う
一
つ
は
生
産
部
門

で
あ
る
農
園
の
経
営
管
理
と
指
導
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
で
あ
り
、

実
践
的
で
実
務
的
具
体
的
な
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
後
漢
末
の

動
乱
か
ら
農
民
は
自
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
盗
賊
か
ら
自
衛
す
る
農
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園
や
村
が
現
れ
始
め
る
。
行
政
府
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
村
は
県
令
や

太
守
、
農
官
な
ど
の
指
導
を
受
け
運
営
に
当
た
っ
た
。
ま
た
、
有
力

者
、
豪
族
は
土
地
を
兼
併
し
、
小
作
隷
属
農
民
を
雇
い
荘
園
（
豪
族

専
制
機
関
）
を
経
営
し
て
い
く
。�
時
に
経
学
の
影
響
は
徐
々
に
衰

退
し
、
生
き
る
た
め
の
所
作
が
求
め
ら
れ
た
。
魏
晋
期
、
八
王
の
乱

（
三
〇
〇
）、永
嘉
の
乱
（
三
〇
七
）、五
胡
十
六
国
期
を
経
て
、益
々

追
い
詰
め
ら
れ
た
農
民
た
ち
に
残
さ
れ
た
の
は
自
立
と
自
衛
で
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
二
五
〇
余
年
、
北
朝
北
魏
東
魏
、
漢
族
に
と
っ
て
の

征
服
王
朝
は
、
河
陰
の
変
（
五
二
八
）、
北
魏
滅
亡
（
五
三
四
）、
高

歓
（
五
四
七
）
の
死
を
以
っ
て
漢
化
政
策
の
余
韻
は
終
わ
り
、『
斉

民
要
術
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
終
り
を
迎
え
る
。
北
魏
末
の
経
済
の
繁

栄
と
膨
張
は
孝
文
帝
の
漢
化
政
策
と
勧
農
政
策
の
結
果
に
他
な
ら
な

い
。
三
長
制
、
均
田
制
、
俸
禄
制
が
改
革
を
促
進
さ
せ
た
。
撰
者
賈

思
勰
は
北
魏
末
の
比
較
的
戦
火
の
少
な
い
現
山
東
省
維
坊
市
青
州
付

近
で
執
筆
活
動
を
行
い
、
経
済
と
平
和
の
盛
衰
を
経
験
し
た
は
ず
で

あ
る
。�

　

賈
思
勰
の
内
面
を
知
る
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
自
序
に
お
け
る
引
用

の
判
断
で
あ
る
。
経
済
政
策
や
人
事
管
理
、
福
祉
と
市
場
調
査
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
一
方
、
冒
頭
の
仲
長
統
『
昌
言
』
よ
り
四
条
が

長
文
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
農
園
で
の
生
産
、
就
農
と
管
理

に
楽
し
み
を
見
出
し
て
い
る
と
も
と
れ
る
。「
叢
林
の
下
も
や
り
よ

う
で
は
倉
庾
（
く
ら
）
が
立
つ
べ
く
、
魚
鱉
（
う
お
か
め
）
の
棲
む

堀
も
耕
稼
の
場
所
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
君
長
た
る
も
の
の

留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
さ
れ
ば
太
公
は
封
ぜ
ら
れ
る
や
、斥
鹵（
ア

ル
カ
リ
）
の
地
に
嘉
穀
（
あ
わ
）
が
播
か
れ
、
鄭
渠
、
白
渠
が
完
成

す
る
や
関
中
に
は
飢
饉
の
年
が
無
く
な
っ
た
。
け
だ
し
、
魚
鱉
を
食

べ
て
み
れ
ば
其
の
藪
沢
（
い
け
）
の
形
を
察
知
す
べ
く
、
草
木
を
見

れ
ば
其
の
地
の
肥
痩
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。」

（
仲
長
統
『
昌
言
』）

�

　

農
園
管
理
と
作
物
の
加
工
保
存
お
よ
び
流
通
に
つ
い
て
、
一
つ
の

循
環
を
認
識
す
べ
く
無
駄
の
な
い
農
園
経
営
に
つ
い
て
の
示
唆
を
含

ん
で
い
る
。
ま
た
『
昌
言
』
の
ほ
か
仲
長
統
は
「
楽
志
論
」
と
い
う

一
文
を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
当
時
流
行
し
て
い
た
荘
園
経
営
へ

の
憧
れ
ら
し
き
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
樊
重
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
大
荘
園
経
営
に
は
老
荘
思
想
や
養
生
術
も
相
ま
っ
て
隠
遁
の

思
想
が
流
行
し
て
い
た
。
こ
の
傾
向
は
政
情
不
安
の
中
、
生
産
流
通

の
閉
塞
に
伴
う
偏
在
経
済
に
お
い
て
豪
族
や
有
力
者
が
一
時
的
な
財

の
保
全
に
向
か
っ
た
も
の
か
ら
発
生
し
て
い
る
。
曹
操
に
仕
え
た
仲

長
統
も
ま
た
有
力
者
で
あ
っ
た
の
で
、
当
然
そ
の
構
想
は
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
昌
言
』
に
お
い
て
仲
長
統
は
そ
の
よ
う
な

在
り
方
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。「
広
大
な
田
宅
、
奴
隷
、
徙
附
（
客

作
・
傭
作
）
の
数
、
商
販
行
為
、
穀
物
の
投
機
的
売
買
に
よ
る
驕
奢

な
生
活
、
さ
ら
に
は
豪
族
に
追
従
し
て
利
を
求
め
る
賓
客
」（『
後
漢

書
』
列
伝
三
十
七
）。
仲
長
統
本
人
は
十
分
な
物
質
の
享
受
を
受
け
、
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農
耕
の
余
暇
野
外
活
動
や
読
書
を
楽
し
み
た
い
旨
は
そ
の
構
想
に
明

ら
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
自
ら
荘
園
経
営
の
中
心
に
立
つ
べ
く
中
小

地
主
階
級
と
し
て
、若
干
の
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
の
は
否
め
な
い
。

撰
者
賈
思
勰
に
お
い
て
も
、
北
魏
滅
亡
の
瞬
間
に
立
ち
会
い
、
時
期

的
に
裕
福
な
環
境
に
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら
技

術
や
古
籍
の
継
承
に
余
念
が
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
さ
に
中

小
農
園
経
営
者
で
あ
る
。�
少
な
く
と
も
巻
八
、九
に
お
け
る
料
理
と

食
品
加
工
保
存
編
に
お
け
る
賈
思
勰
の
「
食
」
に
対
す
る
楽
し
み
の

中
か
ら
隠
遁
生
活
へ
の
憧
れ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

５
．
結
語

　

本
稿
は
、『
斉
民
要
術
』
と
経
典
の
関
係
を
『
礼
記
』
月
令
を
農

事
歳
時
に
敷
衍
さ
せ
て
考
察
し
て
み
た
。
そ
こ
に
は
古
代
よ
り
続
く

四
時
の
変
化
に
対
す
る
畏
怖
と
対
策
が
織
り
込
ま
れ
、
自
然
現
象
を

陰
陽
の
消
長
、
天
体
の
運
動
、
四
季
の
循
環
と
生
物
の
バ
イ
オ
リ
ズ

ム
と
を
陰
陽
五
行
思
想
と
い
う
発
明
に
あ
て
は
め
、
古
代
に
於
け
る

未
知
の
事
象
に
対
処
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
漢
代
政

治
に
お
け
る
儒
家
一
尊
主
義
は
、
経
典
解
釈
に
お
け
る
一
つ
の
潮
流

と
し
て
漢
代
を
通
し
て
議
論
運
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
思
想
の
偏
重

に
お
け
る
漢
王
朝
の
経
験
と
し
て
見
れ
ば
、
我
々
に
と
っ
て
政
治
と

文
化
の
理
解
を
助
け
る
見
方
で
あ
る
。
思
考
の
広
が
り
を
考
慮
す
れ

ば
、
極
端
な
一
尊
主
義
で
は
無
理
が
生
じ
る
。
漢
魏
の
政
策
と
と
ら

え
れ
ば
、
淮
南
王
劉
安
が
道
教
を
引
き
受
け
た
の
も
個
人
的
趣
味
に

は
止
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
向
か
っ
て
、
老
荘

思
想
の
抽
象
性
が
道
教
の
柔
軟
な
抱
擁
力
に
よ
っ
て
養
生
や
神
仙
な

ど
の
神
秘
的
色
彩
を
受
け
入
れ
、
法
家
は
人
理
に
歩
み
寄
り
、
玄
学

が
黄
老
思
想
を
支
え
、
老
荘
と
儒
の
融
合
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
と
私

は
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
ま
さ
に
知
識
人
の
教
養
と
し

て
の
備
え
で
あ
る
。「
義
は
玄
儒
を
該（
か
）ね
、博
く
文
史
を
窮（
き

わ
）
わ
む
」（『
梁
書
』
周
捨
伝
）。
梁
の
武
帝
の
言
葉
か
ら
そ
の
教

養
を
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
が
伺
え
る
。

　
『
斉
民
要
術
』
に
は
、
多
く
の
古
籍
か
ら
引
用
さ
れ
、
過
半
数
は

引
用
文
献
の
羅
列
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
農
事
歳
事
に
つ
つ
が
な
く

沿
っ
て
、
要
点
を
押
さ
え
た
指
示
を
与
え
る
農
業
百
科
、
参
考
図
書

（
類
書
）
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
農
事
歳
時
記
は
『
礼
記
』
月
令

を
元
と
し
て
成
り
立
ち
、
月
令
は
天
子
の
勅
令
に
よ
っ
て
指
示
を
受

け
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。漢
代
の「
君
臣
の
義
」、「
親
親
の
道
」、「
中

国
と
夷
狄
」
と
い
う
徹
底
し
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
教
化
を
経
験
し
た
歴

史
の
中
に
あ
っ
て
、
賈
思
勰
が
選
ん
だ
基
本
理
念
は
自
序
に
あ
る
。

「
民
を
安
ん
じ
せ
し
め
る
こ
と
、
此
を
富
裕
な
ら
し
め
て
此
を
強
化

す
る
こ
と
。」
そ
し
て
『
管
子
』
の
「
倉
廩
が
満
ち
て
礼
節
を
知
り
、

衣
食
足
り
て
栄
辱
を
知
る
。」た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
。そ
れ
は
、

思
想
の
変
遷
を
客
観
的
に
捉
え
、
王
朝
の
意
に
沿
っ
た
政
策
方
針
を
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甘
受
し
な
が
ら
合
理
的
な
判
断
を
下
し
、
適
切
な
経
済
政
策
を
実
行

す
れ
ば
庶
民
の
生
活
を
た
す
け
、
結
果
と
し
て
富
国
を
得
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
問
い
に
答
え
る
の
が
『
斉
民
要
術
』
で
あ
る
と
結
論
付

け
る
。

　　

今
後
の
展
望

　

経
典
と
『
斉
民
要
術
』
と
の
関
係
に
お
い
て
『
礼
記
』
月
令
以
外

に
は
、『
儀
礼
』
と
の
接
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
う
ま
で

も
な
く
『
儀
礼
』
は
士
の
礼
儀
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。
士
階
層
の
礼

儀
作
法
で
あ
っ
て
、
細
か
く
規
定
さ
れ
た
礼
の
所
作
を
実
行
す
る
こ

と
で
礼
儀
を
果
た
す
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
接
点
は
、
飲
食
で
あ

る
。
ま
ず
主
人
が
客
で
あ
る
士
を
塩
辛
と
酒
で
も
て
な
し
、
食
事
が

用
意
さ
れ
る
ま
で
し
ば
し
歓
談
す
る
。規
定
に
則
っ
て
食
事
を
進
め
、

則
に
沿
っ
て
い
た
だ
く
。
言
葉
の
遣
り
取
り
も
決
め
ら
れ
た
手
順
に

よ
っ
て
交
わ
さ
れ
、互
い
に
礼
の
極
み
を
確
認
し
合
う
も
の
で
あ
る
。

事
細
か
に
料
理
名
は
明
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
『
礼
記
』
内
則
に

は
調
理
法
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、『
斉
民
要
術
』
に
は
こ
れ

ら
の
調
理
法
が
伝
承
記
載
さ
れ
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
家
ご
と

に
女
性
が
こ
の
習
慣
を
継
承
し
て
い
っ
た
と
証
し
、
そ
の
論
証
を
北

魏
大
儒
崔
浩
の
『
魏
書
』
崔
浩
と
彼
の
『
崔
氏
食
経
』
を
引
用
し
、

ま
た
ヘ
ネ
ッ
プ
の
『
通
過
儀
礼
』
を
参
考
に
行
っ
て
い
る
の
で
、
次

回
の
論
文
と
す
る
。
ま
た
当
時
の
飲
食
を
含
め
、
料
理
、
酒
、
加
工

保
存
食
品
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
乳
製
品
、
魚
生
節
、
調

味
料
、
染
色
技
術
、
化
粧
品
、
文
筆
用
品
、
木
工
加
工
、
市
場
動
向

調
査
、
鍋
の
手
入
れ
ま
で
『
斉
民
要
術
』
に
は
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

古
代
中
国
経
済
活
動
を
参
考
に
生
業
が
果
た
す
役
割
を
考
察
す
る
の

も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え
て
次
回
の
稿
と
す
る
予
定
で
あ

る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

〈
注
〉

⑴  

撰
者
は
賈
思
勰
と
い
い
、
現
山
東
省
濰
坊
市
付
近
、
か
つ
て
青
州
と
呼

ば
れ
た
地
域
で
書
か
れ
た
と
さ
れ（
郭
文
韜
・
厳
火
其『
賈
思
勰
評
伝
』、

南
京
大
学
出
版
社
、
七
頁
、
二
〇
〇
一
）、
土
地
の
風
土
や
習
慣
、
文

化
に
依
拠
し
た
農
業
技
術
を
ベ
ー
ス
に
勧
農
政
策
（
経
済
振
興
）
を

促
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
唐
代
に
は
模
倣
書
も
書
か
れ
伝
承
を
見

た
が
、
宋
代
に
お
い
て
皇
家
蔵
書
館
に
よ
る
正
式
な
「
崇
文
院
刻
本
」

が
刻
印
さ
れ
、
勧
農
官
員
の
指
南
書
と
な
っ
て
い
た
（
繆
啓
愉
『
斉

民
要
術
導
読
』、
中
国
国
際
広
播
出
版
社
、
一
〇
頁
、
二
〇
〇
八
）。

こ
れ
は
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
い
、
抄
本
の
再
抄
本
で
あ
る
孤
本
は

日
本
の
金
沢
文
庫
に
源
蔵
さ
れ
て
お
り
、
内
外
を
問
わ
ず
現
代
の
研

究
者
も
こ
の
「
金
沢
文
庫
本
」
を
参
考
に
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。
日

本
に
は
、
藤
原
佐
世
（
八
四
七
―
八
九
八
）
の
著
し
た
『
日
本
国
見

在
書
目
録
』に
お
い
て
渡
来
の
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
孫
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猛
『
日
本
國
見
在
書
目
録
詳
考
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
二
一
八
頁
、

二
〇
一
五
、
及
び
劉
徳
成
ほ
か
『
賈
思
勰
志
』、
山
東
人
民
出
版
社
、

一
一
一
九
頁
、
二
〇
〇
一
）

⑵  

本
稿
は
私
の
放
送
大
学
大
学
院
「
北
魏
時
代
の
生
産
お
よ
び
生
業
に

関
す
る
一
考
察
」（
二
〇
一
二
）
お
よ
び
茨
城
大
学
大
学
院
人
文
社
会

科
学
研
究
科
「｢
四
時
の
法
令｣

と
「
礼
の
執
」
を
淵
源
と
す
る
『
斉

民
要
術
』」（
二
〇
一
七
）
を
元
と
し
た
。

⑶  

中
村
璋
八
「『
斉
民
要
術
』
成
立
当
時
の
思
想
と
風
俗
」、
田
中
誠

一
ほ
か
『
現
存
す
る
最
古
の
料
理
書
斉
民
要
術
』（
雄
山
閣
出
版
、

一
九
九
七
）

⑷  『
魏
書
』
劉
仁
之
伝
、「
馮
元
興
交
款
、元
興
死
後
積
年
、仁
之
営
視
其
家
、

常
出
隆
厚
。」
馮
元
興
と
賈
思
伯
は
共
に
「
杜
氏
春
秋
」
を
皇
帝
に
授

け
た
関
係
。
賈
思
勰
と
賈
思
伯
は
同
族
。
仁
之
は
元
興
死
後
の
一
家

の
面
倒
を
見
る
関
係
で
あ
る
。
ま
た
、
郭
文
韜
・
厳
火
其
『
賈
思
勰

評
伝
』（
南
京
大
学
出
版
社
、
一
〇
頁
、
二
〇
〇
一
）
で
は
、
賈
思
伯
、

賈
思
同
の
墓
以
外
に
一
九
六
八
年
墓
跡
が
発
見
さ
れ
、
漢
か
ら
唐
ま

で
の
間
、
賈
思
兄
弟
以
外
に
高
官
は
存
在
せ
ず
、
古
人
の
伝
承
よ
り

賈
思
勰
で
は
な
い
か
と
の
可
能
性
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、

繆
啓
愉
『
斉
民
要
術
導
読
』（
中
国
国
際
広
播
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）

に
「
賈
の
姓
は
、
其
の
頃
の
斉
郡
で
は
望
族
で
あ
り
、
賈
思
勰
の
〝
地

望
〟
と
郷
土
感
は
〝
斉
〟
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

我
々
が
推
測
す
る
に
、
益
都
―
斉
郡
―
青
州
と
言
う
の
は
賈
思
勰
に

と
っ
て
の
家
郷
の
放
射
圏
で
あ
り
彼
の
最
小
の
生
活
圏
で
、
こ
れ
が

益
都
に
該
当
す
る
。」
と
あ
る
。

⑸  

劉
徳
成
ほ
か
『
賈
思
勰
志
』（
山
東
人
民
出
版
社
、
一
〇
頁
、

二
〇
〇
一
）

⑹  『
魏
書
』
巻
三
十
五
崔
浩
伝
の
末
に
、
今
は
逸
書
と
な
っ
た
『
崔
氏
食

経
』
の
序
が
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
、「
幼
い
頃
よ
り
年
長
に
至
る

ま
で
、
崔
浩
は
家
事
婦
人
の
業
を
よ
く
見
て
、
自
ら
学
び
、
四
時
の

祭
祀
を
十
分
に
理
解
し
た
。
童
や
奴
婢
に
任
せ
ず
自
ら
の
経
験
と
し

て
習
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
永
嘉
の
乱
に
遭
遇
し
て
飢

饉
や
戦
乱
に
苦
し
み
、
一
族
は
そ
の
十
年
余
り
一
族
の
饗
宴
を
行
う

事
が
出
来
ず
、
伝
統
の
破
断
を
危
惧
し
た
口
述
で
崔
浩
に
伝
え
て
い
っ

た
。」
こ
れ
が
『
崔
氏
食
経
』
序
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。（
現
在
著
作

自
体
は
逸
失
。）
ま
た
、
賈
思
勰
が
敢
え
て
国
史
の
獄
に
よ
り
罪
人
と

な
っ
た
崔
浩
の
名
を
避
け
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
証
明
は
不
可
能

だ
が
、
多
く
の
根
拠
が
存
在
す
る
。
篠
田
統
『
中
国
食
物
史
』、
柴
田

書
店
、
一
九
七
六
に
詳
し
い
。

⑺  

張
金
劉
『
北
魏
政
治
史
』
五
（
甘
粛
教
育
出
版
社
、
二
五
七
頁
、

二
〇
〇
八
）
北
魏
の
将
軍
慕
容
白
曜
の
南
進
と
三
斉
平
定
は
四
六
八
年

二
月
と
み
る
。
劉
宋
は
泰
始
三
年
、
北
魏
は
皇
興
二
年
で
あ
る
。
劉

宋
の
滅
亡
が
四
七
九
年
、
す
な
わ
ち
北
魏
太
和
三
年
以
前
の
約
一
〇

年
間
に
三
斉
望
族
民
望
は
山
斉
地
区
よ
り
平
城
近
く
の
平
斉
戸
に
強

制
収
容
さ
れ
て
い
る
。
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⑻  
崔
浩
の
一
族
を
例
に
挙
げ
る
。
彼
は
征
服
王
朝
下
北
魏
の
大
夫
で
あ

り
、
漢
人
社
会
の
復
興
が
彼
の
念
願
で
あ
り
、『
魏
書
』
崔
浩
伝
か
ら

読
み
取
れ
る
。
礼
の
作
法
を
遵
守
し
、
そ
の
実
践
に
お
い
て
家
督
の

伝
承
と
教
育
を
行
っ
た
。「
斉
整
人
倫
、
分
明
姓
族
」
を
以
っ
て
そ
の

分
を
徹
底
し
た
。
私
の
拙
稿
で
は
崔
浩
と
賈
思
勰
の
一
族
を
「
宗
族
」

の
観
点
か
ら
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。

⑼  『
魏
書
』
房
法
寿
伝
附
房
景
先
伝
に
よ
る
と
、「
法
規
に
よ
っ
て
郷
に

返
す
、
郡
は
功
曹
吏
を
招
致
し
、
州
は
秀
才
を
挙
げ
た
。」（
太
和
中
、

例
得
還
郷
、
郡
辟
功
曹
、
州
挙
秀
才
）
と
あ
り
「
例
得
還
郷
」
は
平

斉
民
が
三
斉
へ
戻
る
よ
う
命
令
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

⑽  

劉
徳
成
ほ
か
『
賈
思
勰
志
』（
山
東
人
民
出
版
社
、
二
八
頁
―
三
六
頁
、

二
〇
〇
一
）が
欒
調
甫「『
斉
民
要
術
』引
用
書
目
考
証
」、（『
国
学
滙
編
』

魯
斉
大
学
、
一
九
三
四
）
よ
り
引
用
。
原
本
入
手
困
難
の
為
。

⑾  『
世
説
新
語
』
文
学
篇
「
北
人
の
書
を
看
る
は
顕
る
い
処
で
月
を
見
る

如
く
で
あ
り
、
南
人
の
問
は
牖
（
窓
）
の
中
か
ら
目
を
窺
う
如
く
で

あ
る
。」

⑿  

日
原
利
国
『
漢
代
思
想
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
三
頁
、
一
九
八
六
）

⒀  

森
三
樹
三
郎
『
老
子
・
荘
子
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
三
五
〇
頁
、

一
九
九
四
）

⒁  

賈
思
勰
『
斉
民
要
術
』
自
序
で
は
『
管
子
』
を
引
用

⒂  

郭
文
韜
・
厳
火
其
『
賈
思
勰
評
伝
』（
南
京
大
学
出
版
社
、
五
頁
、

二
〇
〇
一
）

⒃  

同
郭
文
韜
の
執
筆
期
間
の
推
定
で
は
、
斉
郡
西
安
県
の
行
政
区
の
廃

止
年
五
五
六
年
を
根
拠
と
す
る
。

⒄  

島
邦
夫
『
五
行
思
想
と
禮
記
月
令
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
九
頁
、

一
九
七
一
）

⒅  

野
間
文
史
『
春
秋
学
―
公
羊
伝
と
穀
梁
伝
』（
研
文
出
版
、
八
一
頁
、

二
〇
〇
一
）

⒆  

野
間
文
史『
五
経
入
門
―
中
国
古
典
の
世
界
』（
研
文
出
版
、一
八
八
頁
、

二
〇
一
四
）

⒇  

熊
代
幸
雄
・
西
山
武
一
『
校
訂
釈
註
斉
民
要
術
』（
ア
ジ
ア
経
済
出
版

社
、
三
三
頁
、
一
九
六
九
）
注
の
45
に
「
こ
の
農
は
農
民
で
は
な
く

農
官
を
指
す
と
も
解
さ
れ
る
。
田
官
の
事
を
単
に
田
と
い
う
こ
と
は
、

孟
春
紀
に
そ
の
例
が
あ
る
。」
と
あ
る
。

�  

馬
場
理
恵
子
「「
時
」
の
法
令
―
前
漢
月
令
攷
―
」（
史
窓
編
集
委
員

会
編
『
史
窓
』
第
六
四
号
、京
都
女
子
大
学
史
学
会
、一
頁
―
一
二
頁
、

二
〇
〇
七
）

� 

武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』（
岩
波
文
庫
、
一
八
頁
、
一
九
三
六
）

�  

野
間
文
史
『
春
秋
学
―
公
羊
伝
と
穀
梁
伝
』（
研
文
出
版
、
三
九
頁
、

二
〇
〇
一
）

�  
武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』（
岩
波
文
庫
、
一
三
七
頁
、
一
九
三
六
）

�  
武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』（
岩
波
文
庫
、
一
三
〇
頁
、
一
九
三
六
）

�  

日
原
利
国
『
漢
代
思
想
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
〇
頁
、
一
九
八
六
）

�  

日
原
利
国
『
漢
代
思
想
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
三
頁
、
一
九
八
六
）
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�  
島
邦
夫
『
五
行
思
想
と
禮
記
月
令
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
八
頁
、

一
九
七
一
）

�  

日
原
利
国
『
漢
代
思
想
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
三
頁
、
一
九
八
六
）

�  

日
原
利
国
『
漢
代
思
想
の
研
究
』
よ
り
「
批
判
の
哲
学
」
と
の
言
葉

を
引
用

�  

武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』（
岩
波
文
庫
、
一
五
九
頁
、
一
九
三
六
）

�  

森
三
樹
三
郎
『
老
子
・
荘
子
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
九
七
頁
、

一
九
九
四
）

�  

熊
代
幸
雄
・
西
山
武
一『
校
訂
釈
註
斉
民
要
術
』（
ア
ジ
ア
経
済
出
版
社
、

二
一
二
頁
、
一
九
六
九
）

�  

武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
頁
、
一
九
三
六
）

�  

納
粟
受
爵
制
度
は
、
穀
物
に
よ
る
納
税
に
よ
っ
て
商
人
の
資
金
流
動
性

を
喚
起
す
る
制
度
。
商
人
が
爵
位
を
欲
し
が
る
の
を
利
用
し
た
。
商
人

が
農
民
か
ら
売
り
手
市
場
で
買
い
付
け
る
た
め
、
貨
幣
の
農
民
に
対

す
る
流
動
性
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
。
西
島
定
生
『
秦
漢
帝
国-
中
国

古
代
帝
国
の
興
亡
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
六
三
頁
、
一
九
九
七
）

を
参
照
さ
れ
た
し
。

�  『
塩
鉄
論
』の
引
用
は
三
条
。
こ
こ
で
は
耿
寿
昌
と
桑
弘
羊
の
名
を
以
っ

て
そ
の
政
策
を
強
調
。

�  

松
本
善
海
『
中
国
村
落
制
度
の
史
的
研
究
』（
岩
波
書
店
、
五
一
頁
、

一
九
九
七
）

�  

繆
啓
愉
『
斉
民
要
術
導
読
』（
中
国
国
際
広
播
出
版
社
、
八
〇
頁
、

二
〇
〇
八
）
は
「
于
是
晩
年
回
到
山
東
益
都
老
家
就
開
始
写
」
晩
年

に
は
故
郷
山
東
益
都
に
戻
っ
て
著
作
を
開
始
す
る
、
と
解
釈
す
る
。

�  

邊
士
名
朝
邦
「
仲
長
統
の
農
園
構
想
」（
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
会

『
中
国
哲
学
論
集
』、
一
九
九
二
）
か
ら
邊
士
名
氏
の
訳
を
引
用
。

�  

熊
代
幸
雄
・
西
山
武
一
『
校
訂
釈
註
斉
民
要
術
』（
ア
ジ
ア
経
済
出
版

社
、
二
八
一
頁
、
一
九
六
九
）
第
五
七
、
羊
の
項
目
に
、「
余
も
往
日

羊
二
〇
〇
頭
を
飼
っ
て
い
た
が
、
…
…
」
の
件
が
あ
り
、
賈
思
勰
が

農
園
を
経
営
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
自
前
の
農
場
を
所
有
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
の
規
模
は
零
細
農
園
に
過
ぎ
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
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these artificial concepts are both “benevolence” and “righteousness”, but 
for Rawls, an unrealistic one is “benevolence” only and he needs “the right”. 
Lastly, both assume an ultimately free society. If either version of society 
is realized, the members will be liberated from any stress which we are 
currently experiencing under many circumstances such as work, school and 
relationships. Freedom is not mere liberation. Chuang Tzu and Rawls teach us 
that true freedom is not just escaping from constraints, but to become aware 
of our innate human nature.

Notes
1）  The Book of Chuang Tzu,  Translated by Martin Palmer, et al. Penguin, 

1996, e-book edition, No. 1456.
2） ibid., No. 1462.
3） ibid., No. 1472.
4） ibid., No. 1477.
5） ibid., No. 1493.
6） ibid., No. 1513.
7） ibid., No. 1518.
8） ibid., No. 1523.
9） ibid., No. 1529.
10）  Samuel Freeman, one of the most important defenders of Rawls, says, 

“Rawls believes … that to attribute to the parties moral motivations or 
benevolence towards each other would not result in definite choice of 
a conception of justice”. （“Original Position”, Stanford Encyclopedia of 
Philosophy [https://plato.stanford.edu/entries/original-position/]）
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and acts on the basis of the right. Selfishness and altruism is toward specific 
persons in either oneself or others. On the other hand, the reasonableness 
assumes a universal view of human being, practices duty and obligation, 
and pursues the right society and tries to realize it. That is why Rawls does 
not rely on benevolence to choose a right principle, since the benevolence 
demands too much and people cannot support the principle which they select 
from the benevolent motivation. Without people’s long-term endorsement, the 
society which the principle creates is unstable.
　But unlike Chuang Tzu, Rawls needs the concept of the right （in Chuang 
Tzu’s term “righteousness”）, because without the right, in other words, the 
sense of justice, people cannot sustain the social order for the right reason. 
By “for the right reason” is meant both that the basic structure of society 
should be compatible with each member’s good and that the principle which 
embodies the basic structure should be sustained by each member’s sense of 
justice.
　Rawls accepts that one’s own good is much more important than others’ 
good and that it is human nature. Though the contents of “human nature” 
are different between Chuang Tzu and Rawls, they agree that a social world 
should be built on the basis of human nature, because social rules contrary to 
human nature are not sustainable. Rawls considers humans as innately moral 
beings, but for him “morality” does not mean benevolence. “Benevolence” here 
is taken as sacrificing one’s own good to advance others’ good. Rawls insists 
that for a society to be stable, both the rational and the reasonable endorse 
the principle, and that under the original position, the rational is slightly more 
important than the reasonable, since under the completely fair condition, 
people choose a right principle with only the rational. Complete fairness 
guarantees the right choice even only from rationality. And also, according to 
Rawls, it corresponds with human nature.
　Through these investigations, we have learned the similarities and the 
differences between Chuang Tzu and Rawls. First of all, they agree that we 
have to build a social world with listening to human nature. For Chuang 
Tzu, they are Way and Virtue and for Rawls, it is the good, namely a rational 
plan of life. Secondly, both of them make the same argument that social 
rules contrary to innate nature are not sustainable, but for Chuang Tzu, 
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　For a principle to be fair, the principle should give benefits to anyone 
equally. To find the solution, we must forget all specific knowledge on our 
own situations. At the same time, they are indifferent to each other under 
the original position. Indifference is not the same as self-centeredness. They 
regard family, friends and their community as important. In that sense, they 
are partially altruistic. “Partially” means that they do not sacrifice their own 
interest to advance strangers’ benefits, but they take care of their loved ones. 
They are indifferent to each other in terms of not putting others’ benefit first, 
and also not doing harm to others from a purely evil intent. In addition, a 
rational person is not driven by jealousy.
　However, the rational person is not necessarily completely indifferent 
to others’ purposes, and he or she might help friends to accomplish their 
purposes. But it is ultimately to advance his or her own purposes. If people 
around him or her get good results, that is also good for him- or herself.
　Human beings have two moral powers: the reasonable and the rational. The 
reasonable is the power which distinguishes between the right and the wrong, 
and the rational is the power which selects appropriate means to accomplish 
purposes. The reasonable is about the right and the rational is about the good. 
The good is a collection of values, and the ultimate good for the person is a 
rational plan of life.
　Any human being has both of the reasonable and the rational. They are 
innate nature. People may think that if someone exhibits the reasonableness 
more than the rational, that person is respectable. But we cannot and should 
not disdain the good. The important thing is that the rational is consistent 
with the reasonable. People cannot abandon the good and devote him- or 
herself to the right only. That is too unrealistic. If a right principle imposes 
only the right on people, they soon discard the principle, which means that 
the society is unstable because people do not want to support the principle on 
which the society is based. For the society to be stable, the principle should 
be realistic, and for the principle to be realistic, it should consider the people’s 
self-interest. And the self-interest in this case is a rational plan of life.
　The reasonable is not altruism. Altruism takes care of others’ good and 
sacrifices his or her own good in order to accomplish others’ good. The 
reasonableness considers the right for human and the right for the society, 
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the two moral powers in everyday lives and for that we need freedom, and 
also to choose a principle under the original position, we utilize the two moral 
powers to find the best one. But in the latter case, we need the rational at 
first, since unless the principle is cohesive with the people’s self-interest, the 
principle cannot deliver a stable society. 
　Humans in everyday lives make numerous decisions and act based on them. 
And they reflect their own past behavior and try to improve the results the 
next time. Calling this sequence of thinking, action and reflection “practical 
reasoning”, the basis of the practical reasoning are the two moral powers: the 
reasonable and the rational.
　Rawls thinks that humans are innately moral beings and the moral powers 
are the reasonable and the rational. And freedom is the necessary condition in 
which we use, cultivate and develop the powers.
　For Rawls, a rational person is not self-centered. He or she cherishes 
associations with family and friends, and knows that to get identity we need 
to belong to a community. Therefore, they do not advance only their own 
interest and not ignore the interest of the community. But they are not 
benevolent in a sense of sacrificing their own interest to advance the interest 
of the community. They are rational in terms of making contributions to the 
community, but that does not mean that they are benevolent and altruistic. 
They are rational and think about their self-interest since to sustain their 
identity they need to support the community.
　To choose a right principle, Rawls assumes the original position. That is the 
fairest way to compare principles. “Fair” in this context means that people 
under the original position do not know specific information such as his or 
her identity, who they are, their social status, where they live, their health 
conditions, which generation they are born into, their family’s financial abilities 
and so on.
　The reason why they should be ignorant of particular knowledge about 
themselves is that if they know some or all information, they make decisions 
on the basis of the knowledge. If you are rich, you will endorse free market 
economy because that system makes you richer. If you are healthy, you will 
not accept the universal health care, because you pay for the insurance more 
than you get for the treatment.
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us move on to Rawls. For him, to build a peaceful society we do not need 
“benevolence” but do need “righteousness”. Rawls uses “the right” instead of 
“righteousness”. He says that to build a peaceful and stable society, we must 
endorse a right principle. Here “stability” is a very important concept. For a 
society to be stable, the members of the society should actively support the 
principle, which establish the basic structure of society. To guarantee the 
stability, the principle has to be right.
　However, when a rational person chooses the principle under the original 
position, benevolence is not needed10）. Rather, if he or she does not select a 
principle which is cohesive with his or her self-interest, that principle cannot 
sustain stability.
　Chuang Tzu does not mention “freedom” but his simple life has a lot of 
freedom. But that freedom is different from freedom in the western sense. 
Chuang Tzu’s freedom is just to live a simple life according to human nature. 
On the other hand, the western freedom means being without constraints, 
especially prohibiting the violation of human rights by states. That is why 
modern western political philosophy has dealt with liberty, democracy and the 
justification of state’s intervention.
　What is interesting in Rawls’s argument is that his freedom is slightly 
different from the traditional notion of freedom. From the age of 
enlightenment to the present, freedom has been defined as “liberation from 
state’s intervention”. Rawls talks about freedom in terms of to realize the 
human nature. For Rawls, freedom itself is not a purpose, but rather it is a 
means to use human’s innate powers. Freedom is a condition in which human 
beings exert their own abilities.
　Rawls does not consider humans as empty beings liberated from any 
constraints from outside worlds. Usually, freedom is taken as no regulation, 
and no matter what people put into the empty inner space after being 
liberated, that is not the true meaning of freedom. On the other hand, Rawls 
supports a specific worldview. Rawls insists that human beings innately have 
two moral powers: the reasonable and the rational. The former is the power 
which distinguishes the right and the wrong, and the latter is the power 
which finds appropriate means to ends.
　The two moral powers are fundamental abilities for human, because we use 
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to live up to this. Is this not because benevolence and righteousness have 
changed our basic nature?”4）

　Chuang Tzu argues that by bringing “benevolence” and “righteousness”, the 
society lost order and became chaotic. He also mentions “wisdom” and says 
that it has no relation to “benevolence” and “righteousness”. He challenges 
the common sense again. “My description of wisdom has nothing to do with 
benevolence and righteousness, it is to do with being wise in one’s own 
virtue, nothing more. My description of being wise has nothing to do with 
benevolence and righteousness, it is that one should be led by one’s innate 
nature, nothing more.”5）

　Chapter 9 begins with the story of horses’ hooves. It is about “the innate 
nature of horses”. Then, a man called Po Lo appears and tries to train horses, 
but many horses died. Chuang Tzu concludes that he killed the horses because 
he ignored the inner nature of horses, and says “I think that someone who 
truly knows how to rule the world would not be like this. The people have a 
true nature, they weave their cloth, they farm to produce food. This is their 
basic Virtue. They are all one in this, not separated, and it is from Heaven. 
Thus, in an age of perfect Virtue the people walk slowly and solemnly. They 
see straight and true.”6） The contemporary Japanese must listen to Chuang 
Tzu. We have forgotten our nature and that is why we are struggling to live 
everyday lives under a lot of pressures.
　Chuang Tzu continues, “In this time of perfect Virtue, people live side by 
side with the birds and beasts, sharing the world in common with all life.”7）

We might think that to establish peace we need an artificial contract among 
people. But according to Chuang Tzu, we do not need this type of agreement. 
All we have to do is just to live our lives with following our human nature, 
and the human nature is not special things but just to live a simple life. 
Therefore, he questions; “If the Tao and Te –Way and Virtue –had not been 
ignored, how could benevolence and righteousness have been preferred?”8）We 
do not need “benevolence” and “righteousness” to establish a peaceful society. 
Rather, they are harmful because they are the opposite of the inner nature. 
“The abuse of the Tao and Te –Way and Virtue –to make benevolence and 
righteousness, this was the error of the sage.”9）

　After discussing Chuang Tzu’s “benevolence” and “righteousness”, let 



56

研究　東洋

is that Chuang Tzu uses the words “benevolence” and “righteousness” and 
Rawls also talks about these two concepts. As I said, the eastern and western 
thoughts are different. The best way to understand the differences is to 
investigate the same words which both camps use and to find the similarities 
as well as the distinctions. For Rawls, “benevolence” and “righteousness” （in 
his case “the right”） are very important to build his society. In this sense, 
their ideas are very different, but their purposes are the same. To see the 
differences of each usage must be interesting.
　Chuang Tzu deals with these two concepts mainly in Chapters 8 and 9. 
Chapter 8 starts with the story of webbed toes. Chuang Tzu affirms being 
natural and denies being artificial, and takes “benevolence” and “righteousness” 
as contrived, not arising from human nature. He writes “Perhaps then, 
benevolence and righteousness are not an inherent part of human nature? For 
look how much anxiety is suffered by those who wish to be kind.”1）

　“The benevolent person of today looks at the evils of society with distressed 
eyes, while people who are not benevolent uproot their proper inborn 
nature and rush after wealth and honour. The conclusion, therefore, is that 
benevolence and righteousness are not part of the true nature of humanity!”2）

　Chuang Tzu does not talk about society construction but this story can 
be interpreted as how to build a peaceful society. For Chuang Tzu, to make 
a society based on “benevolence” and “righteousness” is not appropriate, 
because it is not natural. Rather, a society should be constructed based on 
human nature, and the nature is to live according to Tao and Te, which are 
translated as “Way” and “Virtue” respectively. He says “There is no point in 
holding to benevolence and righteousness, like a mixture of glue and varnish, 
ropes and bands, as a means of trying to journey in the Tao and Te –the Way 
and Virtue –for this merely confuses everything under Heaven.”3）

　Chuang Tzu emphasizes the contrast between naturalness and artificialness 
of “benevolence” and “righteousness” using the example of the Emperor Shun. 
“A minor deception alters the sense of purpose. A major deception alters 
the very nature of a thing. How is it that I can be so certain this is so? Ever 
since the time of the ruler Shun, who began to teach about benevolence and 
righteousness, everything under Heaven has been troubled and distorted by 
this and everything under Heaven has never ceased rushing about trying 
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western political philosophy, Confucianism should be the representative of 
the eastern corner, because Confucianism’s “virtue” has been studied in the 
comparison with Aristotle’s “virtue”. However, Confucianism’s way of seeing 
the world is based on the concept of hierarchy. Even though there are 
some similarities between Confucius’s and Aristotle’s virtue, and Aristotle’s 
worldview is also based on hierarchy, this kind of study seems old-fashioned 
from the contemporary point of view both in the east and the west. This 
essay‘s purpose is to understand the eastern thoughts from the western 
way of thinking, which means that we have to choose an idea which has the 
concept of equality. It is sure that any society needs the leadership education 
and Confucianism is the best textbook to train leaders. But Confucianism is 
too practical and it lacks cosmology and metaphysics. We need an idea that 
includes a worldview and the concept of human equality. Confucianism’s hierarchy 
does not deny the human equality. Confucianism deals with the real and 
present society. In that society, any organizations are inevitably hierarchical. 
Given that, Confucianism talks about practical issues such as management and 
work ethics. The reason why we need the concept of human equality is that 
to discuss a primitive situation, we have to bring the concept of equality. To 
investigate the fundamental circumstances before human society is built, we 
hypothesize the human equality. That is, the concept of equality is not ethical, 
but metaphysical.
　And lastly, as I said, this essay’s purpose is to understand the eastern ideas from 
the western point of view, not to get practical solutions for our society’s problems. 
Therefore, we need to investigate worldviews, which means that we have to 
deal with metaphysics and epistemology as well as ethics and morality. I am 
not sure that Taoism is the best one, but it is the most accessible in terms of 
availability of materials. But it speaks a lot. That it is easy to get books means 
that the ideas which the books are expressing are popular. Taoism has both 
ontology and ethics, and still has many followers. That is why Taoism can be 
seen as one of the most important ideas in the eastern thoughts.
　As for John Rawls, some comments are required. If you choose Chuang Tzu, 
you must bring Kant or Hegel from the western corner. One of the reasons 
why this essay ignores both of the greatest western philosophers is just that 
their ideas are too big for the present author to talk about. The other reason 
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How to build a Social World――Rereading Rawls in an 
Eastern Way

HigashiNippon International University
Affiliate Professor  Hiroyuki Morita

　We do not have to emphasize the difference between the eastern and the 
western thoughts, because they are definitely different. Eastern and western 
ways of thinking are incompatible in terms of how to see the world as well as 
history and tradition.
　Because of, not in spite of, the differences, it is good to reflect one’s own way 
of thinking from the other point of view. The problem is that for Japanese it 
should have been natural to see our thoughts from the western point of view, 
but what has been happening is exactly the opposite in modern Japan. We 
have been completely accustomed to the western way of thinking and are not 
familiar with the eastern ideas and thoughts.
　Then, sometimes it is a better way to know the eastern ideas from the 
western point of view. If we get used to the eastern thoughts through the 
comparison with the western thoughts, we might be able to rediscover our 
soul which is based on the eastern way of seeing the world.
　This essay deals with Chang Tzu and John Rawls. Many people may 
wonder why these two thinkers are put in one article. There are three 
reasons. Firstly, from an outsider point of view (that is, a novice on Chinese 
philosophy), there are three factions in the eastern thoughts; Buddhism, 
Confucianism and Taoism. Buddhism is too vast for the present author to deal 
with. Buddhism includes not only ontology and epistemology but also ethics 
and other practical issues such as ways of living and other lessons on human 
relations. Also as Buddhism is geographically widespread all over the half 
hemisphere, it is difficult to specify one integrated doctrine. Before starting 
to discuss Buddhism, we have to understand the difference between Indian 
Buddhism and Chinese Buddhism. Then I have to skip Buddhism this time.
　Secondly, many people might think that to compare the eastern and the 

論文Ⅲ
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脳
内
表
現
に
お
け
る
美
と
倫
理
の
交
絡
に
関
す
る
考
察

■
研
究
ノ
ー
ト
Ⅰ
■

⃝

持
た
ざ
る
者
は
よ
り
失
い
、
持
て
る
者
が
よ
り
多
く
を
受
け
取
る

　

独
裁
者
ゲ
ー
ム
、
と
い
う
有
名
な
課
題
が
あ
る
。
こ
の
課
題
は
、

利
他
性
の
程
度
を
定
量
的
に
検
討
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
心
理
実

験
な
ど
で
よ
く
使
わ
れ
る
。
分
配
者
と
受
領
者
の
二
者
で
行
わ
れ
、

分
配
者
が
配
分
率
を
決
定
し
、
受
領
者
は
そ
の
決
定
に
従
っ
て
受
け

取
る
だ
け
と
い
う
単
純
な
ル
ー
ル
で
あ
る
。
受
領
者
は
配
分
率
の
決

定
に
対
し
て
何
を
す
る
こ
と
も
言
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

独
裁
者
ゲ
ー
ム
で
は
、
分
配
者
は
掛
け
金
を
独
占
す
る
の
が
最
も

合
理
的
な
選
択
と
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
場
合
、
受
領

者
に
対
し
て
分
配
者
は
二
割
～
三
割
程
度
の
配
分
比
を
決
定
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。
経
済
合
理
性
に
反
し
て
コ
ス
ト
を
掛
け
る
こ

の
よ
う
な
選
択
は
、「
相
手
に
善
良
な
人
間
だ
と
思
わ
れ
た
い
」
と

い
う
心
理
の
表
現
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
分
配

率
は
、
高
学
歴
者
ほ
ど
低
く
設
定
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

清
貧
は
美
し
い
と
い
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
が
日
常
取
っ
て
い
る
態
度
は
、
必
ず
し
も

清
貧
を
敬
い
畏
れ
る
態
度
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
社
会
経
済
的

地
位
の
高
さ
―
―
権
威
の
象
徴
を
い
ち
早
く
認
知
す
る
こ
と
に
長
け

て
お
り
、
そ
れ
に
無
自
覚
的
に
圧
倒
さ
れ
、
委
縮
す
る
と
い
う
傾
向

を
持
つ
。
つ
ま
り
ヒ
ト
は
サ
ル
や
イ
ヌ
な
ど
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
社

会
性
の
高
い
種
の
特
徴
を
色
濃
く
保
持
し
て
い
る
。

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
得
る
大
学
名
や
企
業
名
が

履
歴
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
高
価
な
ブ
ラ
ン
ド
品
を
身

に
着
け
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
だ
け
で
相
手
に
対
す
る
態
度
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
検
証
す
る
た
め
の
行
動
研
究
お
よ
び
脳
機

能
画
像
研
究
を
概
観
し
た
い
。

　

オ
ラ
ン
ダ
、T

ilburg 

大
学
の M

eijers 

ら
は
、
被
験
者
の
ブ
ラ

ン
ド
へ
の
反
応
を
調
べ
る
た
め
に
、
独
裁
者
ゲ
ー
ム
を
応
用
し
た
。

　
東
日
本
国
際
大
学
特
任
教
授　

中
　
野
　
信
　
子
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実
験
で
は
、
二
〇
枚
の
一
ド
ル
紙
幣
を
持
た
せ
た
被
験
者
が
、
見
知

ら
ぬ
相
手
に
対
し
て
い
っ
た
い
何
枚
渡
す
の
か
が
観
察
さ
れ
た
。
相

手
が
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
な
ど
が
何
も
つ
い
て
い
な
い
セ
ー
タ
ー
を
着

て
い
る
場
合
と
、
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
付
き
セ
ー
タ
ー
を
着
て
い
る
場

合
で
、
枚
数
が
ど
う
変
化
す
る
の
か
が
焦
点
で
あ
る
。

　

結
果
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
あ
り
の
場
合
は
、
ロ
ゴ
な
し
の
場
合

に
比
べ
て
、
実
に
25
％
も
多
い
金
額
が
相
手
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
応
じ
る
人
の
割
合
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
が
つ
い
た
セ
ー

タ
ー
を
着
て
い
た
場
合
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
の
を
承
諾
し

た
人
は
約
14
％
、
お
よ
そ
七
人
に
一
人
と
な
っ
た
一
方
、Lacoste

の
ワ
ニ
の
ロ
ゴ
が
は
っ
き
り
わ
か
る
セ
ー
タ
ー
を
着
て
い
た
場
合
に

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
応
じ
た
人
の
割
合
は
約
52
％
と
、
過
半
数

以
上
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
。

　

実
に
四
割
近
く
の
人
が
、
調
査
員
が
見
知
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
の
セ
ー

タ
ー
を
着
て
い
た
だ
け
で
、
そ
の
人
物
に
対
し
て
示
す
反
応
が
好
意

的
な
も
の
に
変
わ
っ
た
。
近
づ
い
て
き
た
人
の
服
装
を
見
て
、
人
は

態
度
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
寄
付
金
の
額
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
結
果
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
寄
付
の
依
頼
者
が
ロ
ゴ
入
り
の
セ
ー
タ
ー
を
着

て
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
比
べ
て
、
寄
付
金
の

額
が
お
よ
そ
倍
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
ロ
ゴ
入
り
の
セ
ー
タ
ー
を
着
て
い
る
人
は
、
そ
れ
を
買

え
る
だ
け
の
経
済
的
余
裕
の
あ
る
人
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
推
理
は
即

時
に
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
結
果
は
、
清
貧
こ
そ
善
で
あ
り
美
で

あ
り
敬
意
を
払
う
べ
き
資
質
で
あ
る
と
す
る
倫
理
観
と
は
真
逆
の
、

不
可
思
議
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
よ
り
持
た
ざ

る
相
手
に
何
か
を
与
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
も

な
く
、
よ
り
持
て
る
相
手
に
妬
み
を
感
じ
る
な
ど
し
て
配
分
率
を
下

げ
た
り
す
る
わ
け
で
も
な
い
と
い
う
結
果
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。「
裕
福
な
相
手
に
、
よ
り
多
く
を
与
え
る
」
と
い
う
、

一
瞥
す
る
と
不
合
理
な
選
択
を
私
た
ち
が
し
て
し
ま
う
の
は
、
い
っ

た
い
な
ぜ
な
の
か
。

　

従
来
の
消
費
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
な
理
論
で
は
こ
れ
を
う
ま
く

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者

ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
消
費
を
促
進
す
る
の
は
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン

（
卓
越
性
）へ
の
欲
求
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
文
化
財
の
消
費
、

ま
た
そ
れ
ら
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
の
独
占
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
経

済
行
動
は
、
卓
越
化
と
い
う
利
益
を
期
待
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
ま
た
、
自
己
肯
定
の
た
め
に
人
間
は
ブ
ラ
ン
ド
を
必

要
と
す
る
、
と
い
う
主
張
や
、
い
つ
か
訪
れ
る
死
へ
の
怖
れ
を
超
克

す
る
た
め
に
金
銭
的
価
値
へ
の
執
着
が
生
ま
れ
る
と
す
る
立
場
も
あ

る
。
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こ
れ
ら
の
理
論
が
展
開
す
る
よ
う
な
、
地
位
を
め
ぐ
る
競
争
に
勝

利
し
、
自
分
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う
屈
辱
を
晴
ら
す
た
め
に
消
費
が

行
わ
れ
る
の
だ
、
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
る
と
、

消
費
は
競
争
を
助
長
し
、
人
間
同
士
の
社
会
的
距
離
を
広
げ
る
行
為

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
紹
介
し

た
い
く
つ
か
の
実
験
は
、
消
費
に
よ
っ
て
よ
り
相
手
と
協
調
す
る
結

果
を
生
む
も
の
ば
か
り
だ
。
自
分
を
相
手
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
優

位
に
持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
動
機
に
着
目
し
て
強
調
す
る
こ
う
し
た

理
論
を
適
用
し
よ
う
と
し
て
も
、
か
な
り
説
明
に
無
理
が
生
じ
て
し

ま
う
。

　

こ
こ
で
、
社
会
的
選
択
、
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
。
社
会
的
選

択
と
い
う
の
は
、競
争
で
な
く
協
調
す
る
と
い
う
戦
略
を
と
る
場
合
、

協
調
す
る
相
手
を
ど
う
選
ぶ
の
か
、
そ
の
選
び
方
の
こ
と
で
あ
る
。

「
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
を
身
に
着
け
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

人
物
が
す
で
に
一
定
の
社
会
経
済
的
地
位
を
手
に
入
れ
て
い
る
と
い

う
サ
イ
ン
で
あ
る
。
つ
ま
り
脳
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
と
い
う
社
会

経
済
的
地
位
の
高
さ
を
示
す
サ
イ
ン
を
見
て
、「
互
恵
関
係
を
築
け

ば
利
益
の
増
大
が
見
込
め
る
」
と
判
断
し
、
そ
の
相
手
を
「
社
会
的

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
価
値
が
高
い
」
と
読
み
替
え
て
よ
り
多
く
の

投
資
を
す
る
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⃝

権
威
に
左
右
さ
れ
る
脳

　

ブ
ラ
ン
ド
は
強
い
感
情
と
結
び
つ
い
た
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
こ
と

で
、そ
の
商
品
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
経
験
に
価
値
を
付
与
す
る
。い
っ

た
い
、
ブ
ラ
ン
ド
は
脳
で
は
ど
の
よ
う
に
認
知
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
ブ
ラ
ン
ド
が
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
に
は
、
何
が
必
要
な
の
だ
ろ

う
か
。

　

有
名
な
実
験
に
、「
ペ
プ
シ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が

脳
に
与
え
る
影
響
を
調
べ
た
研
究
が
あ
る
。
コ
カ
・
コ
ー
ラ
と
ペ
プ

シ
を
比
較
し
、
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
の
知
識
が
味
や
選
好
を
変
容
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
古
典
的

な
リ
サ
ー
チ
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
脳
科
学
的
に
検
証
し
よ
う
と
い
う
研
究
（
二
〇
〇
四
）
が

ア
メ
リ
カ
の
脳
科
学
者
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
実
験
で
は
ま
ず
、
ペ
プ
シ
と
コ
カ
・
コ
ー
ラ
を
被
験
者
に
飲
ん

で
も
ら
い
、
味
の
好
み
と
ブ
ラ
ン
ド
の
好
み
が
一
致
す
る
か
ど
う
か

を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
自
分
が
好
き
だ
と
思
っ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド

と
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
テ
ス
ト
で
調
べ
た
味
の
好
み
は
そ
れ
ほ
ど
一
致
す

る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ
好
き
だ
と
自
認
し
て
公
言
し
て
い
て
も
、
ラ
ベ
ル
を

見
せ
ず
に
中
身
だ
け
飲
ま
せ
る
と
ペ
プ
シ
を
選
ぶ
、
と
い
う
人
が
多

か
っ
た
。

　

次
に
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
被
験
者
に
コ
カ
・
コ
ー
ラ
と
ペ
プ
シ
の
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そ
れ
ぞ
れ
を
ブ
ラ
ン
ド
名
な
し
で
飲
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
最
中
の
脳

の
活
動
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
。
主
観
的
な
快
楽
を
感
じ
る
と
き
に
活
動

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
脳
機
能
領
域
は
腹
内
側
前
頭
前
皮
質
だ

が
、
こ
の
部
分
の
活
動
は
、
被
験
者
が
あ
ら
か
じ
め
報
告
し
た
自
分

の
ブ
ラ
ン
ド
の
好
み
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ン
ド
と
味
を
、

脳
は
別
々
に
処
理
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
の
デ
ー
タ
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
名
が

わ
か
っ
て
い
る
状
態
で
被
験
者
に
そ
れ
ぞ
れ
を
飲
ん
で
も
ら
い
、
脳

を
ス
キ
ャ
ン
し
た
。
す
る
と
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
を
好
き
だ
と
答
え
た

人
が
コ
カ
・
コ
ー
ラ
と
知
っ
て
飲
む
と
き
に
は
、
記
憶
・
情
動
の
回

路
が
活
性
化
し
た
。
一
方
で
、
ペ
プ
シ
で
は
こ
の
よ
う
な
反
応
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
コ
カ
・
コ
ー
ラ
に
特
異
的
に
見
ら
れ
た
こ
の
反
応

は
、情
動
に
直
接
訴
え
か
け
て
判
断
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、

エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
さ
ら
に
、
腹
内
側
前
頭
前
皮
質
を
損
傷
し
た
患

者
に
対
し
て
同
じ
実
験
を
し
た
。
上
で
説
明
し
た
通
り
、
こ
の
部
分

の
活
動
は
、
主
観
的
な
快
楽
、
そ
し
て
感
情
的
記
憶
と
結
び
つ
い
て

い
る
。
す
る
と
、
こ
の
患
者
た
ち
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
テ
ス
ト
で
の
味

の
好
み
と
、
ブ
ラ
ン
ド
名
を
明
か
し
た
場
合
の
好
み
が
一
致
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
の
印
や
権
威
的
な
何
か
に
判
断
が
左
右
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
を
、
私
た
ち
は
恥
ず
か
し
い
と
自
認
し
、
醜
い
こ
と
で
あ
る
と

自
省
す
る
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ン
ド
や
権
威
を
認
知
し
、
こ
れ
を
選
好

す
る
の
は
重
要
な
脳
の
働
き
の
一
つ
と
も
い
え
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

⃝

変
容
し
続
け
る
美
と
倫
理
の
基
準

　

と
は
い
え
、
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
も
変
容
す
る
。
過
度
に
身
に
着
け

す
ぎ
る
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
人
物
が
好
ん
で
い
る
、
な

ど
の
事
由
に
よ
り
、
そ
の
価
値
は
毀
損
さ
れ
る
。
ま
た
、
単
に
時
間

を
経
る
だ
け
で
価
値
が
低
下
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

美
人
か
否
か
の
判
定
尺
度
も
歴
史
的
、
文
化
的
（
時
空
間
軸
）
な

要
素
に
大
き
く
依
存
す
る
変
化
す
る
価
値
の
一
つ
と
い
え
る
。
こ
の

変
容
の
頻
度
と
度
合
い
は
、「
美
し
い
景
色
」
や
「
お
い
し
さ
」
な

ど
比
較
的
変
容
の
度
合
い
の
少
な
い
美
の
基
準
と
は
異
な
る
機
構
に

よ
る
認
知
が
働
く
。
変
わ
ら
な
い
お
い
し
さ
、
時
を
経
て
も
変
わ
ら

な
い
美
の
価
値
は
、
前
述
の
よ
う
に
腹
内
側
前
頭
前
皮
質
が
判
断
し

て
い
る
。

　

変
わ
る
美
の
基
準
の
判
定
機
構
を
探
る
た
め
に
、
ク
ウ
ォ
ー
ツ
と

ア
ス
プ
は
「
カ
ッ
コ
い
い
」
と
い
う
価
値
に
着
目
し
、
20
代
前
半
の

学
生
を
被
験
者
と
し
て
脳
の
活
動
を
測
定
し
た
。

　

ま
ず
、
学
生
に
、
香
水
か
ら
家
電
に
至
る
ま
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

か
ら
、
カ
ッ
コ
い
い
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
選
び
、
二
〇
〇
個

以
上
の
画
像
を
作
成
さ
せ
た
。
次
に
、
別
の
学
生
た
ち
を
被
験
者
と

し
て
、
そ
れ
ら
の
画
像
を
見
て
い
る
と
き
の
脳
の
活
動
を
ス
キ
ャ
ン
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し
、そ
の
後
、見
て
も
ら
っ
た
画
像
に
つ
い
て
カ
ッ
コ
い
い
か
ら
カ
ッ

コ
悪
い
ま
で
評
点
を
つ
け
さ
せ
た
。

　

す
る
と
、
カ
ッ
コ
い
い
、
と
学
生
た
ち
が
判
定
し
た
画
像
に
つ
い

て
は
、
内
側
前
頭
前
皮
質
が
活
性
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
部
分
は
、
空
想
、
計
画
、
内
省
的
な
思
考
を
し
て
い
る
と
き
に

活
性
化
す
る
部
分
で
あ
り
、「
自
意
識
」
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　

カ
ッ
コ
い
い
か
ど
う
か
、
と
い
う
判
断
と
、
自
意
識
が
関
連
し
て

い
る
、
と
い
う
発
見
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　

内
側
前
頭
前
皮
質
が
司
っ
て
い
る
の
は
以
下
の
よ
う
な
機
能
で
あ

る
。
自
覚
し
て
い
な
く
て
も
、
自
分
の
周
囲
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

を
常
に
モ
ニ
タ
ー
し
て
、
自
分
と
関
係
の
深
い
こ
と
で
あ
れ
ば
で
き

る
だ
け
す
ば
や
く
こ
れ
を
検
出
し
て
反
応
す
る
た
め
の
準
備
を
さ
せ

る
。
自
分
と
の
関
連
が
あ
る
一
定
の
値
を
超
え
る
と
、
そ
こ
へ
自
動

的
に
関
心
が
向
く
よ
う
に
ス
タ
ン
バ
イ
状
態
を
保
つ
。

　

自
意
識
と
頻
繁
に
変
更
が
加
え
ら
れ
る
価
値
基
準
が
関
係
し
て
い

る
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。
内
側
前
頭
前
皮
質
は
、
自
分
の
社
会
的

な
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
た
め
に
常
に
活
動
し
て
い
る
領
域
だ
が
、

「
カ
ッ
コ
い
い
」
の
基
準
を
司
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
無
自
覚
の

う
ち
に
私
た
ち
の
行
動
を
抑
制
し
、
行
き
過
ぎ
た
利
己
的
な
振
る
舞

い
を
回
避
さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
「
良
心
」

の
領
域
で
あ
り
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
倫
理
規
範
と
照
合
し
て
適
切

な
行
動
を
取
ら
せ
、
反
社
会
的
な
振
る
舞
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
働
き
を
持
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
こ
の
よ
う
な
規
範
に
対
す
る
応
答
の
鈍
い
一
群
が
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
群
は
内
側
前
頭
前
皮
質
の
活
動
が
低
く
、「
良
心
」

が
働
き
に
く
い
。
い
わ
ゆ
る
「
サ
イ
コ
パ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
一
群
の

人
々
だ
が
、
変
わ
る
価
値
基
準
に
対
し
て
そ
れ
を
意
に
介
さ
ず
堂
々

と
振
る
舞
う
の
で
、
あ
た
か
も
そ
の
人
た
ち
が
基
準
で
あ
る
か
の
よ

う
な
人
々
に
印
象
を
与
え
、
一
定
数
の
人
か
ら
「
カ
ッ
コ
い
い
」
人

物
で
あ
る
と
支
持
を
得
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
人
物
を
支
持
す

る
の
は
、
自
意
識
の
領
域
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
か
か

り
や
す
い
若
年
層
に
多
く
見
ら
れ
、
若
い
間
は
サ
イ
コ
パ
シ
ー
の
高

い
人
間
を
性
的
パ
ー
ト
ナ
ー
に
好
む
け
れ
ど
、
年
齢
を
経
る
と
信
頼

の
お
け
る
相
手
を
選
好
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
変
化
が
起
こ
る
の

は
こ
の
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
は
、
サ
イ
コ
パ
シ
ー
の
高
い
人
間

の
割
合
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
少
な
い
地
域
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
内

側
前
頭
前
皮
質
の
機
能
が
よ
り
高
い
人
の
割
合
が
高
く
、
変
化
す
る

美
と
し
て
の
「
カ
ッ
コ
い
い
」
や
「
倫
理
」
の
基
準
の
更
新
頻
度
の

高
い
風
土
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
価
値
基
準
の
消
費
サ
イ

ク
ル
は
、
内
側
前
頭
前
皮
質
と
自
意
識
の
関
係
か
ら
読
み
解
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

脳
の
あ
る
部
分
の
機
能
を
計
測
す
れ
ば
、
そ
の
活
動
の
大
き
さ
か
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ら
、
欲
求
の
強
さ
と
価
値
の
高
さ
を
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
る
―
―

こ
れ
が
神
経
科
学
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
脳
は
、
本
人
が
自

覚
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
常
に
ま
わ
り
の
対
象
物
に
つ
い
て
価
値

判
断
を
行
い
、
そ
し
て
、
無
自
覚
的
な
行
動
を
ひ
そ
か
に
誘
導
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
お
く
の
は
、
共
同
体
間
で
起
こ

る
集
団
的
な
相
互
の
攻
撃
行
動
の
誘
発
を
未
然
に
防
ぐ
大
き
な
一
助

と
な
ろ
う
。
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今
の
元
号
「
平
成
」
は
、
そ
の
三
十
一
年
（
西
暦
二
〇
一
九
年
）

四
月
三
十
日
を
も
っ
て
終
わ
り
、
翌
五
月
一
日
に
改
元
さ
れ
る
こ
と

が
既
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
元
号
は
四
月
一
日
（
改

元
の
一
月
前
）
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
を
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
一

月
四
日
に
公
式
に
発
表
し
た
。（
評
者
が
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

一
月
時
点
で
は
、
新
元
号
は
勿
論
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。）
こ
れ
は
、

平
成
二
十
八
年
八
月
八
日
に
今
上
天
皇
が
「
譲
位
」（
世
間
一
般
で

は
「
生
前
退
位
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
）
す
る
旨
の
「
お
こ
と
ば
」

を
ヴ
ィ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
形
で
全
国
民
に
向
け
て
発
し
て
か
ら
の

一
連
の
流
れ
の
帰
結
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
お
こ
と
ば
」
か
ら
、政
治
・

行
政
に
携
わ
る
人
々
の
取
り
組
み
、
す
な
わ
ち
法
的
整
備
・
式
典
準

備
が
始
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
復
古
的
な
政
治
見

解
を
も
つ
比
較
的
少
数
の（
し
か
し
現
政
権
に
対
し
影
響
力
が
強
い
）

人
々
の
政
治
的
策
動
も
始
ま
っ
た
。（
た
と
え
ば
、
新
天
皇
に
な
っ

て
か
ら
改
元
を
決
定
す
べ
き
と
す
る
主
張
。
具
体
的
に
は
五
月
一
日

の
即
位
当
日
に
新
天
皇
が
署
名
し
て
新
元
号
を
定
め
、
翌
二
日
に
新

元
号
が
始
ま
る
よ
う
に
強
く
主
張
す
る
な
ど
。
た
だ
し
、
法
令
実
務

上
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
改
修
作
業
上
、
ど
ち
ら
の
観
点
か
ら
も
実
現

不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
安
倍
内
閣
が
冒
頭
述

べ
た
よ
う
な
結
論
に
至
っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。）
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
皇
室
の
「
伝
統
」
を
云
々
す
る
割
に
は
、

そ
の
歴
史
的
知
識
・
見
解
は
一
面
的
・
稚
拙
で
あ
る
。

　
「
皇
室
」（
す
な
わ
ち
、
他
国
に
は
例
を
見
な
い
十
数
世
紀
と
い
う

長
期
間
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
き
た
天
皇
家
）
の
「
伝
統
」
行
事
の

多
く
が
、
明
治
以
前
の
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
神
式
・
仏
式
の
習
合

（
混
淆
）
で
あ
る
が
、
そ
の
双
方
が
実
は
儒
教
思
想
に
も
と
づ
く
変

容
を
経
た「
神
道
」「
仏
教
」の
体
現
で
あ
り
、あ
か
ら
さ
ま
に
言
え
ば
、

中
国
の
政
治
思
想
・
法
制
度
の
深
い
影
響
下
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

小
島 

毅
『
天
皇
と
儒
教
思
想 

― 

伝
統
は
い
か
に
創
ら
れ
た
の
か
？
』

■
書
評
Ⅰ
■

東
日
本
国
際
大
学
経
済
経
営
学
部
教
授

東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
　
倉
　
田
　
　
　
貢
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は
、
厳
密
な
実
証
科
学
と
し
て
の
「
歴
史
学
」
に
つ
い
て
は
門
外
漢

で
あ
る
評
者
も
最
低
限
の
常
識
と
し
て
は
知
っ
て
い
た
が
、
今
回
本

書
を
閲
読
し
て
、
こ
の
天
皇
家
の
「
伝
統
」
の
多
く
が
、
実
は
明
治

維
新
の
前
後
に
新
た
に
創
出
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
「
目
か
ら
鱗
」

（
言
い
古
さ
れ
た
表
現
で
は
あ
る
が
）
の
感
を
深
く
し
た
。

　

著
者
の
小
島
氏
は
中
国
思
想
史
の
泰
斗
で
あ
る
が
、
我
が
日
本
史

に
つ
い
て
も
、
と
く
に
日
本
の
政
治
・
宗
教
へ
の
中
国
思
想
の
影
響

を
論
じ
る
中
で
、
東
ア
ジ
ア
文
化
・
政
治
圏
に
関
す
る
厳
密
な
学
識

を
も
っ
て
鋭
く
メ
ス
を
入
れ
る
著
作
群
を
多
く
発
表
し
て
き
て
お

り
、
と
も
す
れ
ば
日
本
国
内
の
視
点
か
ら
の
み
史
実
を
扱
っ
て
き
た

我
が
国
の
歴
史
学
に
も
一
石
を
投
じ
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
本

書
は
、
天
皇
家
の
「
伝
統
」
に
つ
い
て
の
正
し
い
歴
史
認
識
（
具
体

的
に
は
、
日
本
の
代
表
者
で
あ
る
天
皇
家
の
、
ひ
い
て
は
日
本
人
全

体
の
「
伝
統
」
が
、
中
国
の
文
化
・
思
想
・
制
度
か
ら
の
影
響
な
し

に
は
成
立
し
な
か
っ
た
と
い
う
、
と
も
す
れ
ば
等
閑
視
さ
れ
が
ち
な

歴
史
的
事
実
を
正
当
に
認
識
す
る
こ
と
）
を
得
る
た
め
の
ま
た
と
な

い
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
ま
さ
に
時
宜
に
適
っ

た
出
版
物
で
あ
る
。そ
の
説
く
と
こ
ろ
の
い
く
つ
か
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
い
ま
天
皇
家
の
伝
統
行
事
と
さ
れ
て
い
る
、
皇
后
に
よ
る

「
養
蚕
」
は
、
日
本
書
紀
に
記
述
が
あ
る
が
そ
れ
が
存
続
し
た
記
録

は
な
く
、明
治
初
期
に
皇
后（
後
の
昭
憲
皇
太
后
）に
よ
っ
て「
復
活
」

と
い
う
名
で
事
実
上
新
た
に
創
出
さ
れ
た
「
伝
統
」
で
あ
る
。
ま
た

天
皇
の
「
田
植
え
」「
稲
刈
り
」
は
周
知
の
と
お
り
昭
和
天
皇
に
よ
っ

て
文
字
通
り
始
め
ら
れ
た
新
し
き
伝
統
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に

「
創
ら
れ
た
伝
統
」
で
あ
る
（
一
一
頁
、小
島
氏
は
そ
の
原
義
を
Ｅ
・

ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
と
Ｔ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
著
書
か
ら
引
用
し
て
い
る
こ

と
を
明
記
し
て
い
る
）。

　

次
い
で
、「
宮
中
祭
祀
」、
中
で
も
重
要
な
「
祈
年
祭
」「
皇
霊
祭
」

に
つ
い
て
は
、「
儒
教
を
思
想
資
源
と
し
て
十
九
世
紀
に
整
備
さ
れ

た
祭
祀
」
で
あ
る
所
以
が
氏
の
該
博
な
知
識
を
も
っ
て
正
確
に
記
述

さ
れ
て
い
る
。「
祈
年
祭
」
は
、
中
国
の
歴
代
王
朝
が
継
承
し
続
け

た
儒
教
祭
祀
の
ひ
と
つ
「
祈
穀
」
に
由
来
し
、「
貞
観
儀
式
」「
日
本

三
代
実
録
」
の
記
述
に
よ
っ
て
、
遅
く
と
も
九
世
紀
に
は
我
が
国
の

宮
中
儀
礼
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
室
町
時
代
後
期
に
は
、
大
嘗
祭
な
ど
他
の
祭
儀
と
と
も
に
廃
絶

し
て
し
ま
っ
た
。
朝
廷
の
権
威
失
墜
と
財
力
衰
微
に
よ
る
た
め
で
あ

る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
こ
れ
が
数
世
紀
を
経
て
文
字
通
り
「
復

興
」
し
た
の
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
皇
祖
皇
宗
」
を
祀
る
「
皇
霊
祭
」
は
、
明
治
維
新
期
に
、
天
皇

が
「
親
祭
」（
中
国
儒
教
の
用
語
で
あ
り
、
皇
帝
が
自
ら
主
宰
す
る

祭
祀
）
す
る
象
徴
的
祭
祀
と
し
て
「
神
祇
官
改
革
・
宮
中
神
殿
創
祀
」

の
中
核
と
し
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
た
め
の
神
殿
が「
皇

霊
殿
」
で
あ
る
。
勿
論
、
表
向
き
は
「
神
道
」
の
祭
祀
・
神
殿
と
し

て
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
天
皇
家
が
先
祖
を
祀
る
形
は
、
幕
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末
以
前
は
神
仏
習
合
で
あ
っ
た
が
、
明
治
新
政
府
の
神
仏
分
離
政
策

（
慶
応
四
年
三
月
二
十
八
日
「
神
仏
判
然
令
」）
に
よ
っ
て
天
皇
家

の
祭
祀
か
ら
仏
式
は
廃
絶
さ
れ
「
神
式
」
の
み
と
な
っ
た
。
と
い
っ

て
も
、
思
想
的
淵
源
と
し
て
の
中
国
由
来
の
儒
教
色
が
濃
厚
な
「
神

式
」
で
あ
る
。

　

歴
史
を
遡
る
と
、
平
安
時
代
の
天
皇
家
は
天
智
天
皇
（
中
大
兄
皇

子
）
を
皇
祖
と
し
て
敬
い
祀
っ
た
（
天
武
天
皇
系
は
奈
良
時
代
末
期

以
後
、
皇
位
継
承
の
範
囲
か
ら
外
れ
た
）。
血
統
的
に
そ
う
で
あ
っ

た
だ
け
で
な
く
、中
大
兄
皇
子
と
と
も
に
大
化
の
改
新
（
乙
巳
の
変
）

の
主
役
で
あ
っ
た
中
臣
鎌
足
を
祖
に
持
つ
藤
原
氏
が
天
皇
家
の
外
戚

と
し
て
絶
大
な
権
勢
を
誇
っ
た
平
安
王
朝
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
、
天
智
天
皇
を
祖
と
仰
ぐ
こ
と
は
幕
末
ま
で
続
い

て
い
た
の
で
あ
る
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
の
「
王
政
復
古
の

大
号
令
」
に
お
け
る
「
神
武
創
業
」
と
い
う
考
え
方
は
ま
さ
に
新
た

な
伝
統
の
創
出
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

儒
教
の
「
廟
制
」
を
思
想
的
な
核
と
す
る
中
国
王
朝
の
「
宗
廟
」

制
度
の
考
え
方
を
も
と
に
明
治
維
新
期
に
始
ま
っ
た
の
が「
皇
霊
殿
」

と
「
皇
霊
祭
」
な
の
で
あ
る
。「
神
武
天
皇
」
を
祖
と
し
敬
う
の
が

明
治
維
新
以
降
の
新
た
な
伝
統
で
あ
る
こ
と
は
、「
神
武
天
皇
陵
」

造
営
と
「
橿
原
神
宮
」
創
建
が
と
も
に
明
治
期
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
の
、
正
確
無
比
な

該
博
な
学
識
を
駆
使
し
て
歴
史
的
事
実
を
究
明
す
る
叙
述
の
明
快
性

に
は
、
氏
の
碩
学
と
し
て
の
面
目
躍
如
の
感
が
あ
る
。「
天
皇
が
行

う
祭
祀
に
つ
い
て
学
術
的
に
語
る
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
予
備
知
識
が

必
要
な
の
だ
。
単
純
に
『
日
本
古
来
の
伝
統
』
な
ど
と
い
っ
て
す
ま

せ
る
の
は
、
知
性
の
放
棄
で
あ
る
」（
一
一
一
頁
）。
こ
れ
は
、
間
接

的
に
は
、
一
部
の
保
守
論
者
（
皇
室
尊
重
を
謳
い
文
句
に
は
し
て
い

る
が
、
実
は
己
の
反
動
的
な
主
義
主
張
に
皇
室
の
存
在
を
利
用
し
よ

う
と
す
る
、
皇
室
に
と
っ
て
迷
惑
な
者
た
ち
：
評
者
の
表
現
）
の
知

性
の
無
さ
へ
の
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
。

　
「
元
号
」
に
つ
い
て
も
氏
の
叙
述
は
論
旨
明
快
で
あ
る
。「
元
号
」

は
東
ア
ジ
ア
独
特
の
紀
年
法
で
あ
り
、
制
度
上
・
思
想
上
の
淵
源
は

中
国
の
伝
統
的
な
王
権
論
で
あ
る
。
勿
論
そ
の
中
核
は
儒
教
思
想
で

あ
る
。「
暦
」
と
と
も
に
「
紀
年
」
は
、
帝
王
の
神
聖
性
・
権
威
・

権
力
の
象
徴
で
あ
る
と
と
も
に
、
臣
民
・
諸
外
国
（
と
い
う
よ
り
、

中
国
周
囲
の
冊
封
国
家
）
に
そ
れ
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
元

号
は
、
歴
史
的
に
、
朝
鮮
（
そ
れ
以
前
の
朝
鮮
半
島
に
数
多
く
存
在

し
た
諸
国
も
含
む
）、
越
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）、
渤
海
な
ど
多
く
の
国
家

に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
や
元
号
を
用
い
て
い
る
国
家

は
日
本
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
淵
源
・
経
緯
を
正
確
に
知
る
も

の
は
意
外
に
少
な
い
。

　
「
改
元
」す
な
わ
ち
元
号
を
改
め
る
こ
と
に
は
い
ろ
い
ろ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
。「
瑞
祥
改
元
」（
祥
瑞
改
元
と
も
い
う
。
吉
兆
の
出
現
に

よ
っ
て
、
ま
た
は
そ
れ
が
現
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
元
号
を
改
め
る
こ
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と
）、「
災
異
改
元
」（
天
変
地
異
な
ど
の
厄
災
が
あ
っ
た
こ
と
を
受

け
て
そ
れ
が
再
び
起
き
な
い
こ
と
を
期
し
て
元
号
を
改
め
る
こ
と
）、

「
革
年
改
元
」（
特
定
の
干
支
、
す
な
わ
ち
辛
酉
と
甲
子
の
年
に
元

号
を
改
め
る
こ
と
）、「
代
始
改
元
」（
天
皇
の
代
替
わ
り
で
改
元
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
最
後
の
「
代
始
改
元
」
の
う
ち
、
天

皇
在
位
中
に
改
元
し
な
け
れ
ば
「
一
世
一
元
」
と
な
る
。
平
安
朝
初

期
に
事
実
上
の
一
世
一
元
が
計
八
代
（
桓
武
天
皇
ほ
か
）
あ
っ
た
史

実
が
あ
る
が
、
今
に
続
く
一
世
一
元
の
制
度
が
確
立
し
た
の
は
、
維

新
期
に
岩
倉
具
視
に
よ
っ
て
奏
上
さ
れ
て
発
せ
ら
れ
た
「
改
元
詔

書
」（
正
式
に
は
、
慶
応
四
年
九
月
八
日
（
西
暦
一
八
六
八
年
十
月

二
十
三
日
）
太
政
官
布
告
第
七
二
六
号
）
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
「
慶
応
」
か
ら
「
明
治
」
に
「
改
元
（
改
号
）」
さ
れ
、
爾

後
「
一
世
一
元
（
御
一
代
一
号
）」
に
限
る
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
わ

せ
て
、「
吉
凶
の
象
兆
」
に
し
た
が
っ
て
「
改
号
」
す
る
こ
と
は
止

め
（
即
ち
、
瑞
祥
改
元
や
災
異
改
元
を
廃
し
）、
代
始
改
元
の
ひ
と

つ
の
形
で
あ
る
「
一
世
一
元
」
と
す
る
こ
と
が
制
度
上
確
定
し
た
の

で
あ
る
。
以
後
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
「
一
世
一
元
」
が

続
い
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
固
有
の
も
の
と
多
く
の
日
本
人
が
認
識
し

て
い
る
「
元
号
（
年
号
）」
は
、
中
国
発
、
汎
東
ア
ジ
ア
の
紀
年
法

で
あ
る
こ
と
は
正
確
に
認
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
い
ま
日
本
に
し
か
元
号
の
制
度
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と

を
も
っ
て
、
我
が
国
固
有
の
制
度
で
あ
る
こ
と
を
過
度
に
強
調
す
る

の
は
一
部
論
者
の
見
識
不
足
で
あ
る
と
氏
が
判
断
し
て
い
る
と
思
う

の
は
評
者
の
考
え
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
こ
の
著
書
に
現
れ
て
い
る
、
中
国
思
想
史
、
儒
教
思
想
史

（
日
本
の
江
戸
期
の
儒
学
思
想
的
淵
源
も
含
め
て
）
に
関
す
る
氏
の

該
博
な
知
識
に
触
れ
た
い
方
に
は
、
先
に
発
刊
さ
れ
た
『
儒
教
が
支

え
た
明
治
維
新
』（
晶
文
社
二
〇
一
七
）、続
編
『
志
士
か
ら
英
霊
へ
』

（
晶
文
社
二
〇
一
八
）
を
紐
解
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
文
字
通
り

「
改
元
」
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
今
、
氏
の
諸
著
作
を
読
み
、
世
界

（
特
に
東
ア
ジ
ア
）
の
中
の
「
日
本
」
の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
問
い

直
す
こ
と
が
、
我
々
に
と
っ
て
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
と
評
者
は
確

信
す
る
。

 

（
了
）
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創
価
学
会
を
「
哲
学
」
と
し
て
見
る
視
点　

　

創
価
学
会
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
長
池
田
大
作
氏
（
以
下
、
池
田

会
長
）
は
、
一
九
六
〇
年
に
創
価
学
会
第
三
代
会
長
に
就
任
し
て
以

来
、
60
年
近
く
に
も
わ
た
り
創
価
学
会
の
活
動
を
指
導
し
て
き
た
。

そ
の
間
、
お
び
た
だ
し
い
ほ
ど
多
く
の
言
説
を
著
し
、『
池
田
大
作

全
集
』
は
既
に
一
五
〇
巻
に
も
及
ん
で
い
る
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
定

め
た
小
説
『
新
・
人
間
革
命
』
も
去
る
二
〇
一
八
年
九
月
八
日
に
全

30
巻
の
連
載
が
よ
う
や
く
完
結
を
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

池
田
会
長
は
仏
法
者
と
し
て
日
蓮
の
御
書
（
遺
文
）
や
法
華
経
な

ど
仏
法
哲
学
に
関
す
る
講
義
を
多
く
著
述
し
て
い
る
ほ
か
、
歴
史
家

ト
イ
ン
ビ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
識
者
と
の
対
談
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
諸
大
学
で
の
講
演
、
平
和
・
文
化
・

教
育
を
テ
ー
マ
に
世
界
に
発
信
す
る
提
言
な
ど
が
世
界
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
仏
法
の
生
命
哲

学
を
普
遍
的
な
言
葉
に
置
き
換
え
て
現
代
の
哲
理
に
昇
華
し
て
語
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
池
田
会
長
の
言
説
に
触
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し

て
池
田
会
長
と
の
出
会
い
を
熱
望
し
、
実
際
に
会
見
を
果
た
し
た

人
々
の
な
か
に
は
周
恩
来
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
、
マ
ン
デ
ラ
と
い
っ
た

世
界
各
国
の
指
導
者
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
日
本
国
内
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
池
田
会
長
の
言

説
に
対
し
て
ま
と
も
な
評
価
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
氏
は
二
〇
〇
七
年
に
来
日
し
た
際
、「
日
本
人
は
池
田
会

長
を
過
小
評
価
し
て
い
る
。
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」、「
池
田
会
長
と
は
対
談
集
も
発
刊
し
、
世
界
で
読
ま
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
そ
の
対
談
集
を
読
ま
れ
た
の
で
す
か
」
と
発
言
し

て
い
る
。
そ
の
場
に
い
た
財
界
人
た
ち
は
こ
の
言
葉
に
驚
い
た
と
い

う
が
、
実
際
に
会
っ
て
意
気
投
合
し
、
対
談
集
ま
で
出
し
て
い
る
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
氏
か
ら
見
れ
ば
、
な
ぜ
日
本
人
は
池
田
会
長
の
思
想
を

松
岡
幹
夫
著
『
新
版　
日
蓮
仏
法
と
池
田
大
作
の
思
想
』

■
書
評
Ⅱ
■

創
価
大
学
文
学
部　

教
授
　
山
　
岡
　
政
　
紀
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知
ろ
う
と
し
な
い
の
か
、
対
談
を
読
も
う
と
も
し
な
い
の
か
と
驚
い

た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

か
つ
て
外
交
官
と
し
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏
と
池
田
会
長
の
出
会
い

の
場
に
関
わ
り
、
そ
れ
以
来
、
池
田
会
長
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
と
公

言
し
て
憚
ら
な
い
作
家
・
佐
藤
優
氏
は
、
講
演
の
な
か
で
「
日
本
の

社
会
に
は
創
価
学
会
タ
ブ
ー
が
あ
る
。
創
価
学
会
の
悪
口
で
あ
れ
ば

ど
ん
な
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
こ
と
で
も
書
け
る
が
、
創
価
学
会
の
平
和

へ
の
貢
献
や
池
田
会
長
の
功
績
を
書
く
と
す
ぐ
に
叩
か
れ
る
」（
佐

藤
優
（
二
〇
一
八
）
よ
り
、
要
旨
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
日
本
の
宗
教
学
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
仏
教
宗
派
に
対
し

て
は
そ
の
教
理
の
「
内
側
の
」
視
点
に
基
づ
く
宗
教
哲
学
的
な
論
考

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
明
治
期
以
降
に
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
新
宗
教

に
対
し
て
は
教
団
の
形
成
や
社
会
と
の
関
わ
り
等
に
つ
い
て
「
外
側

の
」
視
点
か
ら
分
析
し
た
宗
教
社
会
学
的
な
論
考
が
大
半
で
あ
る
。

創
価
学
会
も
ま
た
そ
れ
ら
の
新
宗
教
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
う

え
に
、
排
他
性
を
持
っ
た
教
団
と
の
認
識
に
基
づ
く
批
判
的
な
分
析

が
多
く
を
占
め
、
創
価
学
会
の
哲
学
の
本
質
を
「
内
側
か
ら
」
理
解

し
よ
う
と
す
る
論
考
は
い
ま
だ
に
希
少
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

池
田
文
献
へ
の
学
術
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
実
情
へ
の
問
題
意
識
が
執

筆
の
動
機
づ
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
『
新
版　

日
蓮
仏
法

と
池
田
大
作
の
思
想
』
を
評
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
文
脈
な
の
で
あ

る
。
中
国
で
は
北
京
大
学
を
筆
頭
に
二
十
を
超
え
る
諸
大
学
で
池
田

大
作
研
究
所
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
「
内
側
」
視
点
の
池
田
思
想
研
究

が
拡
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
そ
の
潮
流
は
欧
米
に
も
拡
大
し
つ
つ
あ

る
。そ
の
一
方
で
日
本
で
は
池
田
会
長
の
言
説
を
学
問
的
に
整
理
し
、

分
析
し
、
そ
の
言
説
が
持
つ
仏
教
哲
学
と
し
て
の
意
義
を
正
面
か
ら

論
じ
た
研
究
が
依
然
と
し
て
少
な
い
。
今
後
、
日
本
に
お
け
る
池
田

思
想
研
究
が
興
隆
し
ゆ
く
た
め
の
先
鞭
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
書

き
起
こ
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

本
書
の
著
者
松
岡
幹
夫
氏
は
か
つ
て
日
蓮
正
宗
大
石
寺
宗
門
に
僧

籍
を
置
く
も
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
宗
門
問
題
の
際
に
宗
門
を
批
判
し

て
離
脱
し
た
人
で
あ
る
。
宗
門
離
脱
に
際
し
て
は
大
石
寺
の
僧
侶
に

顔
面
を
殴
ら
れ
た
と
の
逸
話
も
あ
る
。
怒
号
を
浴
び
、
暴
力
を
振
る

わ
れ
て
ま
で
自
ら
の
信
念
を
貫
い
て
長
年
所
属
し
た
宗
門
を
離
脱
し

た
と
い
う
の
だ
か
ら
腹
が
据
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
は
、
い
っ
さ

い
の
妥
協
を
排
し
て
日
蓮
仏
法
の
本
義
に
忠
実
に
生
き
よ
う
と
し
た

誠
実
な
信
仰
の
発
露
で
あ
っ
た
こ
と
を
同
氏
は
こ
れ
ま
で
も
度
々
述

懐
し
て
い
る
。
氏
は
そ
の
後
、
本
格
的
な
学
問
の
手
法
を
修
め
る
べ

く
、
東
京
大
学
大
学
院
に
進
ん
で
博
士
号
を
取
得
し
、
現
在
は
大
学

教
授
と
し
て
教
鞭
を
執
り
、
今
日
に
到
る
。

　

本
書
に
は
池
田
思
想
に
対
し
て
学
問
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め

の
研
究
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
の
第
一
は
池
田
会
長
の



71

■書評

言
説
に
忠
実
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
お
び
た
だ
し

い
池
田
会
長
の
言
説
の
テ
ク
ス
ト
を
収
集
・
整
理
し
、
そ
こ
か
ら
解

釈
や
一
般
化
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
文
芸
研
究
や
歴
史
研
究
に

求
め
ら
れ
る
文
献
重
視
と
共
通
の
手
法
で
あ
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
そ
う
し
て
収
集
し
た
池
田
会
長
の
言
説
を
表
面

的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
理
念
の
元
と
な
っ
て
い
る
日
蓮
仏

法
の
法
理
に
淵
源
を
た
ど
っ
て
考
察
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
池
田
会
長
が
仏
法
の
哲
理
を
一
般
的
な
言
葉
へ
普
遍
化
し
た
言

説
を
、
日
蓮
仏
法
の
言
葉
へ
と
再
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
が
ま
さ
に
本
書
の
特
徴
で
あ
る
池
田
思
想
の
「
内
側
の
」
視
点

に
迫
る
哲
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
核
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
池
田
会
長

の
言
説
は
時
代
に
即
応
し
た
展
開
を
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
本

質
は
約
60
年
間
全
く
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
い
る
。
そ
れ
は
池

田
会
長
が
日
蓮
仏
法
の
法
理
に
一
貫
し
て
忠
実
で
あ
り
、
そ
の
基
軸

が
ぶ
れ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
池
田
会
長
の
言
説
を
日
蓮
仏

法
へ
と
再
解
釈
す
る
作
業
は
、
池
田
会
長
の
真
意
を
確
認
す
る
う
え

で
重
要
な
作
業
と
な
る
。

池
田
思
想
に
お
け
る
「
す
べ
て
を
生
か
す
」
と
は

　

本
書
は
、
序
章
「
創
価
学
会
研
究
の
現
状
と
課
題
」、
第
一
章
「
池

田
思
想
の
五
つ
の
特
徴
」、
第
二
章
「
池
田
思
想
に
対
す
る
偏
見
を

正
す
」、
第
三
章
「
仏
教
哲
学
と
池
田
思
想
」、
第
四
章
「
現
代
仏
法

と
池
田
思
想
」、第
五
章
「
人
間
主
義
の
宗
教
」
の
全
六
章
か
ら
成
る
。

　

第
一
章
で
は
池
田
思
想
の
五
つ
の
特
徴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
池
田
会
長
が
日
蓮
仏
法
を
社
会
哲
学
と
し
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
る
か
を
そ
の
言
説
を
も
と
に
整
理
し
た
も
の
で
、
①
生
命
の
復

権
、
②
自
由
自
在
の
主
体
性
、
③
す
べ
て
を
生
か
す
、
④
変
化
の
信

仰
、
⑤
智
慧
に
生
き
る
、
以
上
の
五
項
目
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
端

的
に
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

① 

生
命
の
復
権
。
西
洋
近
代
の
理
性
信
仰
に
代
わ
っ
て
、
理
性

だ
け
で
な
く
、
感
情
、
直
観
、
欲
望
等
も
含
む
全
体
的
生
命

に
尊
厳
を
見
出
そ
う
と
す
る
。

　
　

② 

自
由
自
在
の
主
体
性
。
理
性
よ
り
も
根
本
的
な
生
命
次
元
の

主
体
性
の
回
復
に
よ
り
、
何
も
の
に
も
囚
わ
れ
な
い
自
由
自

在
の
生
き
方
を
勧
奨
す
る
。

　
　

③ 

す
べ
て
を
生
か
す
。
根
源
的
な
主
体
性
に
基
づ
く
こ
と
に
よ

り
、
生
死
、
善
悪
、
苦
楽
な
ど
、
二
律
背
反
的
に
現
れ
る
現

象
の
す
べ
て
を
無
駄
な
く
生
か
し
て
い
く
。

　
　

④ 

変
化
の
信
仰
。
人
間
が
自
身
の
宿
命
を
真
正
面
か
ら
受
け
止

め
、そ
れ
を
転
換
し
ゆ
く
「
人
間
革
命
」
の
可
能
性
を
信
じ
、

そ
こ
に
人
間
生
命
の
尊
厳
観
を
見
出
す
。

　
　

⑤ 
智
慧
に
生
き
る
。
個
人
の
幸
福
と
社
会
の
繁
栄
が
両
立
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
現
実
に
即
し
た
あ
ら
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ゆ
る
智
慧
を
柔
軟
に
生
か
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
の
う
ち
、③「
す
べ
て
を
生
か
す
」が
特
に
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
、

本
書
全
編
を
通
じ
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
を

重
点
的
に
紹
介
し
た
い
。「
す
べ
て
を
生
か
す
」
は
総
合
的
概
念
で
、

こ
の
小
節
で
は
池
田
会
長
が
多
面
的
に
展
開
し
た
池
田
会
長
の
言
説

十
一
件
が
典
拠
と
共
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
整
理

す
る
と
次
の
四
項
目
に
整
理
で
き
る
。
各
項
一
件
ず
つ
引
用
を
再
掲

す
る
。

　
　

① 

人
生
の
あ
ら
ゆ
る
経
験
を
幸
福
境
涯
の
確
立
の
た
め
に
生
か

す
。「
仏
界
が
基
底
の
人
生
は
、
過
去
・
現
在
の
九
界
の
生

活
を
全
部
、生
か
し
な
が
ら
、希
望
の
未
来
へ
と
進
め
る
」（
全

集
30-

423
）。
過
去
・
現
在
の
あ
ら
ゆ
る
苦
難
を
未
来
の
幸
福

の
た
め
に
生
か
し
て
い
く
道
を
示
し
て
い
る
。

　
　

② 

す
べ
て
の
人
を
掛
け
替
え
の
な
い
人
と
し
て
尊
重
し
、
生
か

す
。「
あ
ら
ゆ
る
人
を
活
か
し
て
い
く
の
が
、
仏
法
」（
全
集

97-

369
）。
人
種
、
国
籍
、
性
別
、
社
会
的
地
位
、
宗
教
等
、

あ
ら
ゆ
る
外
的
側
面
を
除
去
し
た
生
活
者
と
し
て
の
民
衆
を

す
べ
て
尊
極
と
捉
え
、
生
か
す
。
教
育
の
根
本
精
神
に
も
通

じ
る
。

　
　

③ 

あ
ら
ゆ
る
思
想
を
生
か
す
。「
歴
史
上
の
、
あ
ら
ゆ
る
偉
人

の
英
知
も
（
中
略
）
現
代
に
活
か
し
、
実
生
活
の
う
え
に
活

か
し
、価
値
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」（
全
集
137-

260
）。

東
西
の
万
般
の
思
想
、
哲
学
、
宗
教
を
活
用
し
な
が
ら
、
社

会
の
繁
栄
の
た
め
に
活
か
す
。

　
　

④ 

仏
法
の
八
万
法
蔵
を
す
べ
て
生
か
す
。「
仏
法
で
は
『
序
分
・

正
宗
分
・
流
通
分
』、
ま
た
『
要
・
略
・
広
』
等
と
説
き
ま
す
。

そ
の
な
か
に
、
一
切
の
知
識
、
一
切
の
善
論
を
包
含
し
、
時

に
応
じ
、
状
況
に
応
じ
て
、
最
も
価
値
的
に
表
現
す
る
わ
け

で
す
。
大
海
の
ご
と
く
、『
す
べ
て
を
生
か
す
』
の
が
仏
法

で
す
」（
聖
教
96
・
４
・
25
）。
あ
ら
ゆ
る
一
切
経
が
法
華
経

を
説
く
た
め
の
準
備
や
法
華
経
を
広
め
て
い
く
た
め
の
補
助

と
し
て
の
役
割
が
あ
っ
て
生
か
さ
れ
る
と
す
る
。

　

①
～
③
は
日
蓮
仏
法
の
法
理
を
普
遍
的
な
言
葉
で
展
開
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、④
が
日
蓮
仏
法
に
お
け
る
「
三
分
科
経
（
序
・
正
・

流
通
）」（
注
１
）
を
か
み
砕
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
蓮
の
遺

文
「
観
心
本
尊
抄
」
に
は
、
よ
り
本
質
的
な
「
五
重
三
段
」（
注
２
）

の
法
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
略
す
る
が
、
要
は
根
本
の
成

仏
の
法
で
あ
る
文
底
下
種
の
法
を
中
核
に
据
え
れ
ば
文
上
の
法
華
経

本
門
寿
量
品
も
生
か
さ
れ
、
さ
ら
に
は
法
華
経
本
門
だ
け
で
な
く
迹

門
も
生
か
さ
れ
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
法
華
経
だ
け
で
な
く
爾
前
経
や
涅

槃
経
も
生
か
さ
れ
、
八
万
法
蔵
の
一
切
経
す
べ
て
が
生
か
さ
れ
る
と
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い
う
法
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
現
代
的
に
普
遍
化
し
て
展
開

し
た
の
が
③
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
、①
は「
煩
悩
即
菩
提
」（
注

３
）、
②
は
「
十
界
互
具
」（
注
４
）
の
現
代
的
表
現
で
あ
る
。
仏
法

そ
の
も
の
が
全
体
包
括
主
義
的
な
思
想
で
あ
り
、
現
象
面
の
差
異
を

乗
り
越
え
て
本
源
的
な
法
理
へ
の
合
一
を
目
指
す
志
向
性
が
一
貫
し

て
い
る
た
め
、
ど
の
部
分
を
取
っ
て
も
「
す
べ
て
を
生
か
す
」
と
い

う
全
体
包
括
的
な
一
つ
の
概
念
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

池
田
思
想
に
お
け
る
「
す
べ
て
を
生
か
す
」
は
、
③
に
「
東
西
の

万
般
の
思
想
、
哲
学
、
宗
教
を
活
用
し
な
が
ら
」
と
記
し
た
よ
う
に
、

他
の
宗
教
と
の
対
話
姿
勢
も
含
ま
れ
て
い
る
。
本
書
に
も
池
田
会
長

の
下
記
の
言
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　
「
仏
教
徒
で
あ
る
前
に
、
人
間
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で

あ
る
前
に
、
人
間
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
前
に
、
人

間
で
あ
る
。
対
話
を
通
し
て
、
人
間
性
と
い
う
共
通
の
大
地
に

目
を
向
け
、
友
情
が
生
ま
れ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
互
い
の
長
所
も

見
え
て
く
る
。
学
び
合
お
う
と
す
る
心
も
生
ま
れ
る
の
だ
」（
名

言
100
選
120
）

　
　

 　
「
仏
教
で
あ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で

あ
れ
、
ど
の
宗
教
も
「
生
命
の
尊
厳
」
を
説
い
て
い
ま
す
。
そ

の
共
通
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て
、
人
類
の
平
和
の
た
め
に
対
話

し
、
協
調
し
て
い
く
こ
と
は
、
宗
教
の
当
然
の
使
命
で
す
」（
全

集
141-

400
）

　

こ
の
こ
と
は
本
書
で
は
創
価
思
想
の
排
他
性
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
す

る
反
駁
と
し
て
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

創
価
学
会
・
日
蓮
仏
法
は
排
他
的
か
？

　

創
価
学
会
が
日
本
社
会
で
批
判
さ
れ
る
理
由
は
排
他
的
、攻
撃
的
、

独
善
的
と
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
る
。
そ
れ
は
戸
田
第
二
代
会
長
時
代

（
一
九
五
一
～
五
八
）か
ら
池
田
第
三
代
会
長
時
代
初
期（
一
九
六
〇

～
一
九
七
〇
頃
）
ま
で
の
間
に
強
力
な
布
教
拡
大
が
遂
行
さ
れ
た
過

程
で
他
宗
教
の
信
者
を
大
量
に
改
宗
さ
せ
た
こ
と
で
他
教
団
か
ら
の

批
判
を
招
い
た
こ
と
や
、
一
部
の
会
員
に
強
引
で
感
情
的
な
折
伏
が

あ
っ
た
こ
と
も
本
書
で
事
実
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
九
四
頁
）。

　

し
か
し
今
日
、
聖
教
新
聞
を
開
い
て
も
他
宗
教
を
批
判
す
る
よ
う

な
言
辞
は
い
っ
さ
い
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
平
和
、
人
権
、

環
境
な
ど
の
社
会
的
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
啓
発
的
な
記
事
で
は
、
学
会

内
外
の
専
門
家
や
有
識
者
、
あ
る
い
は
他
団
体
関
係
者
の
コ
メ
ン
ト

を
掲
載
す
る
な
ど
、
社
会
貢
献
、
社
会
と
の
融
和
を
目
指
す
編
集
方

針
が
明
確
と
な
っ
て
い
る
。
今
日
の
聖
教
新
聞
を
見
る
限
り
、
閉
鎖

的
で
排
他
的
な
印
象
は
全
く
な
い
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
現
象
や
印
象
の
次
元
で
論
じ
る
の
で
は
皮
相

的
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
も
そ
も
日
蓮
仏
法
は
排
他
的
宗
教
な
の
か

ど
う
か
、
ま
た
日
蓮
仏
法
を
語
る
池
田
会
長
の
言
説
は
排
他
的
色
彩
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を
帯
び
て
い
た
の
か
、
と
い
っ
た
本
質
的
な
議
論
を
文
献
学
的
、
か

つ
哲
学
的
に
論
じ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
本
書
全
編
を
貫
く
主
題
と

も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
著
者
松
岡
氏
は
「
日
蓮
仏
法
の
折
伏
は
決
し
て
排

他
主
義
で
は
な
い
。
じ
つ
は
そ
の
反
対
で
あ
り
、
排
他
性
と
戦
う
こ

と
が
折
伏
な
の
で
あ
る
」（
九
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代

当
時
、浄
土
宗
の
僧
・
法
然
は
『
選
択
集
』
で
法
華
経
に
つ
い
て
「
捨

閉
閣
抛
」（
捨
て
よ
、
閉
じ
よ
、
閣
け
、
抛
て
）
と
誹
謗
し
た
。
真

言
宗
に
お
い
て
は
平
安
時
代
の
開
祖
・
空
海
が
残
し
た
『
十
住
心
論
』

等
で
法
華
経
を
「
戯
論
」
と
断
じ
た
こ
と
に
依
拠
し
て
法
華
経
を
排

撃
し
て
い
た
。
日
蓮
は
こ
れ
ら
の
諸
宗
に
よ
る
法
華
誹
謗
か
ら
法
華

経
を
護
る
た
め
の
護
法
の
戦
い
と
し
て
そ
の
誤
り
を
指
摘
し
、『
立

正
安
国
論
』
を
著
し
て
幕
府
に
上
呈
し
た
。
つ
ま
り
、
日
蓮
の
折
伏

と
は
護
法
の
戦
い
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

た
し
か
に
日
蓮
遺
文
に
お
け
る
浄
土
宗
や
真
言
宗
に
対
す
る
折
伏

は
法
華
誹
謗
の
罪
を
糾
弾
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
諸
宗
が
依

拠
す
る
観
無
量
寿
経
や
大
日
経
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
は
な
い
。
む

し
ろ
「
す
べ
て
を
生
か
す
」
の
④
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら

は
法
華
経
の
真
実
を
部
分
的
に
補
佐
す
る
も
の
と
し
て
日
蓮
遺
文
の

随
所
で
肯
定
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

法
華
経
は
一
切
衆
生
の
絶
対
平
等
と
永
遠
の
生
命
を
説
き
き
っ
た

経
典
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
生
命
の
尊
厳
を
根
本
か

ら
見
つ
め
、
生
か
し
き
っ
て
い
こ
う
と
す
る
究
極
の
人
間
主
義
が
説

か
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
日
蓮
は
法
華
誹
謗
が
厭
世
思
想
や
差
別
思
想

な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
生
命
の
尊
厳
に
対
す
る
毀
損
を
含
む
も
の
と

捉
え
、
人
間
主
義
を
守
る
た
め
に
諸
宗
の
法
華
誹
謗
と
闘
っ
た
の
で

あ
る
。

　

世
界
の
宗
教
紛
争
に
見
ら
れ
る
排
他
主
義
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
他
宗
教
の
教
徒
を

迫
害
の
対
象
に
す
る
な
ど
、
人
間
性
と
生
命
の
尊
厳
を
毀
損
し
、
人

間
主
義
の
対
極
に
あ
る
人
間
疎
外
と
言
え
よ
う
。

　

い
っ
ぽ
う
日
蓮
仏
法
に
お
け
る
折
伏
は
慈
悲
の
行
為
で
あ
る
こ
と

を
、本
書
で
は
戸
田
第
二
代
会
長
の
言
葉
を
引
用
し
て
述
べ
て
い
る
。

　
　

 　
「
折
伏
は
人
類
の
幸
福
の
た
め
で
あ
り
、
衆
生
済
度
の
問
題

で
あ
る
か
ら
、
仏
の
境
涯
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
折

伏
を
な
す
者
は
慈
悲
の
境
涯
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
け
っ
し
て
宗
門
論
争
で
も
な
く
、
宗
門
の
拡
張
の
た
め
で

も
な
い
。
御
本
仏
大
聖
人
の
慈
悲
の
行
を
行
ず
る
の
で
あ
り
、

仏
に
か
わ
っ
て
仏
の
事
を
行
ず
る
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
」（
戸
田
全
集
３
―
99
）

　

そ
う
し
て
み
る
と
、
創
価
学
会
員
も
隣
人
を
幸
福
に
し
た
い
一
心

で
折
伏
を
行
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
相
手
が
他
宗
の
信
者
で
あ
る
こ
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と
を
尊
重
し
た
と
し
て
も
、
現
に
今
苦
悩
に
直
面
し
て
い
る
で
あ
れ

ば
、
自
ら
の
信
仰
の
幸
福
境
涯
と
確
信
を
も
っ
て
そ
の
人
と
共
に
幸

福
を
築
き
た
い
と
願
い
、
そ
の
思
い
を
語
る
こ
と
は
排
他
主
義
と
は

言
え
ま
い
。

　

こ
こ
で
、
牧
口
常
三
郎
氏
が
『
人
生
地
理
学
』
で
提
唱
し
た
「
人

道
的
競
争
」
が
想
起
さ
れ
る
。
本
書
で
も
加
藤
弘
之
氏
の
説
を
引
い

て
、
人
道
的
競
争
は
利
他
的
精
神
の
拡
が
り
を
意
味
す
る
と
し
て
、

そ
の
意
義
を
主
張
し
て
い
る
（
二
四
四
頁
）。
つ
ま
り
、
一
人
の
人

を
誰
が
真
っ
先
に
幸
福
に
で
き
る
の
か
、
各
宗
派
が
良
い
意
味
で

競
え
ば
よ
い
。
そ
の
よ
う
に
個
人
救
済
の
レ
ベ
ル
で
は
健
全
な
人
道

的
競
争
を
行
い
つ
つ
、
同
時
に
教
団
と
し
て
は
平
和
や
人
権
問
題
の

た
め
に
融
和
し
協
調
す
る
こ
と
は
矛
盾
な
く
両
立
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。

　

た
だ
し
先
述
の
よ
う
に
、
本
人
の
意
思
に
反
し
て
強
引
に
入
信
さ

せ
よ
う
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
他
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
と
い
う
だ

け
で
人
格
攻
撃
し
た
り
、
現
在
は
幸
福
で
あ
る
の
に
不
幸
に
な
る
と

脅
迫
し
た
り
す
る
の
は
人
間
主
義
と
は
言
え
ず
、
日
蓮
仏
法
の
本
義

に
反
す
る
。
そ
れ
は
、
自
分
は
正
し
い
法
を
知
る
者
と
し
て
高
み
に

立
ち
、相
手
を
無
知
と
断
じ
る
こ
と
か
ら
来
る
人
格
否
定
で
あ
っ
て
、

あ
る
種
の
差
別
思
想
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
折

伏
が
か
つ
て
の
創
価
学
会
で
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
の

歴
史
は
創
価
学
会
が
自
ら
の
取
り
組
み
と
他
宗
教
と
の
誠
実
で
真
摯

な
対
話
を
通
じ
て
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

そ
れ
以
上
に
本
書
が
主
張
す
る
論
点
は
、
池
田
会
長
自
身
は
会
長

就
任
以
降
、
日
蓮
仏
法
の
精
神
の
ま
ま
に
人
間
主
義
の
指
導
方
針
を

貫
い
て
い
て
全
く
ぶ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
新
・
人
間
革
命
』

に
は
人
間
主
義
の
折
伏
の
あ
り
方
を
す
べ
て
の
会
員
に
い
か
に
浸
透

さ
せ
て
い
く
か
に
つ
い
て
苦
慮
す
る
池
田
会
長
の
姿
も
描
か
れ
て
い

る
。

　
　

 　
「
学
会
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
指
導
が
徹
底
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
布
教
の
際
な
ど
に
、
極
端
な
も
の
の
言
い
方
を
し

て
社
会
の
誤
解
を
招
く
と
い
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
家
の
な
か
で
あ
っ
て
も
息
子
や
娘
を
指
導
し
き
れ
な
い
こ
と

が
多
い
の
に
、
毎
月
、
何
万
世
帯
と
い
う
会
員
が
新
た
に
誕
生

し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
や
む
を
え
な
い
場
合
も
あ
る
と
は
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
と
し
て
は
、
み
ん
な
が
理
路
整
然
と
、

道
理
に
則
っ
て
、
納
得
の
い
く
、
折
伏
や
指
導
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
」（『
新
・
人
間
革
命
』
第
七
巻

「
文
化
の
華
」
の
章
一
八
頁
）

　

今
日
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
前
時
代
的
な
折
伏
を
行
う
創
価
学
会

員
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
の
は
、
池
田
会
長
の
指
導
が
そ
れ
だ

け
行
き
届
き
、
教
団
と
し
て
成
熟
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
今
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後
、
そ
う
し
た
過
去
の
残
像
に
起
因
す
る
排
他
性
の
古
い
偏
見
を
意

識
し
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
創
価
学
会
が
平
和
の
た
め
、
社
会
の
た
め

に
積
極
的
に
他
団
体
、
他
教
団
と
も
交
流
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

そ
う
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
創
価
学
会
員
の
活
動
実
態
に
現
れ

る
現
象
を
「
外
側
か
ら
」
分
析
す
る
こ
と
よ
り
も
、
池
田
会
長
が
目

指
す
理
想
、
そ
の
日
蓮
仏
法
上
の
意
味
を
「
内
側
か
ら
」
捉
え
る
こ

と
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
視
点
を
も
っ
て
は
じ
め
て
創
価
学
会
の
未
来
像
も
展

望
で
き
る
し
、
世
界
で
受
容
さ
れ
る
理
由
も
ま
た
見
え
て
く
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
道
標
を
示
し
た
本
書
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、

第
二
、
第
三
の
同
種
の
論
説
が
続
く
こ
と
を
今
後
も
期
待
し
た
い
。

〈
注
〉

１
）
三
分
科
経

　

 

経
典
を
三
つ
の
科
段
に
分
け
る
考
え
方
。
①
「
序
分
」
＝
序
説
と
し
て

そ
の
経
典
が
説
か
れ
る
由
来
や
因
縁
を
明
か
す
部
分
、
②
「
正
宗
分
」

＝
そ
の
経
典
の
中
心
と
な
る
本
質
的
な
教
説
の
部
分
、
③
「
流
通
分
」

＝
そ
の
経
典
の
功
徳
を
説
き
、
後
世
に
お
い
て
そ
の
経
典
を
受
持
し
広

め
て
い
く
よ
う
弟
子
に
勧
め
た
部
分
。

２
）
五
重
三
段

　

 『
観
心
本
尊
抄
』
に
示
さ
れ
る
五
重
三
段
と
は
、
①
釈
尊
の
一
切
経
、

②
法
華
経
全
体
、
③
法
華
経
迹
門
（
前
半
）、
④
法
華
経
本
門
（
後
半
）、

⑤
文
底
下
種
仏
法
、
の
ど
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
序
・
正
・
流
通
の
三

分
科
経
に
立
て
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
。
正
宗
分
の
重
要
性

を
示
す
意
味
も
あ
る
が
、
序
分
・
流
通
分
も
ま
た
正
宗
分
を
補
佐
す
る

役
割
か
ら
包
摂
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
法
華
経
以
外
の
す
べ
て
の
経
典
も

生
か
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
た
だ
し
、
序
分
・
流
通
分
が
正

宗
分
を
排
除
・
否
定
し
て
し
ま
っ
て
は
自
己
否
定
と
な
る
。
諸
宗
派
の

法
華
誹
謗
は
こ
れ
に
当
た
る
と
し
て
誤
り
を
指
摘
し
た
の
が
日
蓮
の
折

伏
で
あ
っ
て
、
日
蓮
は
決
し
て
序
分
・
流
通
分
に
当
た
る
経
典
そ
れ
自

体
を
否
定
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

３
）
煩
悩
即
菩
提

　

 

煩
悩
に
覆
わ
れ
、
苦
悩
に
さ
い
な
ま
れ
た
凡
夫
の
身
の
ま
ま
で
、
内
心

の
仏
界
を
覚
知
し
、
菩
提
（
＝
仏
の
覚
り
）
の
智
慧
を
発
揮
し
て
苦
悩

の
執
着
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
在
の
境
地
を
得
ら
れ
る
と
す
る
法
理
。
法

華
経
迹
門
に
お
い
て
地
獄
界
の
衆
生
で
あ
る
提
婆
達
多
が
成
仏
の
記
別

を
得
る
こ
と
が
煩
悩
即
菩
提
を
表
現
し
て
い
る
。
創
価
学
会
で
は
煩
悩

即
菩
提
の
法
理
を
通
し
て
、
現
実
の
苦
悩
と
格
闘
す
る
勇
気
や
智
慧
の

な
か
に
真
の
幸
福
境
涯
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

４
）
十
界
互
具

　

 

十
界
と
は
十
種
の
生
命
境
涯
を
表
し
た
も
の
。
①
地
獄
界
・
②
餓
鬼
界
・

③
畜
生
界
・
④
修
羅
界
・
⑤
人
界
・
⑥
天
界
・
⑦
声
聞
界
・
⑧
縁
覚
界
・
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⑨
菩
薩
界
・
⑩
仏
界
。
法
華
経
迹
門
に
至
る
ま
で
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

に
隔
絶
さ
れ
た
生
命
境
涯
と
し
て
固
定
的
に
描
か
れ
て
い
た
が
、
法
華

経
に
よ
っ
て
十
界
の
ど
の
衆
生
も
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
己
心
に
十
界
の
生
命

境
涯
を
備
え
て
お
り
、
固
定
的
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
を
「
十
界
互
具
」
と
い
う
。
そ
の
こ
と
の
な
か
に
、
地
獄
か
ら
菩
薩

ま
で
の
す
べ
て
の
衆
生
の
生
命
に
仏
界
の
生
命
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
含
ま
れ
て
い
る
。
創
価
学
会
で
は
こ
れ
を
民
族
、
人
種
、
社
会
的
地

位
、
職
業
、
性
別
な
ど
の
外
面
的
要
素
を
す
べ
て
超
え
て
、
あ
ら
ゆ
る

一
切
衆
生
が
平
等
に
尊
厳
的
価
値
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
す

人
間
主
義
の
法
理
と
し
て
示
し
て
い
る
。

参
考
文
献

池
田
大
作
（
一
九
八
八
―
二
〇
一
五
）『
池
田
大
作
全
集
』
全
一
五
〇
巻

　

聖
教
新
聞
社　

略
号
：（
全
集 

巻
―
頁
）

池
田
大
作
（
二
〇
〇
〇
）『
新
・
人
間
革
命
』
第
七
巻　

聖
教
新
聞
社

池
田
大
作（
二
〇
一
〇
）『
池
田
大
作
名
言
100
選
』中
央
公
論
新
社　

略
号
：

（
名
言
100
選 

頁
）

佐 

藤
優
（
二
〇
一
八
）「
地
球
時
代
の
人
間
学
―
宗
教
的
人
間
主
義
を
め

ぐ
っ
て
―
」『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
の
復
興
を
め
ざ
し
て
―
人
間
学

へ
の
招
待
』（
山
岡
政
紀
他
編
著
）
勁
草
書
房

戸 

田
城
聖
（
一
九
八
一
―
一
九
九
〇
）『
戸
田
城
聖
全
集
』
全
九
巻　

聖

教
新
聞
社　

略
号
：（
戸
田
全
集 

巻
―
頁
）

牧
口
常
三
郎
（
一
九
七
一
）『
人
生
地
理
学
』
聖
教
新
聞
社

松 

岡
幹
夫
（
二
〇
一
八
）『
新
版　

日
蓮
仏
法
と
池
田
大
作
の
思
想
』
第

三
文
明
社
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付
記
：【　

】
の
部
分
は
訳
者
に
よ
る
注
で
あ
る
。

５
．
口
腔
顔
面
部
先
天
性
奇
形

（
１
）
先
天
性
唇
顎
裂
奇
形
の
発
病
率
研
究

　

口
腔
顔
面
部
の
先
天
性
奇
形
で
は
口
唇
裂
と
顎
裂
が
最
も
多
く
認

め
ら
れ
、
一
九
五
三
年
以
降
で
中
国
研
究
者
が
行
っ
た
発
病
率
調
査

に
よ
る
と
、
そ
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

胡
允
誠
は
、
チ
ベ
ッ
ト
族
新
生
児
の
唇
顎
（
裂
）
発
病
率
は
比
較

的
高
く
、
そ
の
原
因
は
さ
ら
に
進
ん
だ
調
査
研
究
を
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

■
翻
訳
■中

国
口
腔
医
学
発
展
史　
【
ⅩⅥ
】

　
　

The H
istory and D

evelopm
ent of O

ral M
edicine in C

hina

〔
ⅩⅥ
〕

訳
：
田
久
昌
次
郎

監
訳
：
田
村　

立
波

主
編　

鄭
麟
蕃　

呉
少
鵬　

李
輝
菶

北
京
医
科
大
学
・
中
国
協
和
医
科
大
学
連
合
出
版
社

（
２
）
先
天
性
唇
顎
裂
奇
形
の
発
生
原
因
の
分
析

　

一
九
六
五
年
、
陳
亦
珊
ら
の
報
告
で
は
、
感
染
と
遺
伝
が
先
天
性

唇
顎
裂
奇
形
の
比
較
的
確
定
し
た
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
統

計
的
な
唇
顎
裂
四
一
〇
例
中
、
母
親
が
妊
娠
期
間
中
に
風
疹
に
罹
患

し
た
ケ
ー
ス
は
四
例
で
あ
る
。全
症
例
中
、家
族
に
遺
伝
病
歴
の
あ
っ

た
ケ
ー
ス
は
三
〇
例
（
男
子
一
四
例
、
女
子
一
六
例
）、
７
・
32
％

を
占
め
、
同
じ
よ
う
な
奇
形
患
者
が
家
族
内
に
数
人
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
。

　

一
九
八
一
年
、張
開
宜
は
先
天
性
口
唇
裂
一
一
一
四
例
を
報
告
し
、

家
族
内
口
唇
裂
既
往
者
は
六
五
例
、
５
・
83
％
を
占
め
て
い
た
。

　

一
九
八
一
年
、
田
奉
宸
ら
が
報
告
し
た
一
三
八
五
例
中
で
は
、
家

族
性
で
遺
伝
歴
を
持
つ
者
は
一
一
二
例
、
12
・
37
％
を
占
め
、
八
例

の
患
児
で
は
母
親
が
妊
娠
三
ヶ
月
初
め
に
風
疹
に
罹
患
し
て
お
り
、
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六
七
例
で
は
母
親
が
妊
娠
三
ヶ
月
初
め
以
内
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

罹
患
し
高
熱
を
発
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
た
。
筆
者
ら
は
風
疹
ウ
イ

ル
ス
を
除
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
唇
顎
裂
奇
形
の
発
生

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
九
八
二
年
、
張
道
楔
が
報
告
し
た
四
三
六
例
の
口
唇
裂
患
者
で

家
族
性
の
遺
伝
的
素
因
と
関
係
し
た
ケ
ー
ス
は
全
部
で
三
四
例
、７
・

８
％
を
占
め
て
い
た
。
家
族
内
で
兄
弟
す
べ
て
に
口
唇
裂
が
出
現
し

た
ケ
ー
ス
は
二
〇
例
、
４
・
59
％
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
一
九
六
二

年
に
左
側
完
全
口
唇
裂
を
患
っ
て
い
た
一
三
歳
男
児
に
治
療
を
行
っ

た
。
彼
は
、
一
二
年
後
に
結
婚
し
た
。
初
め
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
は

男
子
で
、左
側
口
唇
裂
を
伴
っ
て
い
た
。た
だ
不
完
全
口
唇
裂
で
あ
っ

た
。

（
３
）
先
天
性
口
唇
裂
の
治
療

　

一
九
五
六
年
、
朱
瑞
文
ら
は
西
安
市
に
お
け
る
病
院
三
ヶ
所
で

行
っ
た
一
九
五
三
～
一
九
五
六
年
の
三
ヶ
年
の
先
天
性
口
唇
裂

四
六
例
の
治
療
経
験
を
報
告
し
た
。
筆
者
ら
は
、Le M

esurier-
H

egedorn

片
側
口
唇
裂
整
復
法
を
紹
介
し
、
同
時
に
、
術
後
の
瘢

痕
収
縮
に
よ
る
口
唇
部
の
凹
痕
を
免
れ
る
た
め
に
赤
唇
部
で
Ｚ
形
皮

弁
を
採
用
し
た
一
九
例
を
報
告
し
た
。

　

一
九
五
九
年
、
上
海
第
二
医
学
院
は
報
告
の
中
で
指
摘
す
る
。
中

国
で
は
、
小
児
出
生
後
三
ヶ
月
以
降
に
手
術
を
行
う
の
が
比
較
的
適

中国国内研究者が報告する唇顎裂発生率

年　度 統計者 地　区 新生児数 患者数 発生率

1953 栄儒耀 北　京 13,543 22 0.01624％

1953 張滌生ら 上　海 23,811 22 0.00092％

1958 上海広慈病院 上　海 79,297 85 0.00107％

1958 四川医学院口腔学部 成　都 77,105 67 0.00087％

1962 于以階ら 蘭　州 18,044 28 0.00155％

1965 陳亦珊 長　沙 27,265 31 0.00114％

1966 胡允誠ら 昌　都 1,329 4 0.00301％

1981 田奉宸ら
（病院23ヶ所） 天　津 410,510 632 0.00154％
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当
で
あ
る
と
い
う
の
が
主
流
で
、現
在
は
意
見
の
一
致
を
み
て
い
る
。

　

筆
者
が
報
告
し
た
口
唇
裂
患
者
八
九
四
例
は
、
一
九
五
〇
年
よ
り

Le-M
esurier

氏
の
手
術
法
を
漸
次
採
用
し
、
比
較
的
良
好
な
効
果

を
得
て
い
た
。

　

口
唇
裂
手
術
の
際
の
死
亡
率
で
は
、
筆
者
は
、
上
海
広
慈
病
院

四
二
〇
例
の
片
側
お
よ
び
両
側
性
口
唇
裂
手
術
に
お
い
て
死
亡
は
一

例
、
死
亡
率
は
０
・
24
％
と
報
告
し
、
外
国
文
献
が
報
ず
る
口
唇
裂

手
術
の
死
亡
率
（
１
・７
～
６
・
６
％
）
よ
り
も
低
い
と
し
て
い
る
。

　

一
九
六
〇
年
、
宋
儒
耀
ら
は
、
二
年
間
で
筆
者
ら
と
中
国
医
学
科

学
院
整
形
外
科
病
院
の
医
師
団
が
一
九
四
回
の
口
唇
裂
手
術
を
実
施

し
た
と
報
告
す
る
。

　

筆
者
が
報
告
し
た
片
側
性
口
唇
裂
修
復
法
は
、Blair-Le 

M
esurier-Rose

の
三
氏
の
方
法
を
総
合
的
に
改
良
し
た
方
法
で
あ

る
。
そ
れ
は
、Blair

氏
法
と
切
開
部
分
が
過
度
に
外
側
に
偏
る
こ

と
が
な
い
点
で
同
じ
で
あ
り
（
患
側
鼻
翼
基
底
以
下
に
垂
直
線
が
超

え
る
こ
と
は
な
い
）、
し
た
が
っ
て
、
時
と
し
て
上
口
唇
中
部
の
過

緊
張
と
健
側
・
患
側
の
不
対
称
の
弊
害
を
修
復
以
後
に
も
た
ら
す

Le-M
esurier

氏
法
と
は
異
な
る
。

　

筆
者
ら
が
紹
介
し
た
方
法
が
、Blair

、Le-M
esurier

そ
し
て

Rose

の
三
氏
の
方
法
と
重
要
で
異
な
る
点
が
あ
り
、
そ
れ
は
三
氏

法
が
部
位
選
定
と
切
開
時
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
赤
唇
部
最
厚
部
内

の
組
織
を
犠
牲
と
す
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
改
良
（
口
輪

周
囲
筋
遊
離
端
松
解
法
）を
講
じ
、組
織
を
利
用
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

修
復
後
の
上
口
唇
は
比
較
的
豊
か
に
保
た
れ
、
余
裕
も
生
じ
、
さ
ら

に
前
向
き
に
反
り
返
り
、
そ
し
て
中
国
児
童
の
顔
貌
に
適
合
す
る
。

　

一
九
六
四
年
、
林
如
衡
ら
は
、
一
九
五
三
～
一
九
六
三
年
の
一
〇

年
間
、
西
安
市
セ
ン
タ
ー
病
院
、
西
安
市
第
四
病
院
・
第
五
病
院
に

お
い
て
口
唇
裂
修
復
術
を
行
っ
た
全
五
〇
五
例
（
男
子
三
五
五
例
、

女
子
一
五
〇
例
）
を
報
告
す
る
。
彼
ら
は
、
三
角
弁
手
術
が
現
在
の

と
こ
ろ
片
側
口
唇
裂
修
復
の
最
良
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
九
七
八
年
、
鄧
典
智
、
王
模
堂
は
一
九
六
一
年
か
ら
四
川
医
学

院
口
腔
顔
面
外
科
に
お
い
て
片
側
性
口
唇
裂
整
復
に
回
転
推
進
法
を

応
用
し
、
七
〇
〇
例
余
の
実
践
に
基
づ
き
、
本
法
が
口
唇
部
の
自
然

な
解
剖
的
構
造
な
ら
び
に
生
理
的
機
能
の
温
存
に
お
い
て
、
比
較
的

満
足
す
る
効
果
を
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
と
報
じ
た
。
こ
の
方
法

は
口
唇
部
組
織
を
最
大
限
温
存
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
上
い
か
な

る
正
常
構
造
物
の
犠
牲
を
払
う
こ
と
も
な
い
。
術
後
の
上
口
唇
は
豊

か
で
均
整
が
と
れ
て
い
る
。

　

一
九
八
一
年
、
董
淑
芬
、
劉
建
華
は
〈
上
口
唇
部
片
側
完
全
裂
修

復
（
同
時
鼻
奇
形
矯
正
）〉
に
お
い
て
、
片
側
完
全
口
唇
裂
手
術
の

方
法
を
一
九
七
二
年
に
設
計
、
そ
れ
は
患
側
三
ヶ
所
を
三
角
弁
法
を

用
い
て
修
復
し
併
せ
てGelbke

法
で
鼻
翼
を
修
復
結
合
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
用
い
て
二
〇
〇
余
例
の
手
術
を
施
し
、
そ
の

効
果
は
比
較
的
満
足
す
る
も
の
で
あ
り
、
上
口
唇
お
よ
び
鼻
の
解
剖
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学
的
形
態
は
ほ
と
ん
ど
回
復
し
た
。

（
４
）
先
天
性
口
蓋
裂
の
治
療

　

一
九
五
四
年
、
宋
儒
耀
は
〈
あ
る
新
し
い
口
蓋
裂
修
復
法
〉
を
発

表
す
る
。

　

筆
者
は
、
口
蓋
裂
は
口
唇
裂
と
同
様
に
比
較
的
よ
く
み
ら
れ
る
先

天
性
奇
形
で
あ
り
、
ま
た
二
者
は
常
に
同
時
発
生
し
、
整
形
外
科
分

野
で
あ
れ
ば
両
者
の
論
題
は
全
く
異
な
る
も
の
と
な
る
。
口
唇
裂
修

復
手
術
は
、今
日
既
に
整
形
外
科
領
域
で
は
最
も
成
熟
し
た
手
術
で
、

患
者
に
満
足
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
治
療
方
法
で
あ
る
と
指
摘
す

る
。
筆
者
は
口
蓋
裂
修
復
の
新
方
法
、
そ
れ
は
あ
る
鈍
骨
ノ
ミ
を
用

い
て
歯
槽
堤
と
顎
翼
突
骨
の
境
界
の
と
こ
ろ
で
、
上
顎
骨
の
顎
翼
突

骨
と
水
平
版
を
切
断
し
、
顎
骨
と
完
全
に
分
離
す
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
、
正
中
線
部
を
三
本
の
不
銹
鋼
線
で
結
紮
し
、
口
蓋
破
裂
部
を

封
鎖
す
る
方
法
を
紹
介
す
る
。

　

一
九
五
五
年
、
張
滌
生
は
口
蓋
裂
修
復
手
術
五
二
例
を
分
析
し
、

そ
の
初
歩
的
経
験
を
ま
と
め
て
報
告
す
る
。

　

筆
者
は
三
年
余
り
で
口
蓋
裂
患
者
五
二
例
に
対
し
て
手
術
を
行
っ

た
。
そ
の
内
訳
は
男
子
二
九
名
、
女
子
二
三
名
で
あ
る
。

　

五
二
症
例
で
、
六
四
回
の
手
術
を
実
施
し
、
そ
の
う
ち
の
一
二
例

は
二
回
手
術
を
行
っ
た
。
手
術
方
法
は
蘭
氏
手
術
を
用
い
た
も
の
が

最
も
多
く
、一
八
回
を
占
め
、大
部
分
は
三
ヶ
年
の
前
期
（
一
九
五
三

年
以
前
）
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
咽
頭
壁
組
織
弁
手
術
は
一
四

例
を
占
め
る
。
梨
状
骨
（
？
）
弁
手
術
は
九
回
実
施
し
た
。
筆
者
は
、

華
氏
手
術
は
蘭
氏
手
術
に
比
べ
さ
ら
に
完
全
な
結
果
を
得
る
こ
と
が

可
能
で
、特
に
片
側
不
完
全
口
蓋
裂
に
適
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
一
～
二
歳
が
手
術
の
適
用
年
齢
と
考
え
て
い
る
。
五
二
名
の

症
例
で
は
死
亡
例
は
一
例
も
な
い
。

　

一
九
五
六
年
、
張
滌
生
は
先
天
性
口
蓋
裂
修
復
手
術
後
の
音
声
矯

正
の
問
題
を
提
起
す
る
。

　

筆
者
は
、
先
天
性
口
蓋
裂
は
外
科
的
手
術
を
用
い
て
修
復
し
た
後

に
、
通
常
は
す
べ
て
の
症
例
で
音
声
矯
正
治
療
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
患
者
の
発
音
が
次
第
に
改
善
さ
れ
正
常
に
回
復
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
と
指
摘
す
る
。
特
に
手
術
時
期
が
比
較
的
遅
か
っ

た
小
児
は
既
に
一
定
の
音
声
習
慣
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
、
音
声
矯

正
治
療
訓
練
は
口
蓋
裂
治
療
の
全
過
程
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
出

来
な
い
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
た
。
筆
者
は
、
人
類
の
音
声
お
よ
び
音
声

発
展
の
生
理
学
的
基
礎
に
お
い
て
、
臨
床
的
経
験
を
結
び
つ
け
中
国

音
声
矯
正
治
療
の
実
際
の
練
習
方
法
の
状
況
を
合
致
さ
せ
て
紹
介
し

た
。

　

一
九
五
九
年
、
上
海
第
二
医
学
院
口
腔
顔
面
外
科
研
究
班
は
〈
先

天
性
口
唇
裂
と
口
蓋
裂
の
整
復
〉
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
指
摘
す

る
。
一
九
五
四
年
、
上
海
同
済
病
院
が
最
初
に
口
蓋
裂
術
後
患
者
に

音
声
矯
正
治
療
を
開
始
し
、
こ
れ
が
中
国
歴
史
上
の
画
期
と
な
り
同
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種
の
訓
練
が
発
展
し
た
。
軟
口
蓋
を
有
効
的
に
延
長
し
、
発
音
機
能

を
増
進
さ
せ
る
手
術
法
を
全
例
で
採
用
し
た
。
結
果
と
し
て
特
別
な

知
見
と
経
験
を
得
た
。
広
慈
病
院
の
張
滌
生
はD

orrrance

氏
の
後

方
拡
大
手
術
お
よ
び
後
咽
頭
壁
組
織
弁
手
術
の
切
開
法
を
改
良
し
、

良
好
な
治
療
効
果
を
獲
得
し
た
。

　

筆
者
は
二
〇
〇
例
余
り
の
様
々
な
年
齢
の
口
蓋
裂
手
術
を
手
が
け

（
最
小
年
齢
は
一
～
二
歳
）、
死
亡
例
は
一
例
も
な
い
。

　

一
九
七
九
年
、
張
進
善
、
劉
菊
英
は
、
西
安
医
学
院
第
一
附
属
病

院
口
腔
科
が
一
九
七
三
年
七
月
～
一
九
七
七
年
五
月
末
ま
で
に
行
っ

た
口
蓋
裂
患
者
の
両
側
減
張
縫
合
術
と
後
咽
頭
壁
組
織
移
植
術
を
併

用
し
た
口
蓋
裂
一
回
修
復
法
一
〇
〇
例
を
報
告
す
る
。

　

四
例
の
継
発
奇
形
を
除
い
た
一
〇
〇
例
の
患
者
は
、
術
後
の
口
蓋

咽
頭
部
閉
鎖
は
い
ず
れ
も
「
優
良
」
と
「
良
好
」
に
属
し
、
78
％
の

患
者
の
術
後
音
声
機
能
は
「
優
良
」
と
「
良
好
」
に
属
し
た
。
こ
の

方
法
の
施
術
は
都
合
が
よ
く
、
手
術
時
間
が
短
く
、
そ
の
多
く
は
一

時
間
半
前
後
で
手
術
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
八
一
年
、
丁
鴻
才
、
曹
建
広
は
、
一
九
六
一
年
～
一
九
七
九

年
七
月
ま
で
に
治
療
を
行
っ
た
口
蓋
裂
の
ケ
ー
ス
は
、
Ⅲ
度
口
蓋
裂

が
一
三
〇
例
で
、
そ
の
う
ち
片
側
性
は
一
〇
九
例
、
両
側
性
は
二
一

例
で
あ
っ
た
と
報
告
す
る
。

　

Ⅲ
度
口
蓋
裂
は
常
に
二
回
の
手
術
を
必
要
と
し
、
機
能
の
修
復
が

完
了
す
る
。
筆
者
ら
は
一
九
六
一
年
に
Ⅲ
度
口
蓋
裂
修
復
の
た
め
の

一
次
手
術
法
を
設
計
以
来
、
一
〇
年
余
り
で
Ⅲ
度
口
蓋
裂
の
各
種
タ

イ
プ
に
対
し
て
一
回
手
術
法
を
全
例
に
採
用
し
た
。

　

片
側
性
Ⅲ
度
口
蓋
裂
一
〇
九
例
で
は
、
筆
者
ら
は
裂
隙
の
異
な
る

状
況
に
応
じ
て
、
二
弁
法
、
三
弁
法
、
四
弁
法
の
三
種
の
方
法
を
採

用
し
た
。

　

一
九
八
一
年
、
王
雅
嫻
、
鐘
子
良
は
、
数
年
来
、
山
東
省
人
民
病

院
口
腔
科
が
一
〇
〇
例
を
超
え
る
単
層
咽
頭
弁
を
加
え
た
両
大
弁
法

を
用
い
た
一
期
顎
形
成
術
を
行
い
、
口
蓋
裂
術
後
よ
り
訪
問
観
察
を

続
け
、
こ
の
種
の
手
術
が
口
蓋
咽
頭
閉
鎖
と
発
音
効
果
上
、
単
純
な

口
蓋
裂
手
術
に
比
べ
優
越
性
を
有
す
る
と
報
告
す
る
。
但
し
、
長

期
観
察
例
で
は
、
単
層
咽
頭
弁
の
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
は
し
ば
し
ば

ロ
ー
プ
状
に
拘
縮
変
性
し
、
一
部
の
症
例
は
完
全
に
口
蓋
咽
頭
閉
鎖

機
能
が
発
揮
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
却
っ
て
軟
口
蓋
の
働
き
に

影
響
を
与
え
「
板
状
口
蓋
」
の
憂
慮
を
形
成
す
る
。
こ
の
欠
陥
を
修

正
す
る
た
め
に
、
筆
者
ら
は
一
九
七
七
年
に
後
咽
頭
壁
を
用
い
た
折

り
た
た
み
式
二
層
咽
頭
弁
一
期
形
成
術
を
開
始
す
る
。

　

二
〇
例
の
術
後
観
察
か
ら
、
咽
腔
部
の
明
ら
か
な
縮
小
が
等
し
く

認
め
ら
れ
、
軟
口
蓋
活
動
度
は
良
好
で
あ
る
。
二
〇
例
中
一
九
例
で

は
咽
頭
弁
は
堅
固
で
癒
合
部
は
良
好
で
あ
る
。
術
後
の
発
音
効
果
増

進
の
状
況
と
術
後
経
過
時
間
に
は
関
連
が
あ
り
、
経
過
時
間
が
長
け

れ
ば
長
い
程
発
音
効
果
は
増
加
す
る
。
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６
．
正
頚
外
科
（
外
科
的
矯
正
術
）

　

正
頚
外
科
は
一
九
六
〇
年
代
よ
り
国
際
的
に
急
速
に
進
展
し
た
新

し
い
学
問
分
野
で
あ
る
。
そ
の
役
割
は
、
複
雑
な
骨
格
性
の
顎
顔
面

部
発
育
奇
形
の
患
者
に
対
し
、
外
科
的
処
置
と
矯
正
処
置
の
連
合
治

療
を
採
用
し
、
こ
れ
ま
で
単
に
用
い
ら
れ
て
い
た
外
科
的
処
置
あ
る

い
は
矯
正
治
療
で
は
困
難
で
あ
っ
た
機
能
と
形
態
的
な
美
的
治
療
効

果
を
獲
得
す
る
。

　

五
〇
年
代
後
期
に
中
国
研
究
者
は
早
く
も
外
科
的
矯
正
術
の
報
告

を
行
う
。

　

一
九
五
九
年
、
曽
祥
輝
、
謝
徳
曜
は
〈
下
顎
骨
前
突
と
開
口
奇
形

の
手
術
的
治
療
〉
を
報
告
し
た
。
筆
者
ら
が
報
告
し
た
症
例
は
、
下

顎
骨
体
部
の
切
断
術
を
採
用
し
下
顎
前
突
奇
形
を
修
正
し
、
咀
嚼
機

能
で
は
義
歯
的
方
法
を
用
い
、
更
に
進
歩
を
遂
げ
た
。
本
報
告
は
、

中
国
口
腔
顎
顔
面
部
の
外
科
医
が
顎
顔
面
部
奇
形
患
者
に
対
し
て

行
っ
た
初
期
の
試
み
で
あ
る
。

　

一
九
五
九
年
、
王
翰
章
は
〈
下
顎
骨
前
突
の
外
科
的
療
法
〉
を
報

告
し
た
。
筆
者
は
一
九
五
四
年
三
月
と
五
月
に
、
二
回
に
わ
た
っ
て

二
一
歳
女
性
患
者
一
名
に
下
顎
前
突
症
の
外
科
手
術
治
療
を
行
っ

た
。

　

一
九
五
九
年
、
呉
廷
椿
ら
は
〈
下
顎
骨
前
伸
外
科
療
法
の
研
究
〉

を
報
告
し
た
。
筆
者
ら
は
四
症
例
を
報
告
し
、
術
前
の
模
型
検
討
の

重
要
性
、
下
顎
顎
関
節
に
関
す
る
問
題
、
固
定
に
関
す
る
問
題
、
咬

合
調
整
お
よ
び
抜
歯
に
関
す
る
問
題
、
下
顎
神
経
温
存
に
関
す
る
問

題
を
提
起
し
た
。

　

以
上
は
中
国
に
お
け
る
比
較
的
早
期
に
展
開
さ
れ
た
外
科
的
矯
正

の
業
績
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
現
代
の
外
科
的
矯
正
は
七
〇
年
代
末

よ
り
、
よ
う
や
く
少
し
ず
つ
進
歩
を
遂
げ
て
い
く
。

　

一
九
七
九
年
、
張
震
康
ら
は
〈
下
顎
前
突
奇
形
の
手
術
的
矯
正
治

療
六
例
の
報
告
〉
を
発
表
す
る
。

　

筆
者
ら
は
、
下
顎
前
突
奇
形
は
単
に
顔
面
部
下
１
／
３
の
容
貌
に

明
ら
か
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
咀
嚼
と
発
音
の

機
能
に
影
響
す
る
。
重
症
の
奇
形
の
場
合
は
、
単
に
矯
正
器
具
を
用

い
て
治
療
を
行
い
、
歯
牙
の
不
正
咬
合
に
は
一
定
の
効
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
下
顎
前
突
に
伴
う
顔
面
部
奇
形
に
対
し
て
は
し

ば
し
ば
改
善
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
し
て
、
手
術
と
矯
正
を

組
み
合
わ
せ
た
治
療
法
の
採
用
は
良
好
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
筆
者
ら
は
、
術
前
に
撮
影
し
た

Ｘ
線
像
を
計
測
す
る
こ
と
は
機
能
分
析
の
助
け
と
な
り
、
奇
形
の
程

度
を
理
解
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
診
断
と
治
療
方
針
が
明
確
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

　

切
断
部
位
：
六
例
中
二
例
は
開
口
を
伴
い
、
よ
っ
て
後
方
歯
の
咬

合
関
係
は
お
お
よ
そ
正
常
で
、
奇
形
は
開
口
部
位
よ
り
前
方
に
発
生

す
る
。
こ
の
た
め
、
切
断
部
位
は
奇
形
発
生
部
位
で
あ
る
両
側
下
顎

第
一
小
臼
歯
部
を
選
択
す
る
。
そ
の
他
の
四
例
は
下
顎
支
部
の
切
断
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を
選
択
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歯
列
弓
の
保
全
を
保
証
す
る
。

　

手
術
後
の
顎
骨
固
定
：
支
部
切
断
骨
面
に
お
い
て
骨
内
ワ
イ
ヤ
ー

固
定
を
採
用
し
、
下
顎
歯
列
弓
を
含
め
た
顎
間
固
定
は
い
ず
れ
も
良

好
な
効
果
を
も
た
ら
す
。

　

術
後
に
良
好
な
結
果
を
得
る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
症
例
で
は

術
前
の
矯
正
治
療
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
二
年
、
潘
玉
蘭
ら
は
〈
下
顎
支
お
よ
び
大
臼
歯
後
方
部
の

矢
状
面
骨
切
断
術
を
応
用
し
た
下
顎
前
突
奇
形
の
矯
正
〉
を
報
告
す

る
。

　

筆
者
ら
は
下
顎
支
お
よ
び
大
臼
歯
後
方
部
の
矢
状
面
骨
切
断
術
を

採
用
し
、
下
顎
前
突
奇
形
九
例
を
矯
正
し
、
満
足
す
る
効
果
を
得
た
。

　

一
九
八
二
年
、
張
震
康
ら
は
〈
上
顎
前
歯
部
前
突
奇
形
の
外
科
的

矯
正
（
一
〇
例
の
報
告
を
含
む
）〉
を
報
告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
一
〇
例
の
上
顎
前
歯
部
前
突
奇
形

の
患
者
に
対
し
て
外
科
的
矯
正
術
を
行
い
、
術
後
一
～
二
年
に
わ
た

り
経
過
観
察
を
行
い
、
二
期
癒
合
を
起
こ
し
た
創
傷
一
ヶ
所
以
外
は

全
例
で
一
期
癒
合
を
も
た
ら
し
、
歯
髄
回
復
率
は
96
％
で
、
術
後
の

容
貌
、
咬
合
関
係
お
よ
び
頭
位
の
測
定
数
値
は
す
べ
て
満
足
で
き
る

結
果
で
あ
っ
た
。

 

第
三
節　

口
腔
修
復
学

　

一
九
五
二
年
、
国
家
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
学
院
・
学
部
の
整

理
統
合
を
経
た
後
に
口
腔
矯
形
（
矯
正
）
学
が
成
立
し
、
そ
の
内
容

に
は
イ
ン
レ
ー
な
ど
の
歯
冠
修
復
学
、
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
の
架
工
義
歯

学
、
歯
牙
欠
損
に
対
応
す
る
欠
損
修
復
学
、
整
形
学
と
正
牙
学
（
矯

正
学
）
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
四
〇
数
年
来
、
口
腔
矯
形
学
は
発
展

途
上
に
あ
り
次
第
に
整
理
統
合
と
充
実
を
繰
り
返
し
、
基
礎
的
理
論

か
ら
新
材
料
の
研
究
・
製
品
化
と
臨
床
技
術
な
ど
の
分
野
で
新
た
な

向
上
が
得
ら
れ
た
。
以
後
、
元
来
口
腔
矯
形
学
の
正
牙
学
・
口
腔
材

料
学
の
内
容
に
属
し
て
い
た
も
の
が
、
矯
正
学
と
口
腔
材
料
学
に
独

立
し
、
口
腔
矯
形
学
は
口
腔
修
復
学
と
改
め
ら
れ
た
。
現
在
の
内
容

は
、
可
撤
性
修
復
（
部
分
床
義
歯
、
全
部
床
義
歯
を
含
む
）、
固
定

性
修
復
（
イ
ン
レ
ー
、
ク
ラ
ウ
ン
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
陶
材
焼
付
冠
な
ど

を
含
む
）、
顎
顔
面
部
整
形
、
歯
周
病
矯
正
治
療
な
ど
が
あ
る
。

　

一
九
五
二
年
以
来
、
中
国
口
腔
矯
形
科
学
従
事
者
は
ひ
と
き
わ
優

れ
た
業
績
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
以
下
の
通
り
。

１
．
歯
牙
喪
失
状
況
調
査

　

中
国
に
お
け
る
歯
牙
喪
失
の
各
種
原
因
に
つ
い
て
は
修
復
治
療
の

人
数
が
あ
ま
り
に
多
く
、
一
九
四
九
年
以
前
に
は
正
確
な
デ
ー
タ
や

完
備
し
た
基
礎
的
資
料
が
な
か
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
、
顧
應
福
は
某
人
民
公
社
社
員
七
〇
二
名
の
歯
列
欠

損
状
況
調
査
を
行
っ
た
。

　

社
員
七
〇
二
名
中
、歯
列
が
完
璧
に
整
っ
て
い
た
者
は
一
一
〇
名
・
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15
・７
％
を
占
め
、
歯
列
欠
損
あ
る
い
は
無
歯
顎
者
は
五
九
二
名
で
、

歯
列
欠
損
率
は
84
・
３
％
と
な
る
。
五
九
二
名
の
歯
列
欠
損
あ
る
い

は
無
歯
顎
者
の
う
ち
で
、
修
復
が
必
要
な
修
復
率
は
59
・
４
％
で
、

第
三
大
臼
歯
欠
損
の
み
で
修
復
が
不
要
な
者
が
一
七
五
名
・
24
・
９
％

を
占
め
る
。

　

五
九
二
名
の
社
員
の
う
ち
で
、
上
下
顎
で
の
歯
牙
欠
損
は
五
、

八
一
三
歯
を
数
え
、
一
人
平
均
欠
損
歯
数
は
９
・
８
歯
で
あ
る
。

四
一
七
名
の
歯
列
欠
損
あ
る
い
は
無
歯
顎
者
中
、
固
定
性
修
復
物
装

着
者
は
六
七
名
で
、
修
復
総
人
数
の
16
％
を
占
め
、
可
撤
性
修
復
物

装
着
者
は
三
五
〇
名
、
同
じ
く
84
％
を
占
め
て
い
る
。

（
１
）
義
歯
に
よ
る
修
復
の
種
類
調
査

　

一
九
五
八
年
、
王
崑
潤
、
高
達
は
義
歯
に
よ
る
修
復
の
種
類
に
つ

い
て
統
計
調
査
を
行
い
、
彼
ら
が
受
け
入
れ
た
七
〇
〇
例
の
義
歯
修

復
の
う
ち
で
、
修
復
さ
れ
た
部
位
は
す
べ
て
で
九
一
五
件
と
な
り
、

修
復
済
み
の
欠
損
歯
は
三
、六
一
三
歯
で
あ
る
。
部
分
床
義
歯
が
最

も
多
く
、
総
人
数
の
48
・
86
％
、
総
件
数
の
48
・
63
％
、
修
復
済
み

の
喪
失
歯
数
も
最
多
で
43
・
81
％
を
占
め
て
い
る
。
次
に
多
い
の
は

固
定
性
修
復
で
、
総
人
数
の
36
・
57
％
、
総
件
数
の
34
・
43
％
、
修

復
済
み
の
喪
失
歯
数
は
比
較
的
少
な
く
14
・
95
％
を
占
め
た
。
全

部
床
義
歯
の
総
人
数
に
占
め
る
割
合
は
７
・
71
％
、
総
件
数
の
10
・

27
％
で
、
修
復
さ
れ
た
喪
失
歯
数
は
比
較
的
多
く
36
・
42
％
を
占
め

て
い
る
。

（
２
）
歯
列
の
欠
損
原
因
お
よ
び
欠
損
部
分
の
調
査

　

一
九
六
四
年
、
廖
蘊
玉
は
湖
北
医
学
院
附
属
口
腔
病
院
で
の
一
年

以
内
の
歯
列
欠
損
に
お
け
る
可
撤
性
修
復
一
、〇
〇
〇
例
の
分
析
を

行
っ
た
。

　

歯
列
欠
損
の
原
因
は
一
、〇
〇
〇
例
中
、
う
蝕
が
六
三
九
例
63
・

９
％
を
占
め
、
歯
周
病
二
一
三
例
21
・
３
％
、
そ
の
他
の
原
因
が

一
四
八
例
14
・
８
％
を
占
め
て
い
た
。

　

歯
列
欠
損
部
位
は
五
類
に
分
け
、
一
類
は
両
側
側
切
歯
が
欠
損

し
、
そ
の
他
の
歯
牙
は
近
心
側
に
残
る
者
で
七
〇
例
、
総
人
数
の
７
・

０
％
を
占
め
る
。
二
類
は
片
側
側
切
歯
が
欠
損
し
、
近
心
側
に
他
の

歯
牙
が
残
る
者
一
三
〇
例
13
・
０
％
、
第
三
類
は
片
側
側
切
歯
が
欠

損
し
、
そ
の
他
の
歯
牙
の
欠
損
が
両
側
に
認
め
ら
れ
た
者
五
三
二
例

53
・
２
％
、
四
類
は
両
側
側
切
歯
が
欠
損
し
、
そ
の
他
の
歯
牙
は
遠

心
側
に
残
っ
て
い
る
者
九
一
例
９
・
１
％
、
五
類
は
個
別
に
前
歯
部

欠
損
が
認
め
ら
れ
る
者
で
一
七
七
例
17
・
７
％
を
占
め
て
い
た
。

　

一
、〇
〇
〇
例
中
、
上
顎
歯
の
欠
損
は
四
三
八
例
、
下
顎
で
は

三
六
六
例
に
認
め
ら
れ
、
上
下
顎
と
も
に
歯
牙
欠
損
を
認
め
た
者
は

一
九
六
例
あ
っ
た
。
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２
．
可
撤
性
義
歯
に
よ
る
分
類

（
１
）
部
分
床
義
歯
の
分
類

　

一
九
五
五
年
、
王
征
寿
は
部
分
床
義
歯
の
分
類
を
提
案
し
、
中

国
国
内
の
口
腔
医
師
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
王
氏
はCum

m
er

と

K
ennedy

の
分
類
法
の
優
劣
を
分
析
し
た
の
ち
に
、
一
個
六
類
の
原

則
を
提
案
し
た
。
第
一
類
：
お
お
む
ね
片
側
に
欠
損
歯
が
あ
り
、
欠

損
歯
の
前
後
に
は
元
と
な
る
歯
牙
が
す
べ
て
残
っ
て
い
る
場
合
で
、

反
対
側
の
欠
損
部
同
位
置
の
歯
牙
と
の
連
接
関
係
を
考
え
る
必
要
の

な
い
ケ
ー
ス
。
二
類
：
お
お
む
ね
両
側
後
方
歯
に
欠
損
が
あ
っ
た
場

合
で
、
遊
離
端
欠
損
の
有
無
は
問
わ
ず
、
左
右
の
欠
損
部
を
完
全
に

連
接
す
る
ケ
ー
ス
。
三
類
：
お
お
む
ね
片
側
の
後
方
歯
の
み
に
欠
損

が
あ
っ
た
場
合
で
、
遊
離
端
欠
損
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
、
反
対
側
の

歯
牙
に
連
接
す
る
ケ
ー
ス
。
四
類
：
お
お
よ
そ
前
歯
部
左
右
の
歯
牙

が
失
わ
れ
、
前
方
歯
の
欠
損
を
主
と
す
る
義
歯
を
含
む
ケ
ー
ス
。
五

類
：
お
お
よ
そ
片
側
後
方
歯
に
欠
損
が
あ
り
、
か
つ
後
端
は
遊
離
端

と
な
る
が
、
し
か
し
対
側
の
連
接
は
不
要
な
ケ
ー
ス
。
六
類
：
お
お

よ
そ
主
要
な
欠
損
部
位
が
片
顎
に
あ
り
（
対
側
は
欠
損
が
あ
る
場
合

も
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
主
要
な
欠
損
で
は
な
い
）、
か
つ
顎
骨
の

一
方
で
は
歯
根
部
歯
牙
が
残
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
。

（
２
）
部
分
床
義
歯
の
設
計

　

一
九
六
四
年
、
王
毓
英
は
〈
四
種
の
下
顎
局
部
義
歯
に
お
け
る
咬

合
力
伝
播
の
研
究
〉
の
中
で
、
あ
る
局
部
義
歯
で
は
正
常
機
能
と
他

の
歯
牙
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
生
物
機

械
学
の
原
理
お
よ
び
患
者
の
具
体
的
状
況
の
如
何
に
非
常
に
係
わ
っ

て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　

筆
者
は
可
変
抵
抗
機
器
、
ダ
イ
ナ
モ
メ
ー
タ
ー
、
お
よ
び
各
種
作

業
を
通
じ
て
、
異
な
る
作
製
方
法
の
四
種
の
局
部
義
歯
に
お
け
る
咬

合
力
伝
播
の
状
況
を
実
験
的
に
比
較
し
た
。
結
果
は
証
明
す
る
。
義

歯
に
垂
直
方
向
の
力
を
加
え
た
時
、
桿
式
義
歯
【
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
式

義
歯
】
や
托
式
義
歯
【
従
来
の
粘
膜
負
担
の
ク
ラ
ス
プ
式
義
歯
】
に

係
わ
ら
ず
、
鋳
造
桿
【
金
属
ロ
ッ
ド
、
鋳
造
棒
】・
残
存
歯
に
加
わ

る
抗
ね
じ
切
り
力
と
嵌
合
支
持
力
は
、
そ
の
他
の
義
歯
に
比
べ
て
桿

式
・
托
式
で
大
き
い
。
義
歯
に
側
方
力
が
加
わ
っ
た
時
に
は
、
鋳
造

桿
の
抗
ね
じ
切
り
力
と
嵌
合
支
持
力
は
既
製
品
の
桿
式
義
歯
に
比
べ

大
き
い
。
た
だ
し
、
鋳
造
托
【
鋳
造
鈎
、
ク
ラ
ス
プ
】
の
抗
ね
じ
切

り
力
は
合
成
樹
脂
製
の
托
式
義
歯
に
比
べ
小
さ
い
。
こ
の
よ
う
に
、

直
径
０
・
９
㎜
不
銹
鋼
線
の
嵌
合
支
持
力
の
不
足
と
０
・５
㎜
厚
の
不

銹
鋼
ク
ラ
ス
プ
の
抗
ね
じ
切
り
力
が
小
さ
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
そ

の
た
め
に
義
歯
が
咬
合
力
伝
播
作
用
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
結
果

を
も
た
ら
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
筆
者
は
局
部
床
義
歯
の
設
計
と

製
作
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス
プ
は
直
径
０
・
９
㎜
よ
り
太
い
不
銹
鋼
線

を
用
い
、
鋳
造
鈎
は
０
・
５
㎜
よ
り
も
厚
い
も
の
を
用
い
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
ま
た
現
時
点
で
の
規
格
よ
り
も
さ
ら
に
強
固
な
既
製
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ク
ラ
ス
プ
を
選
ぶ
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

一
九
七
九
年
、
銭
法
湯
は
、
湖
北
医
学
院
附
属
病
院
で
一
九
七
三

年
二
月
～
一
九
七
四
年
一
一
月
の
期
間
に
行
っ
た
可
撤
性
修
復

一
〇
、五
八
五
件
の
う
ち
で
、各
類
型
の
前
歯
部
欠
損
を
伴
っ
た
ケ
ー

ス
は
三
、九
八
七
件
37
・
66
％
を
占
め
て
い
る
と
報
告
し
た
。
こ
の

種
の
欠
損
修
復
の
特
徴
は
義
歯
床
基
底
面
の
垂
直
方
向
へ
の
移
動
を

制
御
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
美
観
を
保
ち
、
歯
牙
喪
失
前
の
顔
貌

の
回
復
が
極
力
可
能
で
、修
復
物
の
前
後
移
動
を
防
止
す
る
た
め
に
、

唇
側
お
よ
び
口
蓋
側
の
床
基
底
面
を
広
く
と
る
こ
と
で
適
切
に
把
持

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
あ
る
い
は
第
一
大
臼
歯
の
遠
心
側
に
ク

ラ
ス
プ
を
設
け
る
た
め
の
空
隙
を
確
保
す
る
。

　

少
数
歯
の
前
歯
部
欠
損
に
お
け
る
可
撤
性
修
復
の
設
計
：
こ
の
種

の
欠
損
に
お
け
る
可
撤
性
修
復
の
特
徴
は
欠
損
歯
数
が
少
な
い
こ
と

で
、
そ
の
た
め
床
基
底
面
の
面
積
は
出
来
る
だ
け
小
さ
く
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

一
歯
あ
る
い
は
数
歯
の
前
歯
部
欠
損
で
は
、
多
く
の
歯
の
咬
合
面

に
は
重
度
の
摩
耗
、
歯
冠
短
縮
、
咬
合
の
緊
密
が
み
ら
れ
、
ク
ラ
ス

プ
の
位
置
に
空
隙
を
設
け
る
適
切
性
が
な
い
場
合
は
口
蓋
側
に
ク
ラ

ス
プ
把
持
の
空
間
を
考
え
れ
ば
よ
い
。

　

一
九
六
五
年
、孫
剣
三
、馮
德
貴
は
、単
独
の
嵌
合
可
動
式
ブ
リ
ッ

ジ
、
単
腕
の
嵌
合
ク
ラ
ス
プ
で
梃
子
平
衡
固
定
原
理
を
用
い
、
次
の

問
題
を
解
決
す
る
。
一
歯
欠
損
の
問
題
、
す
ぐ
に
治
療
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
隣
在
歯
の
傾
斜
、
移
動
（
転
位
）、
間
隙
狭
小
な
ど
の

修
復
上
の
問
題
で
あ
る
。

（
３
）
咬
合
を
支
え
る
ク
ラ
ス
プ
の
整
備

　

一
九
八
二
年
、
沈
真
祥
は
、
咬
合
を
支
え
る
ク
ラ
ス
プ
の
主
な
機

能
は
義
歯
を
保
持
す
る
こ
と
で
、
咬
合
力
を
伝
え
る
た
め
に
ク
ラ
ス

プ
の
厚
さ
が
必
要
で
、
幅
は
ク
ラ
ス
プ
の
安
定
性
・
堅
牢
性
を
保
持

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
堅
牢
性
を
必
ず
具
備
し
、
正
常
な
咀

嚼
運
動
中
に
も
破
折
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

　

王
恵
芸
は
か
つ
て
中
国
人
永
久
歯
に
つ
い
て
比
較
系
統
的
計
測
を

行
い
、
そ
の
咬
合
面
積
の
最
小
は
55
・
１
㎟
、
最
大
は
118
・
６
㎟
と

な
っ
た
。
咬
合
支
托
【
咬
合
面
レ
ス
ト
、occlusal stop

】
の
長
さ

と
幅
は
、
そ
の
元
と
な
る
歯
牙
咬
合
面
相
当
部
分
の
１
／
３
～
１
／

２
程
度
で
製
作
す
る
と
、
歯
牙
を
整
備
す
る
際
に
小
臼
歯
咬
合
面
積

の
３
～
14
㎟
を
、
大
臼
歯
咬
合
面
積
の
６
～
27
㎟
を
削
り
取
る
。
こ

れ
ら
は
、
元
と
な
る
歯
牙
咬
合
面
積
の
お
お
よ
そ
６
～
25
％
に
相
当

す
る
。

　

筆
者
は
、
か
つ
て
上
記
病
院
お
よ
び
そ
の
他
の
施
設
で
作
製
さ
れ

た
不
銹
鋼
線
の
咬
合
支
托
五
〇
余
例
の
計
測
を
行
っ
た
。
分
析
結
果

か
ら
見
え
た
も
の
は
、そ
の
平
均
の
幅
は
１
・５
㎜
前
後
、厚
さ
は
０
・

７
㎜
以
上
、
長
さ
は
す
べ
て
１
・５
～
２
・
０
㎜
の
間
に
あ
っ
た
。
口

腔
内
使
用
１
～
２
年
以
上
で
は
、
こ
の
よ
う
な
咬
合
面
レ
ス
ト
の
全
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て
は
、
食
物
咀
嚼
に
よ
り
破
折
し
た
ケ
ー
ス
は
未
だ
に
な
い
。

　

計
算
に
基
づ
い
て
、
最
大
咀
嚼
力
の
状
況
下
で
は
、
咬
合
面
レ
ス

ト
の
横
断
面
面
積
は
１
・
27
㎟
以
上
あ
れ
ば
、
鋳
造
支
托
横
断
面
に

お
け
る
剪
断
力
は
不
銹
鋼
線
の
湾
曲
許
容
剪
断
力
よ
り
も
小
さ
い
と

認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ニ
ッ
ケ
ル
ク
ロ
ム18-8

不
銹
鋼
鋳
造
咬

合
面
レ
ス
ト
は
、
長
さ
２
㎜
、
幅
１
・
５
㎜
、
厚
さ
１
㎜
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
咬
合
面
レ
ス
ト
は
、
元
と
な
る
歯

牙
の
咬
合
面
積
の
わ
ず
か
３
～
５
％
を
削
除
し
、
前
述
の
咬
合
面
レ

ス
ト
に
お
け
る
大
臼
歯
咬
合
面
積
よ
り
50
％
以
上
少
な
い
。

　

中
熔
合
金
（
？
）
で
は
、
伸
展
率
が
大
き
く
、
強
度
の
極
限
が
低

く
、
レ
ス
ト
の
厚
さ
・
幅
は
適
度
に
増
や
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
４
）
高
托
牙
の
設
計
（
咬
合
挙
上
の
設
計
？
）

　

一
九
五
五
年
、
徐
楽
全
は
高
托
牙
応
用
の
方
策
を
報
告
す
る
。
筆

者
は
、「
高
托
牙
」
は
顎
間
距
離
を
増
加
さ
せ
生
理
的
咬
合
関
係
を

回
復
す
る
義
歯
装
置
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
義
歯
構
造
の
部
分
は
類

似
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
部
分
義
歯
と
は
異
な
る
。
部
分
義
歯
は
、

主
と
し
て
歯
牙
喪
失
間
隙
の
回
復
、
か
つ
既
に
備
わ
っ
て
い
る
咬
合

関
係
の
保
存
が
目
的
で
あ
る
。
咬
合
挙
上
は
喪
失
間
隙
の
回
復
を
行

う
の
み
な
ら
ず
、
歯
列
の
咬
合
関
係
の
回
復
が
そ
の
主
な
役
割
で
あ

る
。

　

咬
合
挙
上
の
適
応
症
は
、（
１
）
部
分
的
な
歯
牙
の
脱
落
が
あ
り
、

か
つ
残
存
歯
に
は
開
咬
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス　
（
２
）
咬
合
関
係

を
高
め
、
側
頭
下
顎
関
係
お
よ
び
口
腔
組
織
状
況
の
改
善
を
要
す
る

ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
二
年
間
で
咬
合
挙
上
修
復
法
を
用
い
、
特
殊
で
難
治
の

口
腔
患
者
の
治
療
を
行
っ
た
。
そ
の
初
歩
的
観
察
に
よ
っ
て
、
以
下

の
結
論
を
得
た
。

　

１
． 

各
種
原
因
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
口
腔
内
状
況
を
比
較
的
完
全

に
修
復
で
き
る
効
果
が
あ
る
。

　

２
． 

筋
肉
の
活
動
状
態
は
平
衡
を
保
ち
、
少
数
歯
に
負
担
荷
重
の

弊
害
が
み
ら
れ
な
い
。

　

３
．
歯
牙
の
転
位
を
防
止
す
る
。

　

４
． 

上
下
顎
前
歯
の
咬
合
関
係
を
改
善
し
、
過
蓋
咬
合
の
問
題
を

解
決
す
る
。

（
５
）
過
蓋
咬
合
に
お
け
る
義
歯
の
設
計

　

一
九
五
四
年
に
徐
楽
全
が
、
一
九
八
〇
年
に
斉
仕
珍
ら
が
相
次
い

で
過
蓋
咬
合
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
可
撤
性
義
歯
修
復
の
方
法
を
報

告
す
る
。
筆
者
ら
は
、
過
蓋
咬
合
患
者
は
上
顎
前
歯
部
を
欠
損
す
る

と
、
下
顎
前
歯
部
と
上
顎
義
歯
床
と
の
間
の
間
隙
が
と
て
も
僅
か
に

な
る
か
、
あ
る
い
は
完
全
に
間
隙
が
な
く
な
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
は
修
復
作
業
を
行
う
こ
と
は
困
難
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の

た
め
に
、筆
者
ら
が
採
用
し
た
の
は
、（
１
）翼
を
備
え
た
義
歯　
（
２
）
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口
唇
部
に
基
底
面
が
あ
る
ク
ラ
ス
プ　
（
３
）
暫
間
的
に
用
い
る
歯

肉
式
義
歯　
（
４
）
鍛
造
あ
る
い
は
鋳
造
金
属
で
裏
打
ち
し
た
咬
合

挙
上
の
た
め
の
修
復
で
あ
り
、
一
定
の
効
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

（
６
）
摩
耗
症
に
対
す
る
予
防
的
修
復

　

一
九
六
三
年
、
周
継
林
、
洪
民
は
摩
耗
症
の
予
防
方
法
一
一
一
例

―
可
撤
性
金
属
製
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
―
を
紹
介
し
た
。
鍛
造
の
二
層
咬

合
面
は
、
一
層
は
平
面
の
金
属
で
作
ら
れ
、
も
う
一
層
は
網
状
の
金

属
を
用
い
、
お
互
い
を
溶
接
し
て
お
り
、
鍛
造
と
鋳
造
の
長
所
を
兼

ね
備
え
、
厚
さ
を
比
較
的
容
易
に
調
節
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
だ

け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
径
を
減
ら
し
て
鋭
度
を
増
す
こ
と
が
で
き
、

比
較
的
耐
摩
耗
性
も
あ
り
、
咬
合
面
を
形
成
す
る
に
は
比
較
的
よ
い

方
法
で
あ
る
。

（
７
）
予
め
作
製
し
た
部
分
義
歯
【
即
時
義
歯
】
の
応
用

　

一
九
六
四
年
、
周
継
林
と
斉
仕
珍
は
、
一
二
一
例
の
既
製
部
分
義

歯
を
用
い
た
各
種
欠
損
の
治
験
例
を
報
告
し
た
。
筆
者
ら
は
、
既
製

義
歯
で
修
復
を
行
う
場
合
、（
抜
歯
の
）
術
前
に
義
歯
の
準
備
を
済

ま
せ
術
後
に
す
ぐ
装
着
す
る
、
あ
る
い
は
数
少
な
い
症
例
だ
が
模
型

を
採
取
し
た
直
後
に
手
術
を
行
い
術
後
数
日
以
内
に
義
歯
装
着
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。本
報
告
の
う
ち
で
、矯
正
治
療
用
の
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
を
装
着
し
た
状
態
で
の
抜
歯
は
一
〇
八
例
、
模
型
採
取
後
に
す
ぐ

抜
歯
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
五
例
、
既
存
の
義
歯
を
利
用
し
そ
れ
に
増
歯

し
た
ケ
ー
ス
が
八
例
で
あ
る
。

　

装
着
時
に
順
応
し
た
者
は
一
〇
一
例
で
、
改
修
作
業
が
比
較
的
多

か
っ
た
ケ
ー
ス
が
九
例
、再
製
作
が
三
例
、詳
細
な
記
録
が
な
い
ケ
ー

ス
（
い
ず
れ
も
再
製
作
は
な
か
っ
た
）
が
二
三
例
で
あ
っ
た
。

（
８
）
密
接
し
な
い
義
歯
床

　

一
九
六
三
年
、
蒋
佩
珏
は
小
型
局
部
義
歯
に
お
け
る
臨
床
効
果
を

調
べ
、
密
接
し
て
い
な
い
義
歯
床
が
31
％
を
占
め
て
い
た
。
義
歯
の

鞍
状
基
底
部
と
（
粘
膜
）
組
織
は
ぴ
っ
た
り
適
合
し
な
い
場
合
、
義

歯
床
は
密
着
し
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
ク
ラ
ス
プ

部
分
で
す
で
に
完
全
に
適
合
し
咬
合
が
正
常
で
あ
る
場
合
は
、
逆
に

鞍
状
基
部
と
粘
膜
面
は
密
着
し
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
ク
ラ
ス
プ
の

支
持
歯
あ
る
い
は
鞍
状
基
底
部
の
近
遠
心
（
粘
膜
）
組
織
に
支
点
が

あ
り
、
し
ば
し
ば
定
位
困
難
あ
る
い
は
不
完
全
定
位
を
も
た
ら
す
よ

う
な
場
合
、
鞍
状
基
底
面
と
組
織
に
暫
時
不
密
着
を
招
く
。
前
者
は

真
性
の
義
歯
床
不
密
着
で
、
後
者
は
仮
性
義
歯
床
不
密
着
で
あ
る
。

　

三
一
例
中
、
仮
性
義
歯
床
不
密
着
は
二
五
例
、
真
性
の
場
合
が
六

例
あ
っ
た
。
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（
９
）
義
歯
床
の
破
折
お
よ
び
修
復

　

一
九
六
四
年
に
黄
本
正
が
一
〇
〇
例
で
、
陳
敏
明
・
章
洪
漢
は

一
九
六
五
年
に
九
六
三
例
で
、
部
分
義
歯
の
義
歯
床
破
折
修
理
を
報

告
し
、
そ
の
統
計
分
析
を
行
っ
た
。
筆
者
ら
は
、
い
ず
れ
も
王
征
寿

の
部
分
義
歯
の
分
類
法
を
採
用
し
分
類
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
第

一
類
は
39
・
23
％
を
占
め
、
第
二
類
は
13
・
39
％
、
第
三
類
７
・
52
％
、

第
四
類
30
・
44
％
、
第
五
類
８
・
41
％
、
第
六
類
１
・
04
％
と
な
っ
た
。

　

義
歯
床
破
折
部
位
は
、
前
歯
部
が
32
％
を
占
め
、
後
方
歯
は
32
％
、

ク
ラ
ス
プ
と
咬
合
支
托
は
36
％
と
な
っ
た
。

（
10
）
局
部
義
歯
に
お
け
る
不
銹
鋼
線
の
応
用

　

一
九
五
三
年
、
陳
約
翰
は
〈
中
華
口
腔
医
学
雑
誌
〉
に
〈
仮
義
歯

作
製
に
お
け
る
不
銹
鋼
線
の
応
用
〉
を
発
表
し
た
。
同
年
、王
潔
泉
・

孫
廉
も
類
似
の
報
告
を
行
い
、
鋳
造
金
の
価
格
は
最
も
高
価
で
、
ク

ラ
ス
プ
の
鋳
造
工
程
が
煩
雑
と
な
り
、
局
部
義
歯
の
ク
ラ
ス
プ
と
連

接
桿
の
制
作
に
は
不
銹
鋼
線
を
利
用
す
べ
し
と
指
摘
す
る
。
筆
者
ら

は
不
銹
鋼
線
の
価
格
は
安
価
で
、
弾
力
性
に
富
み
、
操
作
が
簡
便
で

時
間
が
か
か
ら
な
い
、
そ
の
弾
力
性
は
鋳
造
ク
ラ
ス
プ
に
比
べ
は
る

か
に
優
れ
、
局
部
義
歯
に
よ
る
修
復
で
は
不
銹
鋼
線
を
大
量
に
採
用

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
筆
者
ら
は
、
局
部
義
歯
製

作
に
お
け
る
不
銹
鋼
線
利
用
の
経
験
を
詳
細
に
紹
介
し
、
そ
の
長
所

欠
点
を
指
摘
し
た
。

長
所
：（
１
）
操
作
性
が
よ
く
、
時
間
が
省
け
る

　
　
　
（
２
）
弾
力
性
に
優
れ
る

　
　
　
（
３
）
価
格
が
安
価

　
　
　
（
４
） 

口
腔
内
試
適
時
に
、
ク
ラ
ス
プ
不
適
合
が
あ
っ
て
も
、

適
合
す
る
よ
う
調
整
が
可
能
で
あ
る

　
　
　
（
５
）
体
積
が
小
さ
い

　
　
　
（
６
）
銹
び
な
い

短
所
：（
１
） 

ク
ラ
ス
プ
の
保
持
力
は
鋳
造
ク
ラ
ス
プ
に
は
及
ば
な

い

　
　
　
（
２
）
欠
損
部
空
隙
が
少
な
い
ケ
ー
ス
で
は
適
用
で
き
な
い

　
　
　
（
３
） 

義
歯
床
充
填
時
に
特
に
注
意
が
必
要
で
、
さ
も
な
い

と
ク
ラ
ス
プ
の
位
置
が
変
動
し
や
す
い

　
　
　
（
４
） 

ク
ラ
ス
プ
の
連
接
部
が
占
め
る
体
積
が
比
較
的
大
き

い

　
　
　
（
11
）
ア
ク
リ
ル
エ
ス
テ
ル
樹
脂
製
人
工
歯
の
応
用

　

一
九
五
三
年
、
王
毓
英
は
他
の
報
告
の
中
で
、
一
九
三
五
年
に
ア

ク
リ
ル
エ
ス
テ
ル
樹
脂
の
結
合
成
功
に
よ
り
一
九
四
二
年
に
は
大
量

使
用
が
始
ま
り
、
以
前
に
用
い
て
い
た
硬
化
ゴ
ム
に
替
わ
っ
て
義
歯

修
復
治
療
に
全
面
的
に
使
用
さ
れ
る
画
期
と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　

筆
者
は
数
年
来
の
エ
ス
テ
ル
樹
脂
人
工
歯
の
応
用
経
験
に
基
づ

き
、
紹
介
を
含
め
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。（
１
）
エ
ス
テ
ル
樹

脂
人
工
歯
は
美
観
、
功
能
、
堅
牢
さ
、
お
よ
び
異
常
な
状
況
で
の
使
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用
に
か
か
わ
ら
ず
、
理
想
的
な
人
工
歯
に
比
較
的
合
致
す
る
も
の
の

一
つ
で
あ
る　
（
２
）
エ
ス
テ
ル
樹
脂
人
工
歯
の
摩
耗
は
、
患
者
に

と
っ
て
は
益
が
多
く
、
失
う
も
の
は
少
な
い　
（
３
）
エ
ス
テ
ル
樹

脂
人
工
歯
の
製
作
方
法
は
比
較
的
簡
便
で
あ
る　
（
４
）
義
歯
作
製

の
過
程
で
、
不
当
な
操
作
に
よ
り
変
質
・
変
形
・
脱
色
等
の
現
象
が

起
こ
り
や
す
い
が
、
し
か
し
一
つ
ず
つ
の
工
程
に
細
心
の
注
意
を
払

え
ば
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

筆
者
は
エ
ス
テ
ル
樹
脂
人
工
歯
の
作
製
方
法
と
工
程
を
詳
細
に
紹

介
し
た
。

 

【
未
完
】
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【
活
動
報
告
】

　

東
洋
思
想
研
究
所
は
平
成
二
七
年
度
に
本
学
客
員
教
授
で
あ
る
森

田
実
先
生
を
塾
長
、
東
日
本
国
際
大
学
吉
村
作
治
学
長
を
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
、『
い
わ
き
発
の
新
し
い
東
洋
思
想
』
の
創
出
を
目
的

と
し
た
公
開
講
座
「
昌
平
塾
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
本
年
度
も
市

民
の
皆
様
に
広
く
開
放
し
た
公
開
講
座
を
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
積
極
的
に
開
講
致
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
現
代
儒
学
研
究
部
門
、
現
代
仏
教
研
究
部
門
、
西
洋
哲

学
研
究
部
門
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
の
四
研
究
部
門
そ
れ
ぞ
れ
に

活
発
な
研
究
活
動
を
行
い
、
学
術
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
長
年

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
論
語
素
読
教
室
に
加
え
、
論
語
サ
ー
ク

ル
「
い
わ
き
論
語
塾
」
も
継
続
し
て
開
催
さ
れ
、
学
生
の
み
な
ら
ず

教
職
員
や
地
域
の
方
々
も
交
え
て
、『
論
語
』
の
中
の
テ
ー
マ
に
よ

る
討
論
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
東
洋
思
想
研
究
所
の
本
分
と
し
て
研
究
活
動
に
邁
進

し
つ
つ
、
現
代
が
抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
に
寄
与
出
来
る
よ
う
な
新

た
な
挑
戦
を
試
み
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
の
東
洋
思
想
研
究
所
各
研
究
部
門
の
具
体
的
な
活
動

の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

一
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

現
代
儒
学
研
究
部
門
研
究
会
「
昌
平
黌
論
語
検
討
会
」

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　
（
平
成
二
九
年
度
）
第
三
回
「
人
間
力
の
育
成
」

 

公
開
授
業
開
催
（
大
倉　

智
先
生
）

　
　
　
　
（
平
成
二
九
年
度
）
第
四
回
「
人
間
力
の
育
成
」　　
　
　

 

公
開
授
業
開
催
（
大
西
康
夫
先
生
）

二
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

現
代
仏
教
研
究
部
門
昌
平
塾
「
法
華
経
入
門
」

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
研
究
会
（
熊
倉
和
歌
子
先
生
）

三
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

現
代
儒
学
研
究
部
門
研
究
会
「
昌
平
黌
論
語
検
討
会
」

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

四
月　
　

論
語
素
読
教
室
開
講
（
二
回
）

　
　
　
　

現
代
儒
学
研
究
部
門
研
究
会
「
昌
平
黌
論
語
検
討
会
」

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
一
回
読
書
会

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
一
回
討
論
会

　
　
　
　

斯
文
会
主
催
・
湯
島
聖
堂
孔
子
祭
「
釋
奠
」
参
加

五
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）
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西
洋
哲
学
部
会（
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）「
倫
理
と
人
間
」（
１
）

　
　
　
　
（
平
成
三
十
年
度
）
第
一
回
「
人
間
力
の
育
成
」

 

公
開
授
業
開
催
（
矢
内　

廣
先
生
）

　
　
　
　
（
平
成
三
十
年
度
）
第
二
回
「
人
間
力
の
育
成
」

 

公
開
授
業
開
催
（
長
内
順
一
先
生
）

十
一
月　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
公
開
放
送
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
「
こ
で

ら
ん
に
５
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
Ｔ
Ｖ
「
は
ま
な
か
あ
い
づ

T
O

D
A

Y

」
に
い
わ
き
論
語
塾
の
学
生
が
出
演

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

史
跡
足
利
学
校
「
釋
奠
」
参
加

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
二
回
読
書
会

　
　
　
　
（
平
成
三
十
年
度
）
第
三
回
「
人
間
力
の
育
成
」

 

公
開
授
業
開
催
（
鈴
木
直
道
先
生
）

十
二
月　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
四
回
討
論
会

　
　
　
　

現
代
仏
教
研
究
部
門
昌
平
塾
「
法
華
経
入
門
」

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
研
究
会
（
塩
尻
和
子
先
生
）

　
　
　
　

西
洋
哲
学
部
会（
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）「
倫
理
と
人
間
」（
２
）

　
　
　
　
（
平
成
三
十
年
度
）
第
四
回
「
人
間
力
の
育
成
」

 

公
開
授
業
開
催
（
和
田
秀
樹
先
生
）

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
二
回
討
論
会

六
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

現
代
儒
学
研
究
部
門
研
究
会
「
昌
平
黌
論
語
検
討
会
」

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

第
三
十
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
開
催

 

（
孔
子
祭
挙
行
を
含
む
学
術
活
動
）

　
　
　
　

第
七
回
日
中
韓
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

七
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

現
代
儒
学
研
究
部
門
研
究
会
「
昌
平
黌
論
語
検
討
会
」

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
三
回
検
討
会

　
　
　
　

日
本
論
語
教
育
学
会
第
一
回
研
修
会
参
加

八
月　
　

夏
季
休
暇

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

現
代
仏
教
研
究
部
門
昌
平
塾
「
法
華
経
入
門
」

　
　
　
　

論
語
教
育
普
及
機
構
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

九
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

現
代
儒
学
研
究
部
門
研
究
会
「
昌
平
黌
論
語
検
討
会
」

　
　
　
　

現
代
仏
教
研
究
部
門
昌
平
塾
「
法
華
経
入
門
」

十
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
研
究
会
（
鈴
木
孝
典
先
生
）



94

研究　東洋

平
成
三
十
年
度
全
学
共
通
授
業
『
人
間
力
の
育
成
』

　

本
学
は
論
語
の
一
節
、「
義
を
行
い
以
て
其
の
道
に
達
す
」
と
い

う
建
学
の
精
神
を
『
人
間
力
』
と
い
う
言
葉
に
込
め
ま
し
た
。
人
間

力
と
は
「
志
を
持
っ
て
や
り
抜
く
力
」
の
こ
と
で
す
。
全
学
共
通
授

業
「
人
間
力
の
育
成
」
は
本
研
究
所
が
主
催
し
、
平
成
二
五
年
度
か

ら
開
講
さ
れ
た
全
学
部
共
通
の
一
年
生
必
修
科
目
で
す
。
毎
年
、
数

名
の
外
部
講
師
の
方
を
お
招
き
し
、
公
開
授
業
と
し
て
人
間
力
育
成

講
座
と
題
し
た
ご
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
は
十
月
に
ぴ
あ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
矢

内
廣
先
生
、
株
式
会
社
未
来
経
営
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
の
長
内

順
一
先
生
、
十
一
月
に
北
海
道
夕
張
市
長
（
当
時
）
の
鈴
木
直
道
先

生
、
十
二
月
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
心
理
学
科
教
授
／
日
本
映
画
監

督
協
会
理
事
の
和
田
秀
樹
先
生
、
一
月
に
は
本
研
究
所
客
員
教
授
で

も
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
のD
ef T

ech M
icro

先
生
に
ご
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
本
年
度
は
講
師
招
聘
に
エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会

議
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
共
に
、
本
学
比
較
文
化
研
究
所
と
の
共

催
に
よ
る
「
エ
ジ
プ
ト
と
〝
環
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
明
〟
―
地
球
の
未
来

に
向
け
て
―
」
と
題
し
た
公
開
授
業
、
サ
ッ
カ
ー
解
説
者
の
福
西
崇

史
先
生
を
お
招
き
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
セ
ミ
ナ
ー
、
ま
た
立
教
大
学
社

会
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
と
の
連
携
授
業
な
ど
、
本
年
度
の
授
業
テ
ー

平成 30年度版チラシ

マ
と
し
て
掲
げ
て
い
た
「
進
化
」
に
相
応
し
い
授
業
内
容
と
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
来
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
飛
翔
」
と
し
て
、
本
研

究
所
も
含
め
て
更
な
る
大
舞
台
へ
の
飛
躍
の
年
に
し
て
い
く
決
意
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
人
間
と
人
間
の
心
の
触
れ
合
い
を
通
じ
た
人
間
教

育
を
目
指
し
、
所
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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現
代
儒
学
研
究
部
門

【
部
門
活
動
概
要
】

　

平
成
三
〇
年
度
、
東
洋
思
想
研
究
所
・
現
代
儒
学
研
究
部
門
で
は
、

研
究
と
啓
蒙
の
二
方
面
よ
り
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

研
究
方
面
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
昌
平
黌
論
語
の
研
究
を
行
っ

て
お
り
、
本
年
度
か
ら
昌
平
黌
論
語
編
纂
委
員
会
を
起
ち
上
げ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
『
論
語
』
の
日
本
語
訳
は
固
い
も

の
が
多
く
、
現
代
の
一
般
の
人
々
に
は
、
読
み
が
た
い
、
意
味
を
把

握
し
が
た
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
人
類
の
叡
智
の
結

晶
で
あ
る
『
論
語
』
を
、
有
為
な
学
生
・
社
会
人
の
前
途
の
た
め
に
、

い
か
な
る
「
か
た
ち
」
で
提
供
す
べ
き
か
、
研
究
会
で
は
、
実
際
に

『
論
語
』
の
章
句
を
読
み
進
め
な
が
ら
、
そ
の
形
式
を
具
現
化
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
現
代
儒
学
研
究
部
門
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
、
多
く
の
対
外
研
究
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
平
成
三
〇
年
四
月
に
は
、
本
学
と
も
縁
が
深
い
斯
文
会
主
催

の
湯
島
聖
堂
孔
子
祭
に
高
橋
・
城
山
両
研
究
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

湯
島
聖
堂
に
て
挙
行
さ
れ
た
釋
奠
の
厳
か
な
儀
式
も
素
晴
ら
し
い
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
東
方
学
会
理
事
長
の
池

田
友
知
久
先
生
の
「『
論
語
』
公
冶
長
・
陽
貨
・
雍
也
篇
等
に
現
れ

る
性
説
―
漢
代
以
降
の
性
三
品
説
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
―
」
と
題

す
る
講
経
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
学
生
や
い
わ
き
論
語
塾
・
論
語
素

読
教
室
の
み
な
さ
ん
に
も
儒
学
の
楽
し
さ
に
ふ
れ
る
機
会
を
設
け
た

い
と
思
わ
せ
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
今
後
は
、

斯
文
会
が
行
っ
て
い
る
公
開
講
座
に
類
す
る
行
事
を
、
い
わ
き
の
地

で
も
開
催
し
、
儒
学
の
思
想
や
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
七
月
に
は
、
日
本
論
語
教
育
学
会
第
1
回
研
修
会
に
、
日
本

論
語
教
育
学
会
・
平
成
三
〇
年
研
修
会
「
漢
文
教
育
指
導
の
新
し
い

視
点
」
に
、
城
山
研
究
員
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
大
阪
大
学
名
誉

教
授
の
加
地
伸
行
先
生
の
ご
発
表
「
論
語
解
釈
の
多
様
さ
を
通
じ
て

の
指
導
」
に
始
ま
り
、
高
校
・
大
学
で
の
論
語
教
育
に
つ
い
て
、
多

方
面
か
ら
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、『
論
語
』
研
究

の
泰
斗
、
加
地
伸
行
先
生
の
論
語
教
育
論
は
、「
論
語
の
有
用
性
を
、

い
か
に
教
育
す
る
か
」
に
つ
い
て
、
様
々
な
実
例
と
と
も
に
紹
介
さ

れ
た
も
の
で
、
今
後
の
昌
平
黌
論
語
の
制
作
に
資
す
る
こ
と
と
な
る

も
の
で
し
た
。
今
後
は
第
2
回
、
第
3
回
と
研
修
会
を
行
っ
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
の
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
以
降
も
継
続
し
て
参
加
す
る
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こ
と
が
望
ま
し
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
一
月
に
は
例
年
同
様
、
学
校
法
人
を
代
表
し
て
足
利
学
校
釋
奠

に
参
加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
三
一
年
一
月
に
は
、
本
学
の
客

員
教
授
に
就
任
さ
れ
た
東
京
大
学
教
授
の
小
島
毅
先
生
が
尽
力
さ
れ

て
い
る
一
般
社
団
法
人
論
語
教
育
普
及
機
構
の
論
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
、
本
学
と
の
共
催
で
、
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
す
る
な

ど
、
多
方
面
で
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
度
以
降

も
、
引
き
続
き
積
極
的
に
外
部
の
儒
学
関
係
の
研
究
・
行
事
に
参
加

し
、
本
研
究
所
の
現
代
儒
学
研
究
・
昌
平
黌
論
語
の
編
纂
を
推
し
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
啓
蒙
活
動
概
要
】

【
1
】
論
語
サ
ー
ク
ル
「
い
わ
き
論
語
塾
」
活
動
報
告

　

平
成
二
八
年
度
に
発
足
し
た
、
本
学
の
論
語
サ
ー
ク
ル
「
い
わ
き

論
語
塾
」
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
と
同
様
の
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、『
論
語
』
を
現
代
的
な
若
者
の
視
点
で
読
み
解
き
、
議
論

を
行
う
読
書
会
・
討
論
会
を
、
合
計
八
回
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
本
学
の
鎌
山
祭
展
示
部
門
に
お
い
て
は
、
一

昨
年
・
昨
年
度
に
引
き
続
き
第
一
位
を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

う
え
、
本
年
度
は
理
事
長
賞
も
い
た
だ
く
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。

　

平
成
三
〇
年
一
一
月
九
日
（
金
）
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局
の

ラ
ジ
オ
番
組
「
こ
で
ら
ん
に
５
（
フ
ァ
イ
ブ
）」
に
、
論
語
塾
の
学

生
が
出
演
し
ま
し
た
。
い
わ
き
明
星
大
学
と
の
サ
ー
ク
ル
と
コ
ラ
ボ

で
番
組
を
盛
り
上
げ
、
地
域
へ
の
貢
献
と
い
う
面
で
も
、
大
き
く
飛

躍
し
た
一
年
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

平
成
二
九
年
度
末
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
、「
い
わ
き
論
語
塾
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
超
訳
『
論
語
』
集
「
知
新
」
を
順
次
公
開
し
て

い
く
な
ど
、
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
本
学
学
生
だ

け
で
な
く
、
い
わ
き
の
有
志
と
と
も
に
、『
論
語
』
の
知
の
新
地
平

を
切
り
拓
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
2
】
論
語
素
読
教
室
活
動
報
告

　

遠
藤
敎
広
先
生
と
城
山
陽
宣
研
究
員
を
講
師
と
し
て
、
毎
月
二
～

三
回
の
活
動
を
継
続
中
で
す
。
熱
心
な
新
規
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の

ほ
か
、
古
参
の
メ
ン
バ
ー
も
学
び
を
深
め
、
論
語
・
儒
学
に
対
す
る

理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
か
ら
素
読
教
室
に
参
加
さ
れ
た
茨
城
大
学
の
大
学
院
を
修

了
さ
れ
た
荻
野
修
平
様
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
〇
年
八
月
一
日
付
け

で
、
東
洋
思
想
研
究
所
客
員
研
究
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、

儒
学
や
六
朝
時
代
の
文
化
に
関
す
る
研
究
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
儒
学
、
と
り
わ
け
、
そ
の
中
枢
で
あ
る

『
論
語
』
に
つ
い
て
も
熱
心
に
研
究
を
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
を
今
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号
の
研
究
東
洋
に
も
論
文
を
寄
稿
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
の
孔
子
祭
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
、
論

語
素
読
教
室
の
み
な
さ
ま
や
、
い
わ
き
論
語
塾
の
メ
ン
バ
ー
が
多
数

参
加
し
ま
し
た
。
以
前
の
論
語
素
読
教
室
で
は
、
素
読
活
動
を
中
心

と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
儒
学
全
般
に
対
し
て
理

解
を
深
め
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
部
の
会
員
は
研
究
の
段
階
に
至
っ

て
い
る
こ
と
も
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
予
定
通
り
教
室
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
広
報

活
動
を
推
し
進
め
、
本
学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る
儒
学
精
神
の
紹
介

と
、
認
知
度
を
高
め
る
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で
す
。
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現
代
仏
教
研
究
部
門

【
部
門
活
動
概
要
】

・
昌
平
塾
「
法
華
経
入
門
」

　

東
洋
思
想
研
究
所
現
代
仏
教
研
究
部
門
は
、
人
類
的
課
題
の
解
決

に
寄
与
す
る
仏
教
の
思
想
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
八

日
か
ら
開
講
さ
れ
た
松
岡
幹
夫
所
長
に
よ
る
昌
平
塾「
法
華
経
入
門
」

と
題
し
た
連
続
講
座
が
あ
り
ま
す
。『
法
華
経
の
智
慧
』（
聖
教
新
聞

社
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
法
華
経
の
思
想
を
現
代
人
に
も
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
本
年
度
は
八

月
、
二
月
の
合
計
二
回
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
昌
平
塾
「
法
華
経
入
門
」
で
は
、
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て

い
る
『
法
華
経
の
智
慧
』
か
ら
、
八
月
度
に
譬
喩
品
（
第
三
章
）、

二
月
度
に
は
信
解
品
（
第
四
章
）
に
つ
い
て
松
岡
幹
夫
所
長
が
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
八
月
度
の
研
究
会
で
は
、
法
華
経
の
中
で
多
用
さ

れ
て
い
る
譬
喩
の
意
義
に
つ
い
て
、
①
理
性
を
超
え
る
、
②
能
動
的

に
考
え
る
、
③
話
し
手
と
一
体
化
す
る
と
い
う
三
点
か
ら
明
ら
か
に

し
つ
つ
、
法
華
経
が
救
わ
れ
る
者
だ
け
で
は
な
く
、
救
う
者
に
対
し

て
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
二
月
度
の
研
究
会
で
は
、
法
華
経
に
見
ら
れ
る
「
人
間
の
た
め

の
宗
教
」
と
い
う
宗
教
観
に
つ
い
て
解
説
を
し
た
後
、
自
己
を
越
え

る
と
い
う
信
仰
の
意
義
や
信
と
智
の
統
合
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま

し
た
。

　

昨
年
度
、
現
代
仏
教
研
究
部
門
で
は
昌
平
塾
「
法
華
経
入
門
」
五

回
分
の
講
義
録
を
ま
と
め
た
『
法
華
経
入
門
―
―
『
法
華
経
の
智
慧
』

を
読
む
（
一
）』
と
題
し
た
小
冊
子
を
発
刊
致
し
ま
し
た
。
次
年
度

に
は
『
法
華
経
入
門
―
―
『
法
華
経
の
智
慧
』
を
読
む
（
二
）』
を

発
刊
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
類
的
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
仏

教
の
思
想
を
探
求
す
る
た
め
、
法
華
経
を
通
し
て
仏
法
の
人
間
主
義

を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
現
代
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
智
慧
を

世
に
問
う
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
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を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
現
代
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
智
慧
を

世
に
問
う
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
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西
洋
哲
学
研
究
部
門

【
部
門
活
動
概
要
】

［
研
究
活
動
テ
ー
マ
］

　

西
洋
哲
学
部
会
は
今
年
度
の
研
究
活
動
テ
ー
マ
と
し
て
、「
倫
理
」

問
題
、
と
く
に
「
悪
（
社
会
的
・
個
人
的
）」
を
、
学
術
的
な
も
の

に
偏
ら
ず
実
人
生
を
生
き
る
「
社
会
人
・
学
生
」
の
視
点
か
ら
率
直

に
討
論
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
活
動
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
民

（
学
生
も
含
め
て
）
の
視
線
で
「
倫
理
」「
哲
学
」
を
現
実
社
会
の

中
で
い
か
に
生
か
す
か
を
軸
に
議
論
・
活
動
を
進
め
る
観
点
か
ら
で

あ
る
。

　

こ
の
目
的
の
た
め
、
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す
る
「
例
会
」

と
本
学
で
実
施
す
る
「
倫
理
学
」
授
業
と
を
関
連
付
け
て
扱
い
、
上

記
の
統
一
的
な
研
究
テ
ー
マ
を
追
求
す
る
（
そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
内
容

を
報
告
し
合
う
）こ
と
と
し
た
。
本
年
度
は
計
三
回
の「
例
会（
東
京
・

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）」
と
、本
学
（
い
わ
き
）「
倫
理
学
」
授
業
（
全

一
五
回
）
の
二
元
開
催
・
討
論
の
形
を
取
っ
た
。（
な
お
、「
倫
理
学
」

科
目
の
テ
キ
ス
ト
は
「
ぼ
く
た
ち
の
倫
理
学
教
室
」
Ｅ
・
ト
ゥ
ー
ゲ

ン
ト
ハ
ッ
ト
著
、
平
凡
社
新
書
。）

［
例
会
］

　

西
洋
哲
学
部
会
は
今
年
度
、
三
回
の
例
会
を
開
催
し
た
。
早
稲
田

キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
）
第
一
回
定
例
会
（
一
〇
月
二
〇
日
）
で
は
、

前
記
の
研
究
活
動
テ
ー
マ
を
確
認
し
、
ま
た
、「
倫
理
学
」
授
業
で
、

学
生
を
含
め
た
青
年
層
へ
倫
理
・
社
会
問
題
を
ど
う
分
か
り
易
く
提

起
す
べ
き
か
の
率
直
な
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。
以
降
、
第
二
回
例

会
（
一
二
月
八
日
）、第
三
回
例
会
（
一
月
二
六
日
）
と
回
を
重
ね
て
、

次
の
よ
う
な
早
稲
田
・
い
わ
き
の
二
元
討
論
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

［
１
］�「
倫
理
学
」
授
業
で
の
主
な
議
論

　

Ａ 

．「
善
」と「
悪
」は
相
反
す
る
の
か
、疑
問
を
持
っ
て
い
る
。「
誰
」

に
と
っ
て
の「
善
」「
悪
」な
の
か
を
も
う
一
度
考
え
て
み
た
い
。

つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
善
・
悪
な
の
か
を
問
う
べ
き
で

あ
る
。

　
　

 
ま
た
、
理
念
・
正
義
、
価
値
観
・
尺
度
（
価
値
の
物
差
し
）
等
々

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
絶
対
的
・
相
対
的
な
の
か
も
問
う
べ
き

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
最
大
の
「
善
意
」
が
最
大
の
「
悪
」
を

生
み
出
す
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
見
る
と
、
善
・
悪
が
単
に
反
対
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の
も
の
だ
と
考
え
る
と
事
象
の
本
質
を
見
誤
る
こ
と
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

Ｂ 
．「
苦
」と「
悪
」に
つ
い
て
も
同
様
に
言
え
る
。
理
不
尽
な「
苦
」

（
正
当
な
理
由
な
く
「
苦
（
苦
痛
）」
を
与
え
る
こ
と
）
は
な

ぜ
「
悪
」
な
の
か
、
と
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
自
分

の
内
か
ら
生
じ
る
苦
し
み
は
、
善
悪
の
物
差
し
で
考
え
ら
れ
な

い
性
質
の
も
の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
自
己
修
練
に
よ
っ
て
向

上
す
る
と
き
の
、
い
わ
ゆ
る
「
産
み
の
苦
し
み
」）。
つ
ま
り
、

苦
痛
や
不
快
は
プ
ラ
ス
の
行
為
（
行
動
）・
感
情
に
よ
り
昇
華

さ
れ
る
。

　

Ｃ 

．「
倫
理
」
の
根
本
は
何
か
？
善
悪
の
基
準
は
、
西
洋
で
は
主

に
「
黄
金
律
」（
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
の
そ
れ
）
で
語
ら
れ
て

き
た
が
、「
規
範
意
識
」（
倫
理
観
の
主
要
な
柱
）は
、上
か
ら（
神

か
ら
）
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
よ
り
現
実
的
な

観
点
か
ら
、
人
間
が
生
き
る
現
実
社
会
が
生
命
・
生
活
・
財
産

が
保
た
れ
る
安
全
な
（
安
心
で
き
る
）
と
こ
ろ
（
場
）
で
あ
る

た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
自
己
決
定
（
責
任
）「
自
由
意

志
」
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
社
会
を
求
め
る
（
望
む
）
た
め
に

自
分
の
行
動
を
律
し
て
い
る
（
悪
を
避
け
、
善
に
向
か
う
）
人

格
に
お
い
て
こ
そ
論
理
的
・
現
実
的
な
内
実
を
持
つ
の
で
は
な

い
か
。　

　

Ｄ 

．「
義
務
」
と
「
作
為
・
不
作
為
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
捉

え
方
が
あ
る
。
最
も
厳
し
い
見
解
で
は
、
不
作
為
は
義
務
を
否

定
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
「
悪
」
で
あ
る
と
す
る
。
一
方
、
別
の

見
解
で
は
、
不
作
為
が
一
概
に
悪
と
は
言
い
切
れ
な
い
、
ケ
ー

ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
だ
、
と
す
る
。
例
え
ば
、
た
ま
た
ま
火
災

現
場
に
遭
遇
し
た
一
般
人
に
つ
い
て
言
う
と
、
被
災
者
を
救
助

す
る
道
徳
上
の
義
務
が
あ
る
と
は
い
え
る
が
、
自
分
の
生
命
を

犠
牲
に
し
て
ま
で
も
そ
の
義
務
を
果
た
す
べ
き
と
す
る
判
断
は

行
き
過
ぎ
で
あ
る
（
少
な
く
と
も
、
法
律
上
の
義
務
と
し
て
は

過
酷
す
ぎ
る
）。
つ
ま
り
、
倫
理
的
観
点
を
あ
ま
り
に
も
正
面

か
ら
貫
き
す
ぎ
る
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
人
間
に
よ
る
行
動
は
、

い
わ
ゆ
る
「
聖
人
」
の
視
点
か
ら
は
不
作
為
（
義
務
を
果
た
し

て
い
な
い
）と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
非
現
実
的
す
ぎ
て
、

現
実
社
会
で
の
行
動
基
準
に
は
な
り
得
な
い
と
言
え
る
、
等
々

の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

［
２
］�

例
会
で
の
主
な
議
論

　

Ｅ 

．「
善
」「
悪
」
の
中
間
に
、
ど
ち
ら
と
も
割
り
切
れ
な
い
も
の

が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
個
々
人
の
人
生

の
多
様
性
（
人
生
の
綾
）
の
中
に
善
悪
を
見
て
と
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

Ｆ 
．
人
間
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
、
を
も
う
一
度
根
本

か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
は
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逮
捕
さ
れ
た
か
ら
不
幸
に
な
っ
た
の
か
？
そ
も
そ
も
彼
の
よ
う

な
生
き
様
（
富
の
蓄
積
が
彼
の
人
生
の
目
的
）
は
も
と
も
と
不

幸
で
は
な
い
の
か
、と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

Ｇ 

．「
生
命
」を
充
足
・
増
進
さ
せ
る
方
向
に
働
く
行
為（
力
）は「
善
」

と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
逆
（
生
命
活
動
を
毀
傷

す
る
方
向
の
力
・
行
為
）
は
「
悪
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
の

か
。「
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
」（
人
生
の
目
的
・
意
味
）

を
さ
ら
に
考
え
た
い
。

　

Ｈ 

．「
民
主
主
義
」「
平
和
」「
生
命
」
の
意
味
が
今
あ
ら
た
め
て

問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
類
普
遍
の
価
値
創
造
の
問
題
が

問
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
我
々
は
今
、
地
球
人
類
史
の

転
換
点
・
分
岐
点
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識
・

自
覚
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ 

．「
民
主
主
義
」
の
問
い
直
し
、
す
な
わ
ち
、
我
々
２
１
世
紀

人
が
進
む
べ
き
方
向
が
問
わ
れ
て
い
る
。
一
人
（
ま
た
は
少
数

者
）
の
独
裁
者
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
社
会
の
終
焉
の
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

が
あ
る
が
、
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
情
報
を
発
信
で

き
る
時
代
が
現
実
に
来
て
い
る
。

　
Ｊ 

．「
平
和
」
の
意
味
を
も
う
一
度
問
い
直
し
た
い
。
地
球
上
の

人
類
（
お
よ
び
、
す
べ
て
の
動
植
物
）
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

（
生
命
を
維
持
で
き
る
）
環
境
を
つ
く
り
、
維
持
す
る
の
が
現

代
の
人
類
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
は
な
い
の
か
。

［
次
年
度
の
研
究
活
動
計
画
（
内
容
・
テ
ー
マ
）］

　

第
三
回
例
会（
前
記
）に
お
い
て
、「
社
会
正
義
・
善
悪
」、お
よ
び「
私

た
ち
の
社
会
認
識
・
時
代
認
識
」
の
二
元
テ
ー
マ
を
中
心
に
議
論
を

深
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
具
体
的
に
は
、春
学
期（
四
～
七
月
）「
哲

学
概
論
」・
秋
学
期
（
一
〇
～
一
月
）「
倫
理
学
」
授
業
（
各
一
五
回
）

を
活
用
し
て
、
上
記
の
中
心
テ
ー
マ
を
幅
広
い
文
脈
の
中
で
、
率
直

に
議
論
し
あ
う
こ
と
と
し
た（
い
わ
き
・
早
稲
田
、二
元
討
論
）。（「
哲

学
概
論
」
の
テ
キ
ス
ト
は
「
西
洋
哲
学
史
」
熊
野
純
彦
著
、
岩
波
新

書
、「
古
代
・
中
世
」「
近
代
」
の
二
分
冊
。）
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イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門

【
部
門
活
動
概
要
】

　

今
年
度
の
研
究
会
テ
ー
マ
は
、「
宗
教
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）
と
科
学
」

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
テ
ー
マ
は
、
私
自
身
が
二
〇
年
ほ
ど
前
の
時
代

か
ら
追
及
し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。
当
時
は
二
一
世
紀
と
い
う
新
た

な
時
代
を
迎
え
情
報
通
信
分
野
の
著
し
い
進
展
に
よ
っ
て
、
人
類
は

こ
れ
ま
で
の
歴
史
で
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
規
模
で
の
文
明
間
接
続

に
直
面
し
て
い
た
。
技
術
の
進
化
は
も
ち
ろ
ん
、
文
明
の
一
様
化
と

し
て
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
進
展
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方

で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
先
端
技
術
を
利
用
し
て
、
欧
米
の
価
値
観
と
は

異
な
る
個
性
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
私
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
が
歴
史
の
中
で
築
い
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
〈
科
学
〉
の

足
跡
や
〈
情
報
〉
と
の
関
わ
り
を
掘
り
起
こ
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
現

代
の
科
学
と
の
間
に
引
き
起
こ
し
て
い
る
問
題
の
探
求
に
大
き
な
関

心
を
寄
せ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の
た
び
の
研
究
テ
ー
マ

は
、
楽
し
み
な
討
議
と
な
っ
た
。
第
1
回
は
イ
ス
ラ
ー
ム
科
学
の
中

で
も
最
も
代
表
的
な
天
文
学
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
研
究
会
で

の
発
表
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
に
限
ら
ず
、
前
六
世
紀
の
多
元
論
者

に
よ
る
自
然
学
形
成
の
時
代
か
ら
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
隆
盛
を
極

め
た
精
密
な
論
証
科
学
に
繋
が
る
系
譜
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
れ
が
ま

さ
に
イ
ス
ラ
ー
ム
天
文
学
の
核
と
な
っ
た
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
方
で
、
ギ
リ
シ
ア
科
学
の
中
で
も
重
要
な
論

点
と
な
っ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
自
然
学
と
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
天

文
学
論
理
と
の
根
本
的
な
拮
抗
の
問
題
も
、
ラ
テ
ン
西
欧
世
界
と
も

繋
が
る
重
要
論
点
と
思
わ
れ
た
。
第
二
回
の
イ
ス
ラ
ー
ム
原
子
論
の

発
表
は
、
ギ
リ
シ
ア
科
学
を
翻
訳
し
体
系
化
し
て
そ
の
頂
点
を
極
め

た
時
代
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
と
ギ
リ
シ
ア
論
理
学
の
統
合
を
め

ざ
し
た
ム
ゥ
タ
ズ
ィ
ラ
派
の
台
頭
と
、
保
守
派
に
よ
る
反
動
の
時
代

へ
と
い
う
流
れ
を
背
景
に
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
科
学
論
と
し
て
、
ま

た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
ら
の
ギ
リ
シ
ア
的
な
原
子
論
と
の
異
な
り
も
提
示

さ
れ
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
回
は
、
日
本
の

洋
学
と
中
東
世
界
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
本
学
が
専
ら
と
す
る

東
洋
思
想
と
の
関
連
も
あ
り
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

 

（
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
長
・
吉
村
作
治
）

〈
二
〇
一
八
年
度
第
一
回
研
究
会
〉

　

�

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
六
日
、
東
日
本
国
際
大
学
早
稲
田
キ
ャ

ン
パ
ス
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【
発
表
要
旨
】

「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
天
文
学
」

 

元
東
海
大
学
教
授　

鈴
　
木
　
孝
　
典

　

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
天
文
学
が
発
達
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
と
い
う
宗
教
や
砂
漠
の
生
活
に
要
因
が
あ
る
と
す
る
よ
う

な
誤
解
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
「
民
間
天
文
知
識
」
に
過
ぎ
ず
、
学

者
に
よ
る
専
門
的
な
知
識
で
あ
る
「
天
文
学
」
の
発
達
に
は
あ
ま
り

関
係
が
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
天
文
学
と
は
、一
言
で
言
え
ば
、

ギ
リ
シ
ャ
天
文
学
を
受
容
し
、
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ギ

リ
シ
ャ
天
文
学
は
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
が
『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
に
お

い
て
確
立
し
た
計
算
天
文
学
の
体
系
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ

れ
は
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
学
問
分
類
」
の
「
数
学
」
に
属
す
る
も

の
で
あ
り
、「
自
然
学
」
に
属
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
宇
宙
像
と

は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
は
ア
ッ
バ
ー
ス

朝
初
期
の
大
翻
訳
活
動
を
通
じ
て
ギ
リ
シ
ャ
天
文
学
を
受
容
し
た
。

『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
何
度
も
翻
訳
さ
れ
、

改
訂
さ
れ
た
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
新
し
い
観
測
に
基
づ
い
て
プ

ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
計
算
表
を
す
べ
て
作
り
直
し
、
イ
ン
ド
の
正
弦

な
ど
も
導
入
し
て
、
計
算
天
文
学
の
す
べ
て
の
要
素
を
織
り
込
ん
だ

「
ジ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
書
物
を
作
っ
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
学
者
が

独
自
の
ジ
ー
ジ
ュ
を
編
纂
し
た
が
、
そ
こ
に
は
新
し
い
知
見
も
盛
り

込
ま
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
天
文
学
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
天
文
学
を
わ
か
り
や
す
く
要
約
し
た
書
物
や
、
天
文
器
具
に

関
す
る
書
物
、
恒
星
の
み
を
扱
っ
た
書
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
本
も
登
場
し
て
く
る
。
一
一
世
紀
初
頭
に
は
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
天

文
学
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
然
学
の
矛
盾
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
一
二
世
紀
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
学
派
が
実
際
に
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス

の
惑
星
計
算
モ
デ
ル
の
改
良
を
試
み
た
が
失
敗
し
た
。
一
方
、
一
三

世
紀
の
マ
ラ
ー
ガ
学
派
は
別
の
方
法
で
改
良
に
一
歩
を
踏
み
出
し
、

一
四
世
紀
に
は
ほ
と
ん
ど
成
功
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
い
た
。

し
か
し
、
数
学
と
自
然
学
の
矛
盾
を
完
全
に
解
消
し
、
そ
れ
ら
を
統

合
す
る
に
は
、
こ
の
路
線
を
受
け
継
い
だ
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
と
、
さ
ら

に
そ
の
先
の
ケ
プ
ラ
ー
に
至
る
ま
で
の
、
長
い
道
の
り
が
必
要
で

あ
っ
た
。

〈
一
〇
一
八
年
度
第
二
回
研
究
会
〉　

　

�

二
〇
一
八
年
一
二
月
七
日
、
東
日
本
国
際
大
学
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ

ス
【
発
表
要
旨
】

イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
に
み
る
原
子
論
的
宇
宙
論

 

―
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
の
原
子
論
―
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東
京
国
際
大
学
特
命
教
授
・
筑
波
大
学
名
誉
教
授

 

　

塩
　
尻
　
和
　
子

　

一
〇
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
に
か
け
て
議
論
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
神

学
の
原
子
論
的
宇
宙
論
は
、
ど
の
学
派
の
立
場
で
あ
れ
、
神
の
全
能

性
と
世
界
の
無
か
ら
の
創
造
を
証
明
す
る
た
め
に
体
系
化
さ
れ
た
議

論
で
あ
り
、
科
学
的
な
世
界
観
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
近

世
哲
学
や
近
代
科
学
に
も
通
底
す
る
理
論
で
も
あ
る
点
が
興
味
深

い
。
ス
ン
ナ
派
の
思
想
の
な
か
で
も
原
子
論
的
宇
宙
論
は
、
一
般
に

正
統
的
神
学
派
の
祖
と
な
っ
た
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
に
由
来
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
以
前
の
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
か
ら
受

け
継
い
だ
も
の
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
新
プ
ラ
ト
ン
派
の
思
想
や
仏

教
哲
学
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
来
、

ど
こ
か
ら
影
響
を
受
け
て
展
開
さ
れ
た
理
論
な
の
か
、
明
ら
か
で
は

な
い
。
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
で
は
、
神
の
創
造
の
行
為
を
説
明
す
る

た
め
に
原
子
論
を
活
用
し
た
が
、
こ
の
原
子
論
と
は
世
界
と
事
物
の

本
性
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
神
に
よ
る
創
造
の
真

理
を
体
系
化
し
、
被
造
物
と
し
て
の
事
物
の
構
造
や
真
相
を
理
解
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。そ
の
後
も
、原
子
論
の
立
場
は
イ
ス
ラ
ー

ム
の
人
間
観
や
霊
魂
論
と
結
び
つ
い
て
、「
創
造
不
断
」
と
い
っ
た

独
特
の
世
界
観
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
原
子
論
的
宇
宙
論

は
、
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
で
あ
れ
、
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
学
派
で
あ
れ
、

神
の
全
能
性
と
世
界
の
無
か
ら
の
創
造
を
証
明
す
る
た
め
に
体
系
化

さ
れ
た
議
論
で
あ
る
が
、
ど
の
学
者
の
見
解
で
も
、
原
子
こ
そ
が
事

物
の
存
在
に
お
い
て
第
一
の
原
理
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ

こ
で
は
原
子
は
事
物
の
究
極
的
な
分
割
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
単
な
る

最
少
部
分
で
は
な
く
、
存
在
物
の
集
合
体
を
構
成
す
る
必
然
不
可
欠

の
最
少
部
分
な
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
事
物
の
構
成
を
開
始

す
る
の
は
原
子
で
あ
る
。
存
在
世
界
に
お
い
て
原
子
を
優
勢
と
み
る

立
場
は
、個
を
集
合
体
よ
り
上
位
に
お
く
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
議
論
は
デ
カ
ル
ト
な
ど
の
機
械
論
的
世
界
観
に
似
て
い
る
が
、

イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
に
お
い
て
は
宇
宙
論
だ
け
で
な
く
、
独
自
の
人
間

学
、
倫
理
学
、
霊
魂
論
、
社
会
論
、
政
治
思
想
な
ど
を
産
み
出
す
も

と
に
も
な
り
、
偶
因
論
の
原
理
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
二
〇
一
八
年
度
第
三
回
研
究
会
〉

　

二
〇
一
九
年
二
月
八
日
、
東
日
本
国
際
大
学
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス

【
発
表
要
旨
】

日
本
の
洋
学
と
中
東
世
界

　
 

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
研
究
理
事　

保
　
坂
　
修
　
司

　

日
本
と
中
東
、
あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
い
う
と
、
現
在
で

は
石
油
や
天
然
ガ
ス
、
テ
ロ
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
政
治
的
な
関
係
を
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思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
し
か
に
中
東
や
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
は
地
理
的
に
も
文
化
的
に
も
日
本
と
は
遠
く
離
れ
て
い
る
し
、
日

本
で
の
中
東
関
連
報
道
も
経
済
や
事
件
に
関
す
る
こ
と
ば
か
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
は
両
者
の
関
係
は
ま
っ
た
く
隔
絶
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
古
く
は
正
倉
院
の
御
物
に
あ
る
中
東
起
源
の
意

匠
、
天
平
時
代
に
来
日
し
た
ペ
ル
シ
ア
人
な
ど
の
例
か
ら
も
わ
か
る

と
お
り
、
細
々
と
は
し
て
い
る
が
、
両
地
域
の
あ
い
だ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
国
時
代
以
降
は
キ
リ
ス
ト

教
宣
教
師
、
江
戸
時
代
に
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
を
通
じ
て
中

東
起
源
の
文
物
や
中
東
に
関
す
る
情
報
が
入
っ
て
く
る
。
ま
た
、
ペ

ト
ロ
・
カ
ス
イ
岐
部
や
福
澤
諭
吉
の
よ
う
に
実
際
に
中
東
に
足
を
踏

み
入
れ
る
人
た
ち
も
出
て
く
る
。
そ
の
時
期
に
伝
え
ら
れ
た
中
東
の

事
物
の
な
か
に
は
現
在
ま
で
に
も
連
な
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、「
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
る
」
と
い
う
有
名
な
こ

と
わ
ざ
が
あ
る
。
実
は
こ
の
語
は
す
で
に
一
七
世
紀
後
半
に
は
多
く

の
日
本
語
の
著
作
に
現
れ
て
お
り
、
現
在
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
人
は
一
七
世
紀
に
は
ミ
イ
ラ
も

ミ
イ
ラ
取
り
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
当
時
の
ミ
イ
ラ
は
現
在
よ
り
も
は
る
か
に
身
近
な
存

在
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
例
は
ミ
イ
ラ
だ
け
に
か
ぎ
ら
な
い
。
ザ

ク
ロ
や
イ
チ
ジ
ク
な
ど
の
果
物
、
蒸
留
装
置
の
ラ
ン
ビ
キ
な
ど
中
東

を
起
源
し
た
も
の
が
入
っ
て
き
た
の
は
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
で
あ
る
。
ま
た
、
知
識
と
し
て
の
中
東
や
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ

い
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由
で
は
あ
る
が
、
ぞ
く
ぞ
く
と
入
っ
て
き
て

い
る
。
こ
こ
で
は
主
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
中
東
の
文
物
や
中
東
に
関
す
る
情
報
が
日
本
で
ど

の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
を
江
戸
時
代
の
文
学
や
洋
学
（
蘭
学
）
な

ど
の
事
例
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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■活動報告・投稿規定

　
　

研
究
紀
要
『
研
究　
東
洋
』
投
稿
規
定

１ 

．
投
稿
者
は
、
原
則
と
し
て
本
学
教
員
（
非
常
勤
講
師
を
含

む
）
に
限
る
。
た
だ
し
、
本
学
教
員
が
主
に
な
っ
て
い
る
共

同
執
筆
及
び
編
集
委
員
会
か
ら
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
学
外

者
が
加
わ
っ
て
も
差
支
え
な
い
。

２ 

．
投
稿
は
、
原
則
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
原
稿
の
内
容
は

時
代
を
問
わ
ず
東
洋
思
想
全
般
（
特
に
儒
学
・
仏
教
・
日
本

思
想
関
連
を
歓
迎
す
る
）
に
関
連
し
た
幅
広
い
も
の
と
す

る
。

３ 

．
年
一
回
（
原
則
一
月
第
一
週
締
切
）
投
稿
の
申
込
み
を
受

け
る
。
申
込
み
者
が
多
い
場
合
に
は
、
次
号
廻
し
と
な
る
こ

と
が
あ
る
。

４ 

．
投
稿
原
稿
は
、
論
文
（
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
五
〇

枚
前
後
）
、
研
究
ノ
ー
ト
（
三
五
枚
前
後
）
、
資
・
史
料
紹

介
（
五
〇
枚
前
後
）
、
書
評
、
報
告
（
一
〇
枚
前
後
）
等
に

区
分
す
る
。
区
分
は
原
則
と
し
て
投
稿
者
の
申
出
に
よ
る

が
、
編
集
委
員
会
が
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
（
一
回
の

投
稿
原
稿
は
一
人
論
文
を
含
め
二
本
＋
共
同
執
筆
一
本
ま
で

と
す
る
）
。

５ 

．
投
稿
原
稿
は
『
研
究　

東
洋
』
編
集
委
員
会
あ
て
に
提
出

す
る
も
の
と
し
、
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て

は
、
査
読
を
行
う
。
校
正
等
は
全
て
紀
要
編
集
委
員
会
を
経

由
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
違
反
し
た
者
は
引
き
と
り
を
求

め
る
こ
と
が
あ
る
。
査
読
の
結
果
、
原
稿
の
修
正
、
再
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

６ 

．
論
文
以
外
の
原
稿
に
つ
い
て
も
、
編
集
委
員
会
の
判
断

で
、
修
正
、
再
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

７ 

．
投
稿
原
稿
は
、
別
に
定
め
る
執
筆
要
項
に
従
い
、
期
日
ま

で
に
完
成
原
稿
と
し
て
編
集
委
員
会
に
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
12
月
９
日
改
訂


